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1.はじめに

わが国の林業機械のなかで，刈払機ほど林業以外のほかの分野で，林業に倍する需要のみられる機械は

あまりない。育林作業の地ごしらえや下刈につかわれるほか，農作業の稲刈や草刈，果樹園の下草刈，道

路や鉄道沿線敷地の草刈などにもつかわれ，いわゆる刈取機・草刈機などとよばれて市販されているもの

は，ここでかう刈払機と，機械主要部の構造はまったくかわりのないものである。

これらを一括総称して刈払機とよぶもののなかには，原動機にガソリシエンジン，電動機そ採用したも

のの別があるが，最近ではもっぱら単気筒 2 サイグル空冷ガソリンエシジンを装備した刈払機がひろくつ

かわれている。

わが国林業で現用されている機種は，普及しはじめたころは国産機に伍して，アメリカおよび西ドイツ

製などの海外機も導入されてし、たが，現在ではアメリカ 1 社の製品をのぞし、て海外機はあまりつかわれな

くなり， [f<j産メーカの製作社数が年々増加し，林業関係に進出しつつあるもので十数社，農業および林業

の両分野に進出しつつあるものをあわせるとほぼそれに倍する製作社数の製品がでまわり，林業での使用

条件に見合った機種の選択に役立つ性能判定の資料をもとめる声が大きくなりつつある。

前回に性能試験を笑施したチェンソーとおなじく，たまたま使用機種の選択問題に当面した林野庁業務

課からの要望および各県林業機械関係者，民間使用者あるいはメーカ諸社などからの要請に応じて，でき

るだけ数多くの機種の構造解析と，刈払鋸断性能のためとくに考案試作した刈払鋸断性能試験装置による

性能解析を笑施した。

この刈払機の性能試験は，刈払機がチェンソーのように西欧・アメリカ諸国ではあまりつかわれていな

い機械のため，海外で性能試験がおこなわれた形跡、はなく，むしろこの試験が，林業機械の性能試験の一

貫としてなされた鳴矢となるものといえるようである。

したがって，こんごìR1I定をおこなう必要のある項目ものとされているが，昨今の使用者およびメーカの

この種の機械に対する技術的改良の要求はますますつよく，とくにメーカ例1Iの林業機械としての性能向上

に関する問題点の指摘などの要望もあることから，現在までにえられた測定資料をとりまとめ，大方のご

参考に供する。

いままでにご協力をえた，林野庁前業務課長小悶精，現課長森尾洋一，同元謀長補佐高桑東作，

前課長補佐藤本公対し現課長補佐丸田和夫，前造林班長(現生産班長)星沢正男，造林班長伊尾木

稔，前機械班長三品忠男，機械班長美濃地忠敬，造林係長互信夫，機械係長有馬孝昌，前研究

普及課長梅田三樹男，同現課長大矢寿，企画官官川信ーらの各位に感謝するとともに，実験装置

の試作と試験の実行にあたってご配慮をえた林業試験場長坂口勝美，調査室長橋本与良，経営部長

原敬J宣，機械化部長米田幸武の各位にお礼申しあげる。なお，との種機械の海外文献についてど教示

をえた故藤林 誠前東大教授および加藤誠平東大教授に対し，特記して深謝の意を表する。

2. 刈払機の開発経過

わが国林業における刈払機の開発は， 1948年前後にはじまる。ときの東大教授藤林誠(林業試験場兼務〉

氏は，そのころ国産化にはじめて成功していた 2 人用チェシソー (Cll， 12, 13形など，富士産業(現富

士重工) K.K. 製)に関連して，との種の小形空冷ガソリシエシジシを伐木以外のほかの林業用にも活用
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Fig. 1 ダガーソー

Dagger saw driven by Robin 2 PS engine. 

しようとして，このエンジン単体を木製台座にのせて携行しやすくし，数メートルのフレキシプルシャフ

トの先端にとりつけた小形チェンソーを駆動させて枝打ち作業をおこなわせる考案(ダガソーとよばれた

……Fig. 1) を抱導し，小形可搬式機械の育林作業への応用を計画しはじめた。たまたまわが国育林作業

の投下労働量の調査から，地ごしらえから植付，下刈・保有にし、たる各種の育林作業のなカぞ，とくに地

ごしらえ・下刈におおくの労働量が投下されていることをしり，従来の長手柄の鎌でおこなう刈払作業に

とってかわることのできる 1 人用小形機械の必要性を痛感した。もちろんこのとき，同学の先輩たる造林

学者のこの面の機械化に対する将来を見越した見解をもとめ，なにがしかの賛成をえていたことは想像に

難くない。

ところが当時， 1 人携行を容易ならしめるノト形空冷ガソリンエンジンで国産化されたものにみるべきも

のなく，上述の木製台座にとりつけた C1 形エンジン(空冷ガソリン，エンジン部重量 20kg, 笑馬力

2 PS/3, 000 rpm，シリンダ内径×行程 55X57 mm) で駆動されるフレキシプルシャフトで， 操作棒の

先端につけた丸鋸あるいは小形ソーチェンを駆動する形式の試作第 1 号機を試作し，秋田営林局・毛烏内
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Fig. 2 ハイムブッヘル 1PS エンジン

Heimbucher 1 PS engine which is 

carried on the back. 

営林署管内で1948年 6 月，現地使用試験

をおとなし、，刈払双としてはソーチェン

よりも丸鋸歯の方が有利であることをた

しかめた。しかし機械 1 台について作業

員 4 入を必要とし，機械重量の軽減など

なお相当の改良を要するととをみとめ

た。

それより先， ドイツでは1937年，ハイ

ムプッヘル (Heimbucher) 社が， 農業

・園芸および工作用として，防振ばね付

背負架にとりつけた小形空冷エンジン・・

… 2 サイグル，ガソリン，排気容量68cc，

単体重量10.5 kg，背負架付重量13.5 kg, 

実馬力 1 PS (3, 000 rpm) , シリンダ内

径X行程 49. 8x34. 8 mm，圧縮比÷，
燃料タシグ容量 1. 56l (2~3時間運転

可能)， フロートレス気化器， 調遼ガパ

ナ付 (3， 200rpm で作動)，フライホイー

ルマグネ七 点火栓(自動車用と共通)，

ディスググラッチ(乾燥)，マフラ(円

筒形) ..・H・でフレキシフ・ルシャフト(外

径15mm) を駆動し，その先端に各種の

アタッチメ γ トすなわちチェンカヅタ，

小形ソーチェン，木工用丸鋸，減速装置

111  
(減速比一「'-f'1デなど)付の各

種ドリノレ，グラインダ，研摩用パフ， _.、

ンマーリング装置，飽首11および剥皮用プ

レーナ，給水ポシプ，園芸用パリカン形

タリッパ，農耕用カルティベイティ γ グ

ホウなど約24種を交換使用できる機械を

完成させていた (Fig. 2) 。

そとで，このハイムプッヘルエンジン

に匹敵する国産の軽量小形空冷ガソリン

エンジンを開発する必要をみとめ，日本

内燃機 K.K. に試作を依頼， 標記出力

1. 2PS のフライホイールマグネト付の

2 サイグル空冷ガソリンエシジ:/~製
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作，これを鋼管製背負梨に主将載させて操縦者が背

負いうるものとし，フレキシプルシャフトで，さ

きに効果をみとめていたふりまわし用操作棒の先

端にとりつけた丸鋸を駆動し，操縦者がエンジン

を背負いながら，操作棒を左右にふりまわしつつ

回転駆動される丸鋸で，低木・雑草を刈払鋸断さ

せることのできる，いわゆる昨今市販されている

背負式刈払機の原形ともいうべきものを考案・試

作した (Fig. 3) 。

このとき採用したエンジン，フレキシプルシャ

フトは重量がかなりおもく，さらに軽量化をはか

るため東京発動機K.K. にエンジンの試作を依頼

したが，第二次大戦後朝鮮事変前のわが国工業界の能

力では，軽合金鋳物をつかった小形空冷エンジンによ

り重量を軽減し，背負式携行を容易ならしめることが

むずかしかった。しかし，このとき，左右にふりまわ

し刈払をおこなわせる刈Jム蕊として，操作棒の先端に

ついた丸鋸歯を採用していたことは，上述のハイムプ

ッヘノレの製品にもみられない着想で，これは考案者藤

林誠氏が，当時わが国で林業機械のみならず林産機械

にも一流の造詣をもった専門家であったことが，大き

く役だったとおもわれ，その後丸鋸歯にかわる刈払笈

の考案などがし、ろいろおこなわれながら，依然として

丸鋸歯がもっとも切れ味がよく，すべての刈払機に装

着されているという基本[内な着怨のーっとなったもの

とし、うことができる。

その後，わが国では，一般交通用軽車両であったそ

Fig. 3 背負式 }.IJ払機(試作第 1 号機)

Knapsack type Brush Cutter which is 

trial manufactured at the start. 

ータパイグ用として製作された小形空冷ガソリンエンジンが汎間的に普及しはじめ，この艇のエンジンが

刈払機用エンジンにも利用しうることに着目し，それまでの背負式エンジンでフレキシフツL シャフトを駆

動するものでは，フレキシプルシャフトの重量が過大でi耐用性に乏しいという欠点をさけることができな

いことから，エンジンに直接 1m余の管状ケ{ス内におさめた長軸を連動させ，その先端で 1 対のかさ歯

車で動力伝達方向を転位してから丸鋸歯を回転駆動できるようにした，現用されている肩掛式刈払機の原

形ともいうべきものを考案し， 1953年富士機械工業K.K. に試作を依頼，頭部かさ歯車の転位角 130。お

よび 90。のもの 2 機種を製作，ブッシュグリーナと名づけた藤林式刈払機を完成するにし、fこった。

本機は装備重量 17.6 kg，標記出力1. 2PS，丸鋸歯直径 8in を装備したもので，その後，国有林およ

び製紙会社の造林事業現場で，何回もの使用試験がおこなわれ，しだいに実用にたえうるものとして.ひ

ろくみとめられるにいたった。
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このころ， 1952 年にか，アメリカよりパリカン形グリッパーのっし、た草刈機(サイゼット Scythette，

のちにホフコ Hofco) が輸入され，さらにその後，同国から 1 入用チェンソーを輸入しはじめた商社の手

をへて，小形チェンソーエンジンのアタッチメントとして交換使用できる肩掛式刈払機が輸入されだし，

1955年をすぎるころには，アメリカから 4 社(マッカラ Mc Culloch MAC 35 A，ホームライト Homelite

プラッシュカッタ， ロムバード Lombard 3---J-0 プラッシュカッタ， ローコ Rowco プラッシュキン
2 

グ)，西ドイツから 1 社(ウイーゼル Wiesel F 600) などの海外製品が市販されるにいたった。

しかし， 1955年以降にはいり，わが国のメーカ 2-3 社が着目しだし，藤林式プッシュグリーナに準じ

た肩掛式刈払機を 2-3 種製作しだし，林業用としてのみならず農業用としてもその利用価値がみとめら

れるにおよんで，メーカ数も漸次増加し，肩掛式でも頭部転位角を任意にかえうるものの考案としてベル

ト伝動を採用したものからかさ前車 2 対の組合せによるものへの発展，あるいは背負式刈払機の出現など

もあって，昨今では， 20-30社におよぶメーカの製品が，林業のみならず農業分野にもひろく普及するに

いたり，この春 Jrs 規格作成の声をきくにし、たってし。る。

これら国産刈払機は，装備するエンジンの排気容量 20-50cc 余にわたる大中小各種のものが生産され

ているが，その形式は，背負式刈払機を製作するのは 1 社にとどまり，ほかはいずれも肩掛式刈払機を製

9作しており，小形のものでも装備重量 7kg を切るものはなく，将来より一層の軽量・低廉化をもたらし

うる機械性能向上のくふうが一段とのぞまれる状勢となってきてし、る。

3. 肩掛式刈払機の構造 (Fig. 4-a-l) 

肩掛式刈払機の構造は，し、わゆる汎用の小形単気筒 2 サイグル空冷ガソリンエンジンを原動機として，

そのクラング車Ibの動力取出しがわにまず迷心クラッチをもうけ，ついで 1m余におよぶこの機械特有な長

lÞdJおよび外筒を連結させ，その先端にふつう 1 対のかさ歯車および同箱からなる動力の伝達方向を転換さ

せる目的の頭部，方向転換された被動短前hの先端に互換自由にとりつけられた刈払双からなる刈払作動部

を主要部とし，との主要部に付属して，本機の使用上の主目的である長手柄の鎌をふりまわし刈り払うと

いう使用に準じた用途につかいやすくするため，長事IIJ 中央部付近にとりつけられた左右ふりまわし用ノ、ン

ドル，遠心グラッチケース先端付近にとりつけられた吊環，本機を操縦者の小脇に前傾させて吊り下げる

ための肩附けパンドなどの操作部からなってu 、る。

3.1. エンジン (Fig. 5-a-k, Table 1, 2) 

現在国内で刈払機にっかわれてし、るがL用ノj 、形空冷ガソリンエンジンの排気容量は 21-50cc の範囲にあ

り，重量は 3.6-7.0kg の範囲にある。正二れらのエンジンはいずれも倒立形としてつかわれているのが共

通した特徴であり，シリンダフeロッグ，クラングケース，ピストンなどのエンジン本体は，従前に鋳鉄製

の製品が採用されていた時代にくらべると，数段の軽量化がはかられ，シリンダライナに鋳鉄を採用した

ものはまだ大半をしめ，グロームメッキしたものは少数機種にとどまってはいるが，すぺてのものがアル

ミニウム系軽合金の鋳物を採用してし、る。もっとも，その鋳造にまだダイカスト鋳造を採用してし、ないも

のもある。

シリンダ内径は 30-44mm，行程 30~40mm，行程内径比 O. 92~1. 38 で，この比は過半数のものが

1 あるいは 1 あまりで，チェンソーエンジンではほとんどのものが 0.6~0.8 の範囲にあるのにくらべる

と，コンパタトな設計あるし、は高速高出力化の点でなお考慮の余地のあることがわかる。もっとも圧縮比
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①
②
③
④
⑤
 

⑥
⑦
③
①
⑨
⑪
⑫
 

(1 

~26r 

(8) 

/ 

Fig. 4 刈払機の全体関

General view of brush 
cutt巴r.
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1. シリンタ， Cylinder 

2. ピストン Piston

3. ピストシピン Piston pin 

4. 連接棒 Connecting rod 

林業試験場研究報告第 183 号

Fig. 5-a MEIKI L08M 

(MITSUBlSHI SB) 

Fig. 5-b TAS Pn 

(ISEKI R-70) 

13. 点火栓座 Ignition plug 

14. ファシカノぞー Fan cover 

15. エヤーフィルターAir filter 

16. チョーグノξノレブ， Choke valve 

5. グラシグケース Crank cas巴 17. 気化器本体 Carburetor

6. グラングピシ Crank pin 18. 浮子室 Float chamber 

7. グラシグシャフト Crank shaft 19. 浮子 Float

8. 主軸受 Main bearing 20. スロヲトノレノξルプ Throttle valve 

9. 針刺l受 Needle bearing with crank pin 21. 吸気孔 Suction port 

10. フライホイルマグネト Flywheel magneto 22. 掃気孔 Scavenging port 

11. スタータホイール Starter wheel 23. 排気孔 Exhaust port 

12. コシタグトポイシト Contact point 24. マフラー Muffler

Fig. 5 刈払機のエンジシ

Engine of brush cutter. 



刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内)

Fig. 5一ーc GASUDEN G 3 B 

(MARUY AMA 3) 

Fig. 5-d ROBIN KN21 

シリンダ ライナーなし

Fig. 5-e KAWASAKI KFI0 

- 15 ー
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⑦ 

⑪
ー

へ
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P1) 
(号) (き}

(@___ 

⑥ー

@ 

Fig. 5-f TAS (MARUYAMA) J 22 

Fig. 5-g ROBIN KM21 (ROBIN SB21付)

Fig. 5-h KA WASAKI KF20 (ISEKI R200, MIKUNI, SIMABA YASHI) 
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Fig. 5-i GASUDEN G 5 A (TANIFU]l BC6, NIKKARI) 

?9 乏1) 旦 3

Fig. 5-j MEIKI LIM2C (MITSUBISHI SA) 

⑬ 

⑮
品
叩
@

Fig. 5一k McCULLOCH 35A 
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機 種
Kinds of brush cutt巴r

巴ngme

)11 崎 KF20

メ イ キ L 1 P2C 

メ イ キ L08M

ロ ビ ン KN21

ロ ピ シ KM21

ガスデン G5Al

ガスデン G3B

!l ス J 22 

タ ス P70 

林業試験場研究報告第 183 号

Table 1. ピストンリングの寸法

Dimensions of piston ring. 

ピストンリング piston ring 

T厚hickneさSS vAUn mU  A |1 Bre幅adth 市，.. 町山10外uter d径Iã. m山m山1 個 Nos. 数
2.0 1.8 44.4 2 

2.0 1.8 42.2 2 

2.0 1.8 42.2 2 

1.5 1.5 38.1 2 

1.5 1.5 45.5 2 

2.0 1.6 42.3 2 

2.0 1.3 32.6 2 

2.0 1.5 36.6 2 

1.5 1. 45 31. 6 2 

は 6. 5~8. 0: 1 でチェンソーエンジンに採用されている圧縮比よりそう低いとはいえない。

燃焼室の形状はほとんどのものがふつうの半球形だが，なかにはスカ v シ形を採用し，正規混合比より

もうすく燃焼速度の返し、混合気の使用や，デトネーションの減少に役だたせようとしているものもみられ

る。

ピストシリングの数はすぺてのものが 2 本装着しているが， その寸法は厚さ1. 5~2.0mm，幅1. 3~

1. 8mm，外径 31. 6~45. 5 mm の範囲である (Table 1) 。

主軸受は，大半のものが玉刺l受を採用しており，チェンソーエンジンのように針軸受と併用しているも

のはごく少数で，とくに針軸受のみのものはみあたらない。コンロッ内!Ih受はチェンソーエンジンと同様

に針 l納受だが，ピストンピシ軸受はいずれも商事由受そ採用してし、て，チェンソーエンジンのほとんどが針

納受を採用しているのと対照的である。

シリンタ.体とグラングケースが一体鋳造されているものはみあたらず，汎用ノl、形エンジンとして分解組

立しやすいように，いずれの機種も上下に 2 分割できる構造となっている。さらに，シリンダヘッドも分

割できるようになっているものも少数ある(メイキ LIM2 C , L08MC; ガスデン G 5 A)。 したがっ

て，チェンソーエンジンでいくつかの機種にみられるシリンダ体とグラングケースが一体鋳造されている

ものとか，クラングケースが左右に分割されるようになっているものなどはみられない。これは当然のこ

とながら，刈払機用のエYジンは，チェンソーエンジンのように，案内板取付部あるいはハンドル，燃料

・潤滑油タングなどと，軽量コンパグト化のために相当程度一体鋳造するという機械設計上の配慮はされ

ておらず，むしろエンジン単体として各種の目的につかえるようにした汎用エンジンとして，できるだけ

単純な形に設計されているからである。

冷却用シリンダフィンの形状は，胴部はいうまでもなくシリンダ中心線に対して垂直方向に配列され，

すぺてが 7~13層程度の円板形(ただしロピン KN21 ， KM21は半円板形)だが， ヘッド部は，胴部と同

一方向のもの(3~6 層程度，タス P71，川崎 KF20，ガスデン G3B ， G5A)，胴部に垂直すなわち

シリンダ中心線に平行の方向のもの (4~13層程度，メイキ L08M， LIM2C; 戸ピシ KN21， KM21; 

川崎KF10，丸山 JM22) とがある。

掃気方式はいず
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ーレ掃気(ガスデン G3B ， G5A; ロピン KN21 ， KM21; 川崎 KF10 , K F20; 丸山 JM22; メイキ

L08MC , LIM2C) の 2 方式が採用されている。吸気孔はシリンター内壁中間にあるし、わゆるピスト

ンパルプのもの(メイキ L08MC ， L IM2C; 川崎 K F10 , K F20; ガスデン G3B ， G5A; 丸山

JM22) と， グラシグケース底部にあるいわゆるリードパルフeをそなえたもの(ロピン KN21， KM21; 

タス P71) とがあるが，数は前者の方が多く，チェンソーエンジンに少数みられたこれら両者の吸気孔を

そなえたものはみあたらない。リードバルプは 1 枚の薄板ばねからなるもの(タス P71)，四角錐の 4 面

にある孔にそれぞれ様似ばねをもたせたもの(ロピン KN21 ， KM21) である。いまエンジンの設音|製作

上，その出力の|向上に関辿して，実際にはかなり試行実験をおこなって検討をくりかえしがちな吸気. j磁

気・排気各孔の断副知をしらべてみたところ，刈払機エンジンについては排気容量あるしは実用最大出力

の大きさにほぼ応じた大きさの断面積が採用されてし、る (Fig. 6-a, b) が，これはチェンソーエンジン

も含めた 20~110cc 程度の範囲にある小形 2 サイクル空冷ガソリンエンジンにっし、てしらべてみてもほぼ

同様な傾向にある (Fig. 7-a, b)。 もっとも， なかにはこれら 3 孔の断面積の大きさが上述のような一

般の傾向から逸脱するものがあり，この辺に単位排気容量あたり出力の増大を策しているくふうの跡もう

かがえる a

気化指はかずれもフロート式で，国産 2 社(京i兵粘機，三国工業)の製品が採用されているが，チェシ

ソーエンジンに採用されているダイヤフラム式気化球のダイヤブラムポンプ機構をとりし、れ，従来の浮子

室落差式に折衷したセミダイヤブラム式を試験的に装着しているものも，最近になってあらわれてきた

(日立I<:B25)。

調速装置を装備してし、るエンジンは，現在のところあらわれていない。長事Ih，頚丹[1および刈払双を装着

した状態での刈払機エンジンの無負荷時回転数は，スロットル全開にして， 8， 000rpm 以上の高速になる

ものはごく少数機純にかぎられている。もちろん，刈払機エンジンの実用時の常用回転数は6， 000~7， 000

rpm 以下 5 ， 000rpm 前後と仕総にのせられているものが多く，メーカはスロットル悶庭調整により，エ

ンジシ保護の点、カ A ら 6， 000~7 ， 000 rpm 以上では長時間にわたる使用をさけるように唱導しているが，長

刺1，頚部および刈払双などを装着した状態の伝動摩擦抵抗もかなり大きく，完全装備状態での無負荷時最

前回転数がようやく 6， 500~7， 500 rpm に達するものが大半である。したがって調速装置のなし、チェンソ

ーエンジンにくらべるとより低速となってし、る。

点火装置は周知のフライホイールマグネト方式をすべてのものが録用している(三菱電機 FBK-IBR，

FBK-IBL; 飯I:l l MF3 , MFB-BIA , MF3-A12 , MF3-B2 , MF4-L21; 平出 MAE-1; 沢藤

電機 F-26B4)。なお，エンジン冷却用ファンがフライホイールマグネトと一体になるようにとりつけら

れているもの(ロピン KN21， 5B21; 川崎 KF10; メイキ L08MC ， LIM2 C:;タス P71) と，グラ

ング車111の動力耳支出しがわ，すなわちフライホイールマグネトや始動装置とは反対がわに単独にとりつけら

れているもの(ガスデγG3B ， G5A; タス J 22; 川崎 KF20) との別がある。

始動装置は自動巻込式の手動ロープ方式を採用しているものは少数で(戸ピン 5B21，谷藤 BC6 ，日

刈 F 2)，多くのものが始動プーリおよび始動爪のみからなる単純な手動ローフ'方式を採用している。 こ

れはチェーンソーエンジンでは，自動巻込式の始動装置を装着しているのが不可欠な条件になっているの

は，チェ γ ソーの使用が立木から立木へとチェンソーを無駆動で持ち運んでから，立木伐倒地点あるいは

玉切地点で逐一始動をおこないながら作業しなければならないという， 1 日の稼動状態からみるときわめ
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て非連続的にエンジンを短時間ずつ多数回駆動しなければならないからである。これに対して刈払機の使

用は，一度始動すれば操縦者のつぎの小休止時あるいは作業場所の転換地点、にいたるまで，操縦者が歩行

しながらかなりの時間連続してエンジンを駆動して刈払作業をおこなうわけで 1 日の稼動状態からみる

と，エンジンストップしやすし、エンジンでもなし、かぎり，チェンソーほど多数回始動をかさねることはな

いはずである。したがって，多くの機種では，この種の 1 人用手持機械の製作上の最大の目標である軽量

化という点から，始動のしやすさを無視して，単純な手動巻きかけローフ.式を採用している。

燃料タンクは，多くのものが濡平箱形(イリノ S l， S2 , S3; ロビンNBIL S B21; 島林HTT ，

HTK; 丸山 3 ;池上BC20; 井関 R200; 三国 B GI01H; 三菱 SA ， SB; 日刈 F 2) か円筒形(井関

R70) の鉄板製で，まれにプラスティッグ製の不透明なもの(丸山 2) と透明なもの(谷藤B C 6) があ

る。後 2 者は軽量化をはかったものであるが，とくに最後者は燃料の消費度合がはっきりわかるようにく

ふうしたものである。もっともほとんどのものがグラングケース底部に，ゴム・座金・巻きばね・板金な

どをつかった多少の防振具を介して，エンジンの縦方向の投影全面にわたるようにとりつけられているが，

まれに倒立形エンジン上部側方に(ロビン NBll， SB21) とりつけられているものもある。タング容量

は，ほぼ排気容量の大ノトに応じて正味 540~1 ， 160cc の範囲で増減した大きさのものが深川されている。

もっとも，なかには排気容量 50cc グラスのエンジンを装備したものに， 600~800cc 程度の容量のタン

グで聞に合わせているものもあるのに対して，逆に排気容量 30cc 余のグラスのエンジンを装備したもの

で1，000 cc 程度の符量のタ，/(1を装備しているものもある。 これは，刈払機装備重量の点で，前者は使

用中の燃料補給手薄変の地加からくる使用上のわずらわしさを多少無視して，この辺からも ;1霊長化を策して

いると解せられ，後者は装備重量の軽減策をタンク容:景ーの.'，f-;~、にはしわよせてなし、ものと解してさしっかえ

ない。

マフラは，チェンソーエンジンとはととなり，比較的十分な容積をもたせた円筒形，扇平箱形で，内部

Table 2. マフラの容積

Volum巴 of muffler. 

機 種 マフ uラnの1e容o積f Kinds of brush Vol 
cutter engine muffler cm3 

タ ス P70 115 

タ ス J 22 545 

ガスデン G3B 255 

ガスデン G5Al 460 

ロビン KM21 115 

ロビン KN21 200 

J 11 崎 KF20 340 

メイキ L08M 255 

メイキ LIP 2C 450 

cm3 

600 

ι ω 。

ヨ冨 500 

』。
θ 

Ed ωo 
>。

。

300 
マ
ウラ

。 。

事 200 ロ

場骨

1001 
。 。

一一一面 30 司百 一一亘ò-cc

事F 気量 Piston dI叩比ente此

Fig 8. 排気容量とマフラ容積

Muffler volume and piston displacement. 
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に排気径路を屈折させるしきりをもたせたいろいろな構造のものが装着されていて，多くはシリンダ中心

線の方向と平行に，すなわち縦方向にとりつけられる。ただまれに，扇平箱形のかなり小さな容積のもの

をシリンダ中心線に対して直角の方向に突き出し装着しているものもある(ロピンKM 21)。これらのマ

フラの正味容積は Table 2 のとおりで，これを排気容量別に函示すると Fig. 8 のとおりとなり，排気

容量の大きさに準じてマフラ容積も大きく設計されているとはいうものの，メーカによってかなり大きさ

にちがいがある。刈払機エンジンは，チェンソーエンジンのようにその騒音が有害持として高すぎるとい

う声をあまりきかないが，軽量化とともに消音効果をより増大させる必要があることは，この種のエンジ

ンの将来への課題であることにはかわりない。

3.2. 遠心クラッチ

3.2.1. 遠心クラッチの構造 (Fig. g-a~f， Table 3) 

タランク軸の動力耳支出しがわの一端に遠心クラッチをもうけ，これを介して長事111 を駆動する方式がいず

れの機種にも採用されてし、る。グランク軸の一方がただちに遠心クラッチにつらなるもの(ロピン NBll ，

SB21; 井関 R70; イリノ S2; 島林HTT; 三菱 S B , S A) と，冷却用ファンを介してから遠心グラ

ッチにつらなるもの(イリノ S 1， S3; 共栄GMST; 丸山 2 , 3; 池上 BC20; 井関 R200; 三国B

G101H; 烏林HTK; 谷線 BC 6; 日刈 F 2) と，その伝達過程に 2 つの方式があり，前者はクランク車111

Fig. g-a (ISEKI R-200) 

Fig. 9-b (MIKUNI BG10IH) 
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Fig. 9-': (ROBIN SB 21 …・・ライニング，重錘兼用型)

Fig. 9-d (ISEKI R-70) 

Fig. 9一巳 (MITSUBISHI SA, SB、
¥MARUYAMA 3 J 

端に直接グラッチシューホノレダをとりつけているのに対し，後者はファン胴部にグラッチシューホルダを

とりつけているものがほとんどであるが，まれに後者でグラ γ チドラムをファン胴部と連結するというか

わった機構を採用しているものもある(島林HTK)。 このグラッチドラムが駆動がわになるとし、うかわ

った機構のものは， ドラム外側のフラシジの内側に，多数個の鋼製ボーノレを自由な形でコイル中に内蔵さ
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A 

Fig. 9-f (SHIMABA Y ASHI HTK) 

せた 1 本の環状となったコイルばねが保持されている。このコイル中に多数の銅製ボールを内蔵した 1 本

の環状コイルばねは， ドラムの回転にともなって同じように一体となって回転し，回転数が増加するにつ

れて鋼製ポールに遠心力がはたらき，多数個のボールがドラム内側でドラム外}i'iJ内面に環状コイルばねを

おしつけるように拡張してくる。このときこの環状コイルばねは， ドラム外周内面近くなれば，被動車IIIに

とりつけられた摩擦円板の外縁側面とドラムフランジ内面との問に密接してはさまり， ドラム，環状コイ

ルばね，摩擦円板の 3 者が一体となって回転し，遠心クラッチとしての役害IJをはたすことができるもので

ある (Fig. 9-f)。

ふつうは，グラング中Ih直接あるし、は冷却用ファンを介して遠心クラッチを駆動するもののいずれでも，

駆動[1油がわにグラッチシューホルダがとりつけられ，このホルダの外周に l~数本の巻きばねでひきょ

せつなぐか，あるいはかこまれた 2~数個のグラッチシューがとりまき，駆動車IIIの回転と一体となってグ

ラッチシューも回転し，その回転数の増加lとともなって，グラッチシューにその重量に応じた遠心力がは

たらき，それぞれのクラッチシューをたがいにひきょせつなぐか，あるいはとりまいているコイルばねの

張力にうちかつて，グラッチシュー外周の摩擦面がクラッチドラム内面に接触し，クラッチドラムと連結

された被動軸に駆苦手IJil! lhの回転が伝達されることになっている (Fig. 9-a~d)。 このふつうのクラッチシ

ューは，グラッチシューホルダに，コイルばねの張力によってひきょせられているだけで，接触してはい

ても直接連結されているようなことはなく，グラッチシューの凸部がクラッチシューホルダの凹部にはめ

とまれて，両者が一体となって回転してクラッチシューが半径方向に拡張微動することはあっても，車III心

方向にはみでることがないようになっている点が機構上の大きな特徴である。もっとも，この駆動車由がわ

にグラッチシュ←ホノレダがとりつけられている構造のものにも，ホノレダをふつうの形のように，ブ F ッグ

状とせす、に駆動軸一端にとりつけられた円板状として，その円板状のクラッチシューホノレダの側面数か所

(ふつう 3 か所)に， L形グラッチシュー数個〔ふつう 3 個)の基部を回転自由なヒンジでとりつけ，グ

ラッチシューの他端はコイルばねでタラッチシューホノレダ(多くは士、j 称的な位置にある別のクラッチシュ

ーのとりつけ用ヒンジの頭部)にひきょせられているものがある (Fig. 9-e)。この構造のものは，ふつ

うの形の遠心グラッチとちがって，グラッチシューの一端がクラッチシューホノレダに，回転自由なヒンジ

とはいえ，直接連結されているわけで，厳密には駆動車曲にとりつけられたクラッチシューホルダの回転に
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ともなって一体となって回転するグラッチシューに作用する遠心力の作用の仕方にちがし、がある。しかし

遠心グラッチの設計製作上の実用的見地からかんがえると，後述するように，ふつうの形の遠心グラッチ

とおなじ計算の仕方で設計しでもさしっかえないとかんがえられるものである。

ここで，この種の遠心グラッチをその情造と機能から大別すると下記のよウにわけられようく注).

1. グラッチシュー駆動形

a. 7' ロック・シューホノレダタ汗Z

(上述のふつう形)

b. 円板・シューホルダ形

(ヒ述の L形シューを円板に連結した形のもので，ふつう形の変形とかんがえられるもの)

2. グラッチドラム駆動形

(上述の環状コイルばね内に多数個の鋼管ボールをもたせたかわった形と称したもの)

Table 3. 迷心クラッチのシューとばねのあらまし

Outline of shoes and springs of centrifugal clutch. 

グラッチシュー Clutch shoe 
機 1歪

ドフム内 J.'i]

Kinds of {回数 l個あたり 重心半径 外周半径 半径ーシュ
重 量 Radius of 一外出l半径 材 質

Nos. center of 
Outer Gapbetween 

brush cutter Weight 
gravity radius drum and Material 

gr mm  shoe mm  

ロピシ S B21 6 27.4 33.5 1.5 司吹 鋼

井関 R200 3 38.3 21. 0 31. 9 0.5 特殊合成材

井関 R70 2 42.5 20.4 27.35 0.45 ライニング付鋳鋼

三菱 SA 3 58.0 15.0 35.9 1. 95 ライニング付鋳鋼

三菱 SB 3 58.7 15.0 35.9 2. 15 ライニング付鋳鋼

丸山 2 3 96.0 23.2 34.45 0.3 ライニング付鋳鋼

丸山 3 3 21. 7 30.0 36.3 2.45 (ライニ y グ付アル
ニウム鋳物

三国 BGI01H 3 
16.65 

30.0 38.9 0.45 

谷藤 BC6 3 77.3 30.5 39.95 0.55 ライニング付鋳鋼

機 種
グフッチばね(コイル形)

Clutch spring 。首 考

Kinds of 同wM|oArZ| ￡gS| ふも Note brush cutter Nos. I mml mml mml coil 

ロピン S B21 2 1. 1 7.0 104.0 82 1ん プロッグ・シューホルダ形

井関 R200 l 1.0 4. 7 145.0 132 同 上

井I*J R70 2 1.4 7.6 22.2 7 1/2 同 上

三菱 SA 3 1.3 8.4 33.0 8 1/2 円板・シューホルダ形

三菱 SB 3 1.3 8.4 35.0 8 1/4 同 上

丸山 2 2 1.0 4.5 142.5 130 1ん プロッグ・シューホルダ形

丸山 3 3 1.0 5.9 35.2 13 3ん 円板・シューホルダ形

三国 BGI0IH l 0.8 4.0 190.0 183 1/2 ブロッグ・シューホノレダ背三

谷藤 BC6 2 1.2 5.0 169.0 108 1ん 同 上

注 チェンソーに装着されている遠心グラッチは，このうちのプロックシューホルダ形(ふつう形)が

ほとんどである.
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Load and elongation of clutch spring. 

このうち，刈払機に数多く採用されているグラッチシュー駆動形の遠心グラッチのおもな寸法のあらま

しとコイルばねの性状をしめせば Table 3, Fig. 10 のとおりである。

3.2.2. 遠心クラッチの計算式 (Fig. 11 ~15， Table 4) 

ごくふつうに係用されている遠心グラッチすなわちグラッチシュー駆動形の伝達トルグをもとめる式

は，一般につぎのようにあらわされる。

T=10-3μ .n.rDF …...・ H・--…………-- .・ H ・...........・ H ・.......・ H ・ H ・ H ・--……… '(1)

ことで， T: 伝達トルク mkg

n: グラッチシューの個数

F: グラッチシューの拡張力 kg

F=FD-Fns ………-- .・ H ・--……-- .・ H ・.....・ H ・-…………………………………(2)

μ: グラッチシューとドラムの摩擦係数

グp: グラッチドラムの内径mm

Fns: クラッチばねのシュー 1 個に作用する半径方向の張力 kg

Fo: グラッチシュー 11聞に作用する遠心力 kg

w{N12  27t' (ra+&d) E01 
9.8(ra+&d) 

円 W v2 
1' 0 一ーr 一一一
• V g (ra+4d) 

=一一空三一W(ra+&d)N2
9.8X900 
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ここで，

=1.115X 10-9 W(ra+ .dd)N2…...・H ・......・ H ・.....・ H・..…………...・ H・-・… (3)

グa: クラッチシュー童心半径 mm  W: グラッチシュー 1 個の重量 gr 

吋:クラッチシュー外径 mm  

.dd: グラッチシュー外周とクラッチドラム内面との間隙=rD-rs mm  

v: クラッチシューの店l速

N: 回転数 rpm

遠心グラッチが回転力の伝達をしはじめるときの回転数，すなわちクラ γ チシューがクラッチドラムと

接触しはじめるときの係合回転数 No は，次式からもとめることができる。

g: 霊カ加速度

Fo-Fns=O …………...・ H ・..…...・ H・..……………...・H・..……...・ H ・ H ・ H ・..… (4)

したがって， (2) , (3)カ、ら

No=J FM  . ...H ・ H ・・・・・ …・ ・・……・ …・ … .(5) 
v 1.115X10-9W(ra+LId) 

いま，グラッチシュー駆動形の遠心グラッチにも，前項でのベたようにし、ろし、ろな構造のものがあるの

で，これらにつし、て，とくにグラッチばねがクラッチシューにおよぼす張力の働かせ方について検討をく

わえ，ついで伝達トルクおよび伝達開始回転数などの計算式にも検討をくわえる。

a) 環状コイルばねを 1 木，まれに 2 木つかってし、るプロッグシューホルダ形のもの (Fig. 11) 

この場合，グラッチシューの数はふつう 2~6 個で，これを n とし，グラッチばねの数を m とすれば，

図からもわかるように ， Fns , Fos は次式であらわされる。

Fns=2 ・ FosCOS(90。一旦巴) ........................・ H・・…・…・・…・… (6)
、 n , 

ただし Fos: クラッチばねのもとの張力 kg

Fos=mk {2官(ro+ .dd)ー lo} ……-………...・H ・.....・ H・..……………………(7)

k: ばね定数 kg/mm

/
 /

 /
 J

 

ぺ

h
H
i

¥
 

¥
 

¥
 

Fig. 11 

fσ: 環状コイルばねを環状に装着した

ときの中心線半径 mm  

10 :環状コイルばねを装着してないと

き，すなオっち解JtJ: したときのもと

の長さ mm  

b) ひきょせコイルばねを 2 本つかっている

フーロックシューホルダ形のもの(Fig.12)

この場合，グラッチシューの数は 2 個にかぎ

られ， 1 対のシューの両端で， 1対のコイルば

ねがたがいにひきょせあっていることになり図

からわかるように ， Fns , Fos は次式であらわ

さ;j1，る。

Fns=2品目FoscOS(90。一号二)......(8)

Fos=2k .dd・.....・ H ・...・ H ・-…...・ H・..……(9)
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Fig. 13 

c) ひきょせコイノレばねを 3 本つかってし、るプロッグシューホルダ形のもの (Fig. 13) 

- 29 ー

この場合，グラッチシューの数は 3 個にかぎられ，前者と原理的:二はまったくおなじであるが，となり

あった 3 個のシューの端II~志を 3 か所でたがいにひきょせあっているもので，図からわかるように ， Fns , 

Fos は次式であらわされる。

Fns=2Fos cos 30 ・ =2Foscos( 90。ーユ型工}・・・・ ・… ・・・・ (10),-- 3 / 

Fos=2k L1d cos 300 ...・ H ・.....・ H ・......・ H ・... ・ 一 …………・・ ...・ H ・....………・凶

上述の a) ， b) , c) の 3 つのブロックシューホルダ形の場合の Fns をもとめる式は， (5), (7), (9) の各

式から，次式に統ーされることがわかる。

Fns=2Fos cos( 90。一一 180"_)・・・・・・…・・一…・ ・ ・・ ・・・ ・閥
、 H ノ

したがって，これら 3 つの場合の伝達トルグ T および係合回転数 No をまとめる式は， (1) , (4)の各式

から，

T円=司10-附0σ川-3

r... .....___..̂ _nTTTI" ， ._''\~TO n.-r' ___fnnﾐ 1800 
¥ =10-3 凶 rD¥ 1.115x 10-9 W(rG+ L1d)N2ー2FosC05190-77)-qa

川=jf'oscos(90 0一号二)
, 1.115x10-9W(rG+L1d) 

d) ひきょせコイルばねを 3 本つかっている円板シューホルダ形のもの (Fig. 14) 

この場合，グラッチシューの数が前者とおなじ 3 個であっても，それぞれのシューはL形で，その腕の

一端は回転自由なピボットで，シュ←ホルダの円板にとりつけられ，前者のように，それぞれのシューが

シューホルタ。に対してただコイルばねだけでおさえられているのとは原理的にことなるものである。
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Fe' 

F 

すなわち， Fig. 14 からわかるように，

テー ャー・7本
<...C園、，

F=Fa-Fns ・・......................................................................・・・・・・・・・間

F'a=Fa← 11 ー=.1. 115 X 10-9 WI(竺吐4d)N2h ..，・ a ・....… …・・…・・・ …聞
ISIμ 14 13Iμ 14 

Fns=Fos，一主一一…………...……….....・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..….....・ H ・ '''U7l
"" -~~ 13士μ ん

(+は駆動側からみて反時計方向，ーは時計方向)

Fos=k(l' -10) …..，・ H ・..……………...・ H・..………...・ H ・..…...・ H・..…………個

ただし， 11 : シューが rラムに接し，童心Bが B' に移動したとき，シューの支点Aからグラッチの軸

心0 と B' とをむすぶ線上におろした垂線の長さ mm 

ら:向上のとき， Cの移動点 C' と D とをむすぶ線上にAからおろした垂線の長さ mm 

ら:向上のとき E' と O とをむすぶ線上におろした垂線の長さ mm 

14 :向上のとき E' におけるドラム内面の接線上にAからおろした垂線の長さ mm 

[' :向上のときのクラッチばねの長さ mm 

なお，これら h，ら，ら，んはつぎの各式から計算するととができる。

11=L1sinE 

12=L2sin' 
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13=La sin η 

14=η+LOCOS(é+ β) 

C=COs-1 __!_2+L22-d2 
=cos 

2l'L2 

é=COS-1_iグ。+Ad)2+L1-L02=cos 
2(ra+Ad)L1 

唱 L32+r2D-L02
η=cos • 2LsrD 

1'=も/L22+d2ー2L2d cos ム

山=店+15

a:; =β-y 

I5=COS-1__tt:2+L22_/2 =cos 
2dL2 

β L02+L22ー (ra+ Ad)2
=COS-1 下一一一一一一

2LoLl 

y=CO恒一1 Lo2+L12-ra2 

2LoL1 

したがって，伝達トルク T および係合回転数 No は，

T=10-s μ .n.r j Fa-.--lL一一Fosーム-.1
「 叫 ん士μ ん ~~ Is::!:μ ん J

R.. . •• • _ f 1. 115 X 10-9 W(ra+ Ad)N2/1 r;' _ _ 12 ¥ =10-"μ ・時・ Y r.1 ~...L.L'_'''''''.LV ., ¥'U" I -.，.，/....~ "'1. Fos-:.一一一ート

「叫 ん士μ ん 一 13士μ 14 I 

I ~-Fos 
1Vo='\j噌 日，，~唱 A!"FH庁，.，. _1 AA ……・・・...・ H・..…-…-……・H ・ H・..……側
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このめの場合の N。の計算式 (20) は，近似的には a) ， b) , C) の場合の計算式 (14) をつかって

さしっかえないようである。

なんとなれば，

Z>90。のとき Y+Z=180。

Z亘90。のとき Y=Z

の条件が成立すれば，」し=2cos 叩。となり， (14) 式をそのままっかうことができる。
ι1 

Z>90 0 のとき Y=(180 0-Z)士d

Z三90 0 のとき Y=Z::!:A

とすれば， No の近似計算式として (14) 式をつかった場合の誤差 E(N引は，

E【NO)=ÝcosA土sin A cos(1800-Z) -1 

あるいは ﾝ cos A::!:sin A cot Z-1……一 …….....・ H ・..…... …・ ……-・…・・...・H ・ H ・ H ・ ...ω

Fig. 15 は ， E(NO) と d との関係をしめす。

いま，刈払機に実際にっかわれている遠心グラッチについて，この E(N引を計算してみると ， Z または

180.-Z の値は， 70~80 ・ ， A の値は 0~::!:5。程度の範囲にあるから ， E(NO) は士2% よりおおきくなる

ととはないとおもわれる (Table 4 )0 
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Table 4. Eぽ引の実例

Exampple of E(NO) ・

点誌でJEI 三菱 SAI 三ふj 丸山 3
Z 103015'1 105011'1 104033' 

1800-Z  1 76045'1 74049'1 75027' 

L1 1 - 4039'1 + 3030'1 + 1 016' 

E(NO) 1 ー 0.0111 + 0.0071 + 0.002 

3.2.3. 遠IL.、クラッチの計算図表

(Fig. 16-a~e) 

作製した計算図表による伝達トルク T および

係合回転数 NO のもとめ方は:前項 a) ， b) , c) 

の場合

1) Fig. 16-a より Fσ をもとめる。

2) Fig. 16-b より FRS をもとめる。

3) F=Fn-FRs より F をしり， Fig. 16-c 

より T がもとめられる。

4) Fig. 16-d より N。がもとめられる r

FRs = 2Fos ・ COS(90'-~') 
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前項 d) の場合

1) Fig. 16-a より Fo をもとめる。

2) 1'3=13土μ んよりんをしり ， Fig16-e より F'o， .l，_Ci" RS をもとめる。

3) F=F'o-F'ns より F をしり， Fig. 16-c より T がもとめられる。

4) Fig. 16-d より No がもとめられる。

3.3. 長軸部

3.3.1. 長軸部の構造 (Fig. 17-a~h) 

伝動長iliw，同軸受，長軸ケ{ス，スイベル機構などからなる。

イ云動長'l'lhは，外径 8~12mm. 長さ 1213~1390mm の中笑丸車Ih (井関 70 ， 200; イリノ S 1, S 2 , 

S 3; ロピン NB11 ， SB20; 池上 BC20; 三菱 SA ， SB; 日刈 F 2) か中空丸軸(丸山 2 ， 3; 島林

HTT , HTK; 三匡1 BG101H; 谷藤 BC6) からなり，炭素鋼，グロームモリブデン鋼がつかわれて

いる。中間軸受は，ほとんどのものが 3 個装着していて，まれに 2 個(島林HTT ， HTK) のものがあ

り，まったくないもの(谷藤 BC6) もある。 このijilh受はほとんどのものが銅系含油焼結合金で，ほかに，

ニードルベアリング(井関 R70， R200)，ボールベアリング(池上B C20) を係用しているものが， 1r、ず

れも防振，給計11などにくふうをこらしている (Fig. 17-a, c)。長軸の両端すなわち遠心グラッチおよび

Fig. 17-a IKEGAMI GM5T 2 個(+両端各 1 個)

Fig. 17-b IRINO S 3 (3 個)

手台5宙手し

F量級官1- 宮古ヨf笛(~J~j主ヒ三一dレヲ，ι入〕

一←参 一一一当・

Fig. 17-c ISEKI R70, R200 (2 個)

頚部かさ歯車との連結は，遠心

グラッチドラムとはねじ込みに

しているものがもっとも多く，

(イリノ S l， S2 , S3; 丸

山 2 ， 3; 三菱 SB; 三国 BG

101H; 谷藤 BC6) ついでキー

とナットをつかった結合(ロピ

ン NB 11, SB 21; 島林HTT;

池上 BC20) などがあり，これ

らは温度上昇にともなう長勅の

伸びは頭部がわで逃げることが

できるようにしてし、るが，四角

形スプライシのもの(井関 R200，

日刈 F 2) は遠心クラッチがわ

でも長軸の伸びを逃げることが

できるようになっている。頚部

かさ歯車との連結は，ほとんど

のものが上述の伸びに対して逃

げられるように，二面面取筒形，

四角，六角，十溝などの形のい

わゆるスプラインおよびその変

形を利用した結合の仕方を採用
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してし、るが，なかにはj容 J妄固着して

いるもの(イリノ S 1 ，三菱 SA)が

ある。

長軸ケースは，外径26~36mm，

厚さ1. 5~3. Omm , 長さ1， 200~ 

1, 390mm のおもに商力アルミニウ

ム合金製の管が採用されている。長

軸ケースの遠心グラッチとの連結部

には，いずれの機種でもスイベル機

構をもたせてある。これは，肩から

つりさげたエシジンの姿勢が，刈払

い使用時に長車IUケースが左右に多少

回転しでも，それにつれてエンジン

が左右に傾き，燃料の供給が停止す

るようなことがないようにくふうさ

れたもので，迷心グラッチケースか

あるいはスイベル車111受の部分に，長

軸ケースが遠心グラッチケースに対

して回転自由であっても，それから

脱落することがなし、ようになってい

ることはいうまでもなし、。スイベル

軸受には，長甲111ケースそのままをつ

かうか鋳鋼，砲金あるいはゴムを採

用しているものがある。なお，この

スイベルをロッグして任意に回定す

ることのできるもの(イリノ S l，

S 2 , S 3; 丸山 2 ， 3; ロピン

NBll , SBll; 三菱 SA， SB) とで

きないもの(井関 R70， R200;共栄

GMST; 島林HTT ， HTK; 池上

BC20; 三国 BC 101H; 谷藤 BC6 ; 

日メI] F 2) と bZある。
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内W
Fig. 17-d MARUYAMA 3 (3 佃)

広..ピZ

Fig. 17-e SHIMABA YASHI (2 個)

'}Iν" ，'レ7~
(7 レ fヨウム) 3由 òíl!

Fig. 17-f ROBIN SB21 (3 í岡)

メ }Iレネル1'- (7'吋ーウ心

壁お
Fig. 17-g 

Fig. 17-h 

なおこの長WIIJ部には，その中央付近に，すべての機種が，左右ふりまわし用のハンドノレをとりつけてい

る。このハンドルは，操縦者の1本格に応じて長軸上中央付近の任意の箇所にセットできるようになってい

るが，左右の開き具合をわずか調節することはできても，大きく調節できるように考慮しであるものは少

ない(三菱 S A , S B) 。 もっとも前後方向の取付位置の調節もできないものもある(島林HTT ， HT  

K) が，このハγ ドノレは，多くのものがし、わゆる逆八の字形の単純な形であるのに対して，ハンドノレ握部
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と長軸の両端とを述結したノミイプ製特殊フレーム状をなし，刈払い時の衝撃に対して長車dl背[1の曲がりを軽

減しうるように配慮したものでもある。ハンドルの材質は耐食あるいは高カアルミニウム合金のものが多

い(井関R70 ， R200; イリノ S l， S2 ， S3; 共栄GM5T; 丸山 2 ， 3; 島林HTT ， HTK; ロピ

ンNB1L S B21; 三国 B G101H) が，刈払い時の急激な衝撃にも耐えるようにクロームめっきした炭

素鋼管を採用しているものもかなりある(イリノ S l， S2; 池上 BC20; 三菱 SA， SB; 谷藤 BC6 ; 

日刈 F 2)。ハンドルの外径はいずれの材質で、も 22mmのものが多いが， ほかに14， 16, 19mmなども採

用されている。このほか長恥11部の遠心グラッチがわあるし、は遠心クラッチケース上に，肩掛けノミンド取付

金具がすべての機種にとりつけられていることはいうまでもない。

3.3.2. 長車曲目の山げ剛性 (Table 5, Fig. 18 , 19-a, b , c) 

長軸の先端につけた刈払忍を，長車111の根元寄りの部分を支点として，ハンドル取付点で-左右にふりまわ

し，低木や下木などかなりの直径の樹木を，きわめて衝撃的に刈払い鋸断するというような，大変乱暴な

つかし、方をする機械で、あるから，設計や使用の面からは，この長車曲部の曲げ剛性をしばしば問題としてき

たものである。もっとも，この長軸部については，このような衝撃荷重をうけたときの曲げに耐えるとい

うことのほかに， 1mあまりも長さのある大変細くてしかも長し庫111に，回転中にひきおこされがちな援み

振動を軽減するためには，この長紬の仕上げをできるかぎり通直にする必要があること，さらに隣接する

頭部とともに，動力伝述の役割上基本となることがらでもある摩擦抵抗をできるかぎり少なくするように

つくる必要があること，っし、でし、うまでもなく軽量につくらなければならなし、ことなど，一見してきわめ

て単純な構造をした部材であるとはいいながら，これらの諸点について，製作上，いずれの機種も相当周

到な注意をはらって製品化されているものである。

そこで，数穫の機種の長ijill!部について，装備状態，中間軸受をのぞいた状態，長軸ケースのみの状態な

どについて，実用に近し、支問l長として，長車Ih部の一端を|古l定，他端を自由として静荷重を加え，カセトメ

ータにより撲みを測定して荷重一撰み曲線を求めてみた (Fig. 19-a, b , c) 。 この荷重一撰み曲線から

推定した装備状態での排気容量 50cc グラスの機種(長耐11ケース外径 25.5~36mm，厚さ 2~2.5mm ，

機 事長

Kinds of 

brush cutter 

戸ピン S B21 

井関 R200

日 メリ F2 

谷藤 BC6

三国 BG101H

丸山 2

11 3 

マッカラ 35A 

Table 5. 長 i[ill!部の寸法と曲げヤング

Dimensions and bending Y oung's modulus of long shaft & long 

長 Qilll 
Long shaft case Long shaft 

外径内径断面積断面二次 外径 断面二次
モーメント

内径 断面積 モーメント

Outer Inner Section Second Outer Inner Section Second 

dia. dia. area 
moment of 

dia. dia. area 
moment of 

area area 
ロ1m m m2 cm岳 mm  ロ1m mm2 cm4 

36 32 229.3 12.0 l 十1実 113.09 0.1018 

35 32 157.87 2.219 I 10.0 中笑 78.54 0.0491 

32 27 231. 69 2.529 12.0 9.2 46.62 0.0666 

28 23 10.0 1:['実 78.54 0.0491 

28 22 235.62 1. 8674 15.5 11. 0 93.65 0.2115 

21. 5 147.66 1. 026i 15.0 l し O 81. 68 0.1767 

32. 28. 7 12.0 9.0 49.48 0.06959 

25. 21. 5 144.5t! 0.9547 12.0 9.0 49.48 0.06959 

31. 2.2701 19. 1 17. 1 56.863 0.235ヲ
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長軸外径，中実 10~1201O1，中空 12~15.501O1，厚さ1. 5~2. 250101) の支間長 8000101 での弾性限界

荷重は 11~27kg，同擦み 17~4101m 程度で，かなりの範囲にわたっていることがしられる。

また中間軸受のある長~ilh部を，中間軸受をのぞいた場合と比較してみると弾性限界荷重において数%は

大きくなっていることがわかった。すなわち，長車111部に中間申111受をもたせるととは，曲げ剛性の点、で、はフ。

ラスになるということができる。

いま，長車曲部を情成している長車111ケースおよび長軸は，それぞれアルミニウム合金および鋼のようにち

がった材料でつくられているから，厳密にはそれぞれの断面二次モーメント ι I2 および鋒性曲げモー

メント El' E2 をもとめることができるが，実用上これら両者を一括し，中間車dl受のあるものあるいはな

いものなど装備状態での総合弾性曲げモーメント E をかりに計算してみると， Table 5 のような値とな

る。なお弾性限界荷重からそれが長軸部に与える曲げモーメシトを計算してみると，上述の排気容量 50cc

グラスの機種で支問 80001m の場合， 13. 6~24 mkg 程度となる。

このほか，長iji i!1を電動機および増速装置をつかって 7， 400rpm 前後に空回転させた場合 (Fig. 18) の

なかば動的な状態についての長納部の荷重一撰み曲線をもとめ，前述のようなまったく純静的な場合との

比較をしてみたが，カセトメータによる読みでは，その差をほとんどみとめることができなかった。すな

わち，長軸の回転の有無にかかわらずに長軸部の静的曲げの問題をかんがえておし、てさしっかえないよう

である。

以上，現用の刈払機にとりつけられている長馳部に与えうる静的曲げモーメントの弾性限度は，排気容

量 50cc クラスのもので，おおよそ 15mkg 前後となる。したがって，草やササなど比較的鋸断抵抗の小

さいものに対しては，長'Iillほ1日のふりまわし方を相当はやくしても，長軸部に弾性限度以上の衝撃荷重がか

かることは少ないようにおもわれる

が，低木や下水などの銀断抵抗の大

きいものに対しては，長村l部のふり

まわし方をあまりはやくすると，長

係数

shaft case. 

合成
曲げヤング
係数 h

H
 

f
 
{
 

考
Composite 
bending 1 N ote 
Young's 
modulus 

kgfcm2 

.1. 1 W・ [3
0.594 x 106 1 入=ー・一一一一一一一一

1" 3 E(h+ん)
0.547 x 1061 ただし入:撰み
O. 558 x 1061 U: :荷重

I l :支間
0.596X1061 =8000101 

0.611X106 1 中間軸受なし

O. 724X 106 

0.572 X 106 

0.57 X 106 

0.64 X 106 

1. 電動機 Electric O1otor 

2. 増速装置 Multiplying gear 

3. ベルト車 Belt pulley 

4. C形グランプ C type clamp 

5. 刈払機長車Ib Long shaft of brush cutter 

6. 支点 Supporting point 

7. 重錘 Weight

Fig. 18 長車lli の曲げ言内・験
Bending test of long shaft, survey巴d by 

cathetometer. 
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甘 25
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~ 

荷 2Ç

重
15 

10 

10 
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20 30 

機み Defleclion

宅p"
a。会

... '1- _ ... ~\..; .‘c. ......lト

/ 

40 50 60 mm 

Fig. 19-a 長軸部の荷重一擦み曲線
Load-deflection curve of long shaft and long shaft case at near actual span length. 

k9. 

35トー一- Sp.n 1.ザh 855 """ 

30 

25 

言
20 

荷

量 15

10 

do BOO mm 

10 20 .30 百 σ60，""，

有i!: ﾖI<. Defiedion 

Fig. 19-b Do. (ISEKI R 200) 

kg 

35t =_ Spo.，，;引 855mm
do 80Qmnl 

30 

25 

] 
荷20

重
15 

10 

5 

MF E 

10 20 30 40 50 SOntltl 
型軽 �r.. Deflection. 

Fig. 19-c Do. (TANIFU]I B 6) 
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車lli部に弾性限度以上の衝撃荷E在がかかり，長納部に永久歪をあたえるか，ときには破壊につながる損傷を

あたえることにもなる。つまり刈払いの対象が草，ササ，低木，下木であるかによって，刈払機長車111部の

刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内)

ふりまわし速度の遅速を調節したっかい方をすることが大切である。

昔日 (Fig. 20-a~o， Table 6) 頚3.4. 

長ililhの先端で，動力の伝達方向をかえる目的でとりつけられているが，その伝達方向偏侍角が一定の角

任意の角度 (66~2280) にかえるこ

とのできるもの(可動形)とがある。

度 (120 0 ， 125 0 , 130。がふつう)に固定されたもの(固定形)と，

悶定形はいずれも 1 対のかさ歯車を組み合わせ，

同4札

とくに IJ夏可動形は同形の 1 対のかさ歯車の中聞に，

背に，すなわち背中合わせに同歯数のかさ歯車を組

み合わせた 2 個 1組の中間かさ歯車および同iplHが前

者よりも余分にもたせられているもので，この中間

かさ歯車とその両側の各かさ歯車とのili曲角を，中間

かさ歯車輸のしめつけナットをゆるめることによ

り，任意に変更することができるものである(イ

SB …...Fig. S 3; 三菱 SA ，S 2 , リ/ S 1 , 

20-m, n)。

固定形にはピニオンすなわち駆動がわのかさ歯車

に対して，ギヤすなわち被動がわのかさ歯車が上方

にあるもの，つまり駆動制!と被動車Ihの回転方向が反

刈になるものと，駆動がわのかさ歯車の下方に被動

がわのかさ歯車があるもの，つまり駆動中111 と被動車111

の回転方向が同ーのもの(谷藤B C 6) とがあり，

NIKKARI F2, 120 。Fig. 20-a 

長軸 Long shaft 

スフ・ライン Spline

長車由ケース取付部 Long shaft case connecter 

歯車箱 Gear case 

車Ih受 Bearing

かさ歯車 Bevel gear(pinion) 

ナット Nut

かさ歯車 Bev巴1 gear 

被動車由 Driven shaft 

軸受 Bearing

オイルシーノレ Oil sheel 

フランジ Flange

フランジ Flange

ボルト Bolt

刈払笈 circular saw 

①
②
③
④
⑤
③
⑦
③
①
⑩
@
⑫
⑮
⑧
⑥
 

ISEKI R70, R200, 130 ロ

め
Y
1
i
l
-
­

⑧
γ
l
 

②
 

Fig. 20-b 

q 

ROBIN NBll 

Fig. 20 頭部および刈払忍部

Neck and cutter. 

Fig. 20-c 
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ほとんどの機積が前者を採用している。可動形は駆動がわかさ歯車の側方に 2 側 1 組の中間かさ歯車がは

かり，その下方に被w;)がわかさ歯車がとりつけられるから，駆動車Ih と被動軸の回転方向は同ーとなる。

ひろく採用されている固定形で回転方向反対となるものの顎部歯車箱のかたちは，上述の 3 者のうちで

は，比較的コンパタ卜につくることができるが 1 対のかさ歯車および同軸の組立ての仕方から，多少機

種によっていろいろちがったくふうがはかられている。すなわち，被動!ll111先端がわ(刈払笈とりつけが

Fig. 20-d MARUYAMA 2, 120" Fig. 20-e MARUYAMA 3, 120" 

Fig. 20-f IKEGAMI BC20 Fig. 20-g ROBIN SB21 , 120" 

Fig. 20-h IKEGAMI PM50 Fig. 20-i MIKUNI BH101H 125 ・
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わ)の蓋だけがとりはずしできてほかは一体構造となっているもの(日刈 F2 ;井関R70 , R200......Fig. 

20-a, b)，被動'Iilll先端がわの蓋および駆動車Ib ・長車111ケースとりつけがわの円筒部をとりはずすことがで

き， ほかは一体となってし、るもの(ロビン NBn; 丸山 2 ， 3 ……Fig. 20-c, d , e)，被動車Ihのかさ歯

車の頭部の蓋がとりはずしできて， さらに被動制lの刈払双がわの蓋もとりはずしできる(池上 BC20……

Fig. 20-f) か， 駆部1J'l! lh ・長申111 ケースとりつけがわの円筒部をとりはずすことができる(ロピン SB21'"

Fig. 20ー1 T ANIFU Jl BC 6, 1200 

Fig. 20-n IRINO 1, 660~228 。

MITSUBISHI SA 

Fig.20-k SHIMABAYASHI HTK, 1200 

14' (15 

Fig.20一m IRINO 2, 660~2280 
MITSUBISHI SB 

Fig. 20-0 McCULLOCH 35A, 1250 
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Teble 6. かさ歯車の寸法概要

一一一一一一一一 捕 時 1 ....J..I-EJEI R 70 I -'~ .1."" _... .1....... 1-Fr'1 n r-'I"¥.TTI 一一一\竺 種 |井関 R2~O I 丸山 3 I 丸山 2 I三国 BGlO lHI 谷藤 BC6
1f'r.;=I".L 1 .J，..I.:s:.J..品 n" ____________ 10百ア Follo-IDri- F司日:1町 Follo-IDri- Follo-IDriアマ司F
駆動と被動の JJIJ ________ I Lji~:~~ .L- ~::~JLJJ_~:~~ .1-' ~::~JLJJ. .. :~V .1--~::~.~r_'.L .. :OV _L-~:;:vl 
w←山}町一一ぜ------、 ver werl ver wen ver werl ver werl v巴r w巴r

l 歯車の歯数 Nos. of g即 teeth ZI 17 20 I 14 27 I 14 21 I 20 20 I 18 18 
1. 954 

(D P=13) 
20 。

2 モジュール Module

3 圧力角 Pressure angle 

4 有効歯たけ Working depth 

5 全歯たけ Whole depth 

6 両軸聞の角度Axis angle 

7 歯幅 Face width 

B ピッチ円直径 Pitch dia. 

9 ピッチ円すい角 Pitch angle 

10 円ピッチ Circular pitch 

11 円すい距離 Cone distance 

12 歯末のたけ Addendum

13 歯元のたけ Deddendum

押Z 2.0 

出 200 

he 3.4 

h 3.78 

z 500 

b 9.7 

dl 34 40 

�!22050' 27010' 

t 6.28 

R 36.5 

hkl 1. 92 1. 48 

hr 1. 86 2.30 

1. 25 2.25 

20 。 200 

2. 13 3.83 

2.35 4.25 

60 。 60 。

10.0 13.0 

17.5 33.7 31.5 47.3 

210 39 。 23025' 36035' 

3.93 7.06 

29.3 39.8 

1.42 0.71 2.40 1. 43 

0.93 1. 64 1. 85 2.82 

14 頂げき Clearance c: o. 38 1 O. 23 1 O. 42 

15 歯元角 Deddendum angl巴 8rl2056' 3035'1 1049' 3013'12039' 4004' 

16 歯先円すい角 Face angle lh,!26 0 25' 30006'124013' 40049'127029' 39009' 

17 歯底円すい角 Root angle �l19054' 23035'119011' 35047'121011' 32031' 

18 歯先円直径 Tip dia. dk137.53 42.64 123.14 27.99 135.90 49.59 
19 ピッチ円すい頂点から外端歯先ま I 

での距り 119.26 16.32 1 9.75 18.01 114.80 22.80 
Pitch ap巴x to crown xl 1 

1.5 

20。

2.55 3.25 

2.83 3.69 

550 120 。

12.0 6.0 

30 35.2 

27030' 60000' 

4.72 6.14 

32.5 20.3 

1. 28 1. 66 

1. 56 2.08 

0.28 0.37 

2045' 5045' 

30015' 65045' 

24045' 54015' 

32.26 36.86 

14.41 16. 16 

20 ねじれ角 Helix angle BI 左0 右o 1左35 0 右35 0 1左35 0 右35 0 1左35。右35 0 1右25。左25 。
l ゼロール

備考 ギヤ1&~ hf2=h-hk2 14. ピッチ円すい頂点から外tiIi歯

1 ・ 概=~o主制=~ he2=h-hk1 先までの距離
Z1 Z2 

2. he=I.7m 
9. 頂げき c=h-he ギヤ側 XE=iL-hkzsirlB2

2 

3. h=1. 889m 
10. 歯元角

ピニオシ側

4. tan ﾔ1 sin :2: ギヤ側 8r2=tan-1争
Xi=iL-hKISins1 

cos:2: +三し ピニオン側 en=tan-1与
2 

Zl 
15. 軸角 Z ねじれ角 β

tan a2 
sin :2: 

11. 歯先円すい角 歯幅 b
cos:2: + ~ 

Z2 ギヤ側 Ôk2=Ô2+e11 歯数 Z

5. R d2 ピニオン1ftIJ ﾔkl=ﾔ1+0r2 については実測値を示した。
2 s匤 ﾔ2 

12. 歯底円すい角 16. 圧力角 a
6. t=7r: m 

7. 歯末のたけ
ギヤ側 Ôr2=Õ2-8'2 歯先の歯厚 Tt' (付図参照)

ギヤ側 hk3 =0.46m
ピニオン側 Õ"1=Õ1-8h を実測

13. 歯先円直径 出n=90。ーら(or 01) 

+0 却m(号r ギヤ伺IJ dk2=d2+2h匂 cos 0 RJJ dk2(or d，λ1) /2 

ピニオンi則 hk2 =he-h匂 ピニオン側
sln 出n

Rp d1(or d2)/2 
8. 歯元のたけ dk1 = d1 + 2hk1 COS 01 sinan 
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Dimension of bevel gear. 

三菱 SB 三菱 SA 脚山|「書-ver B帥Dri- Follo-Dri- Follo・ Dri- Follo・ Follo-
ver wer ver wer ver 可'1en ver wer 

14 25 17 30 16 16 

1. 25 1.5 2.0 

20 。 17030' 20。

2. 13 2.55 3.4 

2.35 2.82 3.76 

90 。 90 。 60 。

8.0 10.0 10.0 

17.5 31.3 25.5 45.0 32.0 

29015' 60045' 300 60 。 30 。

3.93 4.71 6.28 

17.9 26.0 32.0 

1. 40 0.73 1. 67 0.88 1. 70 

0.95 1. 62 1. 15 1. 94 2.06 

0.23 0.25 0.36 

3003' 5010' 2031' 4016' 3041' 

34025' 63048' 34016' 62031' 

26012' 55035' 27029' 55044' 

20.17 31.93 28.39 45.88 

14.97 16.87 21. 66 24.74 

右25。左25 。 右25。左25 0

_ RpCOS� 
COSιt ~一一一一-;芯ーー→ー一一

I定J)

Tt=2RD( ~~ 
¥ 2Rp 

33041' 

26019' 

34.94 

14.53 

左35。右35 0

より計算， T，〆とれの差の

小さいi直を与える áO を見い

出し，さらに念のため切下げ

を生じないかどうかを「圧力

角を歯数比の選択表J と対比

して計算値による圧力角 aが

適当か否かをチェッグした。

17. ここでは本邦で多く使われて

いるグリーソン方式で計算を

試みた。

14 21 

2.25 

20。

3.83 

4.25 

600 

13 

31.5 47.3 

23025' 36035' 

7.06 

39.8 

2.4 1. 43 

1. 85 2.82 

0.42 

I_~:~=: _~ :~~: 
27029' 39009' 

21011' 32031' 

35.9049.59 

14.8022.80 

左35。右35 0

ロビン SB21 池上 PM50 ロピン NBll マツカラ35A

Dri- Follo-Dri- Follo・ Dri- Follo-Dri- Follo・
ver wer V巴r wer ver wer ver w巴r

18 23 
1. 69 

1. 75 1. 75 1. 0 
(D. P=15) 

17030' 200 200 17030' 

2.87 2.98 2.98 1.70 

3.18 3.29 3.29 1.888 

60。 60 。 600 55 。

8.0 9.6 8.0 10.5 

30.4 38.9 24.5 36.8 31. 5 17 29 

26000' 34000' …35'1 
30 。 19045' 35015' 

5.32 5.5 5.5 3. 14 

34.7 30.9 31. 5 25. 1 

1. 69 1. 18' 1.87 1. 11 1. 49 1. 106 0.594 

1. 49 1. 99 1. 42 2. 18 1. 80 0.782 1.294 

0.31 0.32 0.32 0.188 

2028' 3018' 2039' 4003' 3017' 1047' 2057' 

29018' 36028' 27028' 40038' 33017' 22042' 37002' 

23032' 30042' 20046' 32032' 26043' 17053' 32018' 

33.4440.86 27.9338.53 34.43 19.0829.97 

18.71 14.54 11.5117.71 15.00 14.13 8. 16 

左35。右35 。 左35。右35 。 左35。右35 。 左0 0 右0 。

ゼロール

かさ歯車の寸法概要

Dimension of bevel gear. 
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…Fig. 20-g) か，被動車111の刈払現がわおよび駆動'Iilb ・長~illlケースとりつけがわの両者をとりはずすこと

ができる(池上 PM50……Fig. 20-h) ものがあるが，さらに，被動車Ihのかさ歯車の頭部をとりはずしで

きるだけでほかはすべて一体となってし、るもの(三国 BG101H ・ H ・ ..Fig. 20一りがあり，この最後者は，

1 対のそれぞれのかさ歯車の外径をとくに小さく設計して，歯車京Îîの被動あるいは駆動がわをとくにとり

はずさなくても，この箱内へ歯車・市1M受などを装着できるようにしてあるものである。これらの頚部歯車

箱はいずれもアルミニウム合金銭物がつかわれてし、るが，これらとおなじ IliliU杉でありながら，顎部歯車

箱を鋼板を溶後してまったくとりはずしできないようにつくられた珍しか構造のものもある(鳥林HTT ，

HTK…..Fig. 20-j, k) 。

悶定形で回転方向同ーのものの顎許11前革新は，いわゆる「く」の字形のかたちとなり，前者ほどにコシ

パグトに製作するのがむずかしし、が，この場介は，駅開Jおよび被動中111の両!tII]の蓋をとりはずしできるよう

にしてある(谷膝BC6 ……Fig. 20-1) 。

可動形のものも，側面からみると前者 I"J様「く」の字Jr~のかたちだが，この場介は駆動および被動両i]!lb

は同定形のようにまじわらずに平行しているから，顎骨11歯車絡も rl"聞かさ l宮市の部分で左右に 2 分される

ことになる。

かさ歯車は， ほとんどの機種がまがりばかさ歯車で，まれにゼロールJかさ向車(井関 R70， R200) が

つかわれている。減速比は， σ=1 のもの(ロピン NBll，島林HTT ， HTK，谷藤 BC6 ，三国 BG

101H，イリノ S l， S2 , S3; 三菱 S A , S B) ， σ<1 のもの(井関 R70; 共栄MG5T; 丸山 2 ， 3; 

池上BC20; ロビン S B21; 井関 R20; 日メIJF 2) があり，減速してし、るものは O. 67~0. 85 の範囲にあ

る。これらのかさ歯車のおもなものにつかて推定した寸法の概要は Tab1e 6 のとおりである。

ililM受は，固定形の回転方向反対のものでは，被動がわのかさ歯車の両側にボールベアリング1{閉ずつ計

2 !聞をもたせであるのがふつうであるが，駆動がわはかさ歯車の根告11にボールベアリシグ 1 個(ロピン

NBll , SB21; 三国 BG101H..・・・ただしスラスト)，ポールベアリング 211司(丸ILJ 1 , 2 , 3; !向林HT

T , HTK; 池上 BC20)，ニードルベアリング 2 個(井関 R70， R200)，面ilirtl受(日メ!J F 2) などがある

ものにわかれる。可動形のものでは，中聞かさ歯車を自由回転できるようにしておかなければならないか

ら，中聞かさ前車自体にポールベアリングを一体としてはめこんであるが，このほか駆動中111がわはボール

ベアリング 2 例，被動市Ih沿わはかさ歯車の刈払忍とりつけがわにボールベアリシグ 111司をもたせである。

もっとも同定形の回転方向反対のもので，被動がわのかさ歯車の両側にボールベアリングおよびニードル

ベアリング各 111町ずっすl' 2 f匝|もたせられ，駆動がわのかさ歯車もその両fl1IJにポールベアリングおよびニー

ドルベアリング各 1 個ずつ計 2 個もたせられ， 1 対のかさ I'l<i車の両方ともが片持ちにならなし、ように複数

の軸受で支持されてし、るものもある(マッカラ35A......Fig. 20-0) ことは，それがほかの機種にくらべ

ても頚部歯車箱の形状をとくに複雑化させずに，そのような設計上の配慮をしている点に，心憎さがうか

がわれる。

歯車軸とかさ歯車の結合の仕方は，可動形の中間かさ歯車をのぞけばすべてのものが固着されているが，

分解組立のしやすさを考慮して，スプライン，キーのし、ずれか(まれにピシ……ロピン SB21一被動がわ)

をつかった結令方式を係用しているか，駆動取11がわのものを削り出しして一体としてしまってし、るもの

(日刈 F 2; 池上 PM 50)，駆動車111および被動納の両側のかさ歯車および同軸が一体化しでつくられてい

るもの(三菱 SB; マッカラ35A) がある。
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なおいずれの機陀の頚部歯車箱も，内部のかさ歯車の回転が相当高速となり，かなりの熱を発生しがち

だから潤滑油の注入交換に注意がはらわれていて，とくに泊もれのないように設計されているが，潤滑油

にはグリースを採用しているものの方が多いが，モラプオイルなどを注入しているものもある(井関70 ，

200; 池上 BC20; 谷膝 BC6 ;日刈 F 2; マッカラ 35A)。

3.5. 刈払刃昔日 (Fig. 20-a~0) 

顎部被動車由すなわち刈Jム克日illlの頚部歯車箱よりっきでた申Ih端部において， 2 枚 1組のフランジで刈払双

を圧着し，軸端末にきられたねじを利用して，ナットあるし、はボルトで，刈払双および刈払双車18 :を間着で、

きる構造となっていることは，いずれの機種にも共通である。近年，刈払葱をすべての機種に共通してつ

かえるようにする，すなわち互換性をもたせることから，このとりつけ部分の寸法(刈払双中心穴径と刈

払双軸径あるかは内側フランジボス径一…後述……の寸法) を 1in ミ 25.4mm に統一しようという機

運があり，林業用刈払機として製作されている機種では，刈払双すなわち丸鋸に対する使用者側の取捨選

択を容易にするために，この寸法を採用してきているものが多い。

刈払双をフランジを介してボルトで圧着するもの(日メIJF 2; 丸山 2 ， 3; 池上 BC20 ， PM50; 井関

R70, 200......Fig. 20-a, b , d , e , f , h) は，刈払刃車111端末の円筒内面にねじが切ってあり，ナットで

圧着するもの(ロビン NBll ， SB21; 島林 HTT ， HTK; 谷藤 BC6 ;三国 BG101H; 三菱 SA ，

SB; イリノ S 1， 2 , 3; マッカラ35A ・ H ・ ..Fig. 20-c, g , i , j , k , 1, m , n , 0) は，刈払忍軸端末

の円筒外面にねじが切ってあることはいうまでもなし、。いずれにしても，メIJ払双と内外両側 1 対・のフラン

ジとはそれらのIY:出iによる接触摩擦によって一体となって回転できるわけであるが，このうち内外両側の

フランジと刈払忍ilillt とは， スプライシ(日刈 F 2 ，井関 R70， R200; 丸山 2 ， 3; 池上 BC20) で結合

されるもの，内側のフランジ(谷藤 BC6 ;三菱 SA ， SB; イリノ S 1， S2 , S3) と刈払五Hilb ある

いは内外両側のフランジ(三国 BGIOIH ， マッカラ 35A) と刈払忍車111 とは植込キーで結合されるもの，

内外両側のフランジともに刈払笈軸の段付軸側面に対する圧着による面摩擦のみで結合されるもの(戸ピ

ン SB21， NBl1;島林HTT ， HTK) , 内側のフランジと刈払双紬とは丸鋼からけずり出してはじめ

から一体につくられているもの(池上PM 50) など，刈払双軸とフランジとの結合方式は機種によってい

ろいろの方式が採用されている。

刈払忍とりつけ部分は，内側フランジの内面にわずかに突き出たボスをもたせ，このボス外径を刈払忍

中心穴径にあわせてはめこむことができるようにし(日刈 F 2; ロピン NBl1， SB21; 丸山 2 ， 3; 池上

BC20, PM50; 三国 BG101H; 谷藤 BC6 ;三菱 SA ‘ S B; イリノ Sl ， S2 , S3; マッカラ35A) ，

内面が凹んだ外側フランジで圧着できるようにしたもの，メIJ払夜中心穴径と内側フランジ穴径とが同径で

刈払忍段付事由にはめとまれ(島林HTT ， HTK) , 内面が凹んだ外側フランジで圧着できるようにしで

あるか，刈払忍中心穴径と内外両側のフランジ穴径のし、ずれもが，同径で刈払忍軸にはめこまれ(井関R

70 , R200) 圧着できるものなどがある。

この刈払双部の内側フランジと頚部歯車箱との問げきはふつうごくわずかであるが，雑草やつる草の細

い茎や葉がからみつきやすく，刈払作業中につよくからみついたためにエンジンを強制停止してしまうこ

とがあるくらいである。したがって，いずれの機種もこの間げきをできるだけ少なくするように考成され

ているほか，からみつき防止用のカバーを，歯車箱先端にもたせる(烏林HTT ， HTK; 丸山 2 ， 3; 

三菱 S A , S B) か内側フランジにはさみとませる(ロビンNB11，池上 PM50) か，内側ブラシジ外周
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外側に多少の突起をもたせる(井関R70， R200; 池上 BC20; 三国 BG101H; ロビン SB21; 谷藤BC

6 ;三菱SA ， S B) か，これらのうちいずれか 2 つを併用するか，など頭部歯車箱先端の形状とも対応

させて機種によってかなりのくふうがこらされている。

刈払双は，林業用の地ごしらえ，下刈とくに地ごしらえの刈払い用としては丸鋸がひろく採用されてい

る。一時，容易に双先を交換できるように考案された 3~4 枚忍をボルト止めした草刈双などが市販され

たりしたが，現在では，低木・下木のみならず雑草・つる草の刈払い用としてもし、わゆる横切り用の丸鋸

が好まれて使用されている。すなわち，木工用丸鋸 JISB4802で規定されているもので，歯形はふつう三

角歯形で，直径 10 in 当 254mm 歯数 80 枚のものがもっとも一般的で， 90 枚あるし、は 100 枚のもの

もつかわれている。ほかに，排気容量 50cc グラスのエンジンを装備した刈払機で直径 12in ミ 310mm，

歯数 120 枚，あるし、は排気容量 20 あるし、は 30cc グラスのエンジンを装備した刈払機て・直径 8in 三 203

mm，歯数 60 枚の丸鋸もつかわれたりしているが，前者の排気容量 50cc クラスの刈払機では，その刈

払い能力を増大させようと意図して，直径 10in にかわって 12in の丸鋸を使用する現場が多くなってき

たといわれている。 市販の刈払機に付属した丸鋸の歯の寸法概要は Fig. 21 のとおりである。ただし供

試丸鋸は刈払機がかわっても 10in， 80枚の同一社製品を使用し，鋸歯の影響を消去した。

3.6. 構造概要の一括と機能別重量 (Table 7, 8; Fig. 22) 

構造解析をおこなった刈払機の構造概要を一括すれば Table 7 のとおりである。

またこれらの刈払機について，ボルトナット 1 本にいたるまでの部品別に分解して逐一感度 2gr，秤量

20kg の台秤で秤量し，各機種の乾燥状態での重量について検討をくわえた。この秤量結果を楠造の主要

昔11別に配分して一指したものが， Table 8 である。

さらに，全体寸法，機能別配分重量，排気容量などを全体重量別に図示すると， Fig. 22 のとおりであ

る。

これらの凶あるいは表からもわかるように，排気容量 20~50cc のエンジンを装備した刈払機の全体乾

燥重量は 7~14kg の範囲にあり，その全体重量にかなりのパラツキがあるのに対して全体寸法すなわち

装備状態(いずれも 10 in 丸鋸装備)時の全長・全幅・全高は，排気容量の大小にかかわらずほぼ一様な

値をしめしている。これは作業者の体格にあわせて全体寸法の設計が経験的にきめられている当然の結果

であるが，細部の寸法については，たえず経験的に検討がおこなわれているものである。

いずれの機種も，全体重量の約 1/2 がエンジン部重量で‘しめられている。長車Ib昔日重量 2~3kg，頚部重

量 1~2kg，ノ、ンドルその他重量 1kg 弱程度で，エンジン以外の重量は機種別に大差があるとはいえな

いが，エンジン部重量はど、の機種の全体重量に対してももっとも大きな比重をしめている。いまこの刈払

機用エンジンをチェンソーエンジンと対比して概観してみると，まだまだチェンソーエンジンほど軽量高

出力{じされておらず，より一層汎用化されて量産化されれば，なお，より軽量高出力なものを比較的低廉

に製作しうる余地がのこされているものとおもわれる。したがってこの径のエンジン句改良が，将来刈払

機の重量をより一層軽減させてよりつかし、やすくするポイントとなってレるといってさしっかえない。ち

なみに，排気容量 50cc グラスのものをとってみても， その全体重量は軽いもので 10kg 余， ふつう 11

~13kg の範囲にあり， 重いものでは kg 到であるが， それらのエンジン部重量は軽レもので 5 kg 余，

ふつう 6kg 余で，重いもので 7kg 程度をしめていて，エンジン部設量の差が全体重量の差に大きく影

響していることがわかる。排気容量 30~40cc グラスのものでは，エンジン苦11重量 5 kg 前後かそれ以下，
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Tabl巴 7. 刈払機

Specification of 

ISEKI R70 IRINO S3 

エンジン J['手 式 I 形冷サ 式 名 TAS P71 GASUDEN G3B 
イ グ ノL 2 2 
却 方 式 空 冷 空 冷

重 量 ヱL ン ジ て/ 3675 4036 

iEj 長 納部部童
1689 1638 

頚 897 651 
切双 613 609 
ハンドル 928 646 I 

総重 7802 7580 I 

寸 法 エンジ全長ン本長×全体×幅全 133x241 x252 170 x234 x 293 
×全 mm)全体(全( 幅×高全高mm) 1514X635X458 1646 X 500X455 

シリンタ' おt 気 量 (cc) 21. 5 24.9 
圧 縮 上t 7.2: 1 6.8: 1 

内シ リ ン ダ数径程 (mm) 30 31 

行行 程内ダ径比 30 33 
(mm) 1. 00 0.94 

シリン 配式置 倒鋳デフレグ立鉄タ 仔リ 立
掃気形 シュニューレ
シリンタ.ライナ 鋳 鉄

ピストン ピスト ンy材グ数質 アルミニウム アルミニウム
ピストンリ 2 2 

市由 戸ム記、. 主 llilh 戸メ、. ボール 2 ボール 2 
グランクピンベアリング ニードル l ニ一ドル 1 
ピストンピンベアリング 面制l受(メタル) 面車IU受(メタル)

気化器 形 式 アマール式 アマール式

パルプ形式
ー京ド浜ノ精機 P11C7

リ オルプ
京ヒ浜精機 PC11
ストンノぞルプ

吸燃 気料 孔の 位導 入置 グラングケース底部 シリンダ底部
落差式 落差式

キヰ 燃料タング容量 (cc) 540 780 
エンジンオイル混合比 20: 1 15: 1 

1 点火装置 ，iJ，、、 火 方 式 ファン1グ在用フライホ フライホイルマグネ
イルマネト ト
タスMP-91R 飯田MF3

}!"t, 火 栓 HITACHIl6u N G K C-6H 
NGKC50 C-71 

始動装置 スター夕方式 戸ープ式 ロープ式
スタータクラッチ 直 結 直 結

調速装置 ガ ノ、守 ナ 一 な し な し

駆動装置 グラッチ形式 乾式遠心摩擦 乾式遠心摩擦
2 シュー 2 シュー

スプリング 2 スプリング 2
グラッチライニング 有 有

標記性能 最 大 出 力 O. 8PS /6500rpm 1. OPS/7500rpm 

最燃大料 トルグ
消費率 050.010gkrgipm(s6/-35H0000r r0prpmm ) 

0.o1g02rkipgms./H55r 00rpm 
52 

(6800rpm) 
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の仕機

brush cutter. 

KYOEI GM5T I MARUYAMA 3 I ROBIN NBll I IR凶o S2 

GASUDEN G3B GASUDEN G3B ROBIN KN-21 
KAWASAKI 

2 2 2 
KF-1O 

空 ィ、ρ八 空 冷 空冷
2 

空冷

4103 3832 5323 4905 
2146 1851 3376 2059 
645 634 
568 741 683 610 
402 721 988 
7864 8236 11144 9196 

156x235x314 154 x 233 x288 173x307x246 179 x 232 x 329 

1630x563x419 1665x610X410 1760X665X455 1680 X 702 X 535 

24.9 24.9 32.5 35.0 
6.8: 1 6.8: 1 7.0: 1 

l 1 
31 31 36 38 
33 33 32 31 

0.94 0.94 1. 12 1. 225 
仔リ JI. {到 ムムL {到 立 1i~ ムムL 

シュニューレ シュニューレ シュニューレ シュニューレ

鋳 ~Ji も号 鉄 クロームメッキ クロームメッキ

アルミニウム アルミニウム アルミニウム アルミニウム
2 2 2 2 

ポール 2 ボール 2 ボール 2 ボール 2 
ニードル ニ一ドル l ニードル l ニ一ドル
面íIi由受(メタル) 面市由受(メタル) 面制l受(メタル) 面軸受(メタノレ)

アマール式 アマーノレ精式機 アマール式 アマール式
京浜精機 PCll 京浜 P 11 C7 三国工業Mll 京i兵精機 PCll
ピストンノミルプ ピストンノミルプ リードノミルブ ピストンノミルプ

シリンダ底式部 シリンダ式底部 タラングケース底部 シリンダ底部
落差 洛主主 落差式 落差式

720 720 1030 865 
15 : 1 15 : 1 20: 1 20: 1 

フライホイルマグネ フライホイルマグネ ファン兼タ用フライホ ファン兼用フライホ
ト ト イルマネト イルマグネト
飯田MF3 飯田MF3-B1A 三菱電機

FBK-LBL 
NGKC-6H NGKC-6H NGK7HW N G K  B-6 

ロープ式 直ロープ式結 直ロープ式結 直ロープ式結
直 主ti

な し な し な し な し

乾式遠心摩擦 乾式遠心摩擦 乾式遠.c.、摩擦 乾式遠心摩擦
6 シュー 3 シュー 6 シュー 3 シュー
スプリング スプリング 3 スプリング 2 スプリング 3
有 有 な し 有

01.2.001只P02rSk//P宮7ms50./H35r5rp0m 0rpm 1.Oo1gP02rSki1p店7ms50-/0H5r5rP0E0El r 1.6PkggrSmllPm/S5o・0oH0r0rprm pm 1.Q51P肱gSrgf/pm6sα〈j.〉54OH58r∞r∞pm rロpmm O. 102kgm/5500rpm 0.2 O. 
520g 52 400g 38 

(6800rpm) (6800rpm) (6000rpm) 
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SHIMABA Y ASHI 
HT T 

KAWASAKI KF-lO 
2 

空冷

4924 
2336 

591 
954 

9838 

180x 229X 330 

1602X 375 X 365 

35.0 
7.0: 1 

1 
38 
31 

1. 225 
{到 立
シュニューレ

クロームメッキ

アルミニウム
2 

ボール 2 
ニードル l 
面事111受(メタル)

アマール式
京浜精機 PllC7V

ピストンパルプ
シリンダ底部
格差式

645 
20: 1 

ファン兼用フライホイ
ルマグネト
三菱電機

FBK-IBR 
NGK B-6 

ロープ式
直 結

な し

乾式遠心摩擦
3 シュー
スプリング l
有

1.5P8kS戸1m60/0405r0p0mrpm 
0.1 
380gr/PS.Hr 

(5800rpm) 
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Table 7. (つづき)

長 軸|スイベル樹蒋|装 備 有 無
スイベル illth 受材料

11 ì閏 j骨斉1)
p 固定装置有無

ISEKI R70 l 剛o S3 

有
アルミニウム

(長軸ケース)
グリース

有

有
ゴム

グリース
なし

合
溝
ム
内
ウ
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案

ニ
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落
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長

M
M

スケ市山長

伝動軸|伝動車由材質

M 外径×長 (mm) 
庁 主軸受

庁 中間ベアリング

クラッチドラム結合方式

顕 部| 頚伝動部申曲転結合位方式角

歯車箱材質

歯 車 形 式

減. 速 上t
潤 j骨 方 式
駆動側スピンドル軸受

被 11 11 

歯車箱保護板

刈払吉正部
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四角孔筒型接手 |二角孔ボス帳合接手

アルミニウム合金 |アルミニウム合金
(ADCll)1 (AC2A-F) 

ゼロールベベルギヤ|スパイラルベベル
(左)

14/25 x 25/ 14 
ギャグリース
ボール 2

(内 l 両シール)
ボール 2 ボール l
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なし|有
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径
可
無
脚
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有
ン

更変
具
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置位
金
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付
外
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m
 

m
 

耐食アルミニウム合|アルミニウム合金管
金管

A2 T3 I AC7AF 

22φI 16.5中
前後可，左右僅少|前後可，左右僅少
有|有

有エシジ、ン付 |有エンジン付
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ゴ ム 鋳 鋼 鋳
有

鋼

IRINO S2 
SHIMABA YASHI 

HTT 

有 有
アルミニウム 鋳 鋼

(長軸ケース)
グリース オ イ ノレ

有 な し

GM5T 1 MARUYAMA 31 ROBIN NBll 1 

有 有

グリース
なし

グリース
有

グリース
有

高力アルミニウム合|高力アルミニウム合|高力アルミニウム合|高力アルミニウム合|高力アルミニウム合金
金パイプ |金パイプ |金ノミイプ |金パイプ |パイプ

A3T2 I A3T2 A3T2 I A3T2 
28X25x1160 I 25X20.8x1283 I 26X21X1390 I 26x22x1253 I 28X24X1200 
鋼板止パンド |スイベル軸受案内海|グラッチケースつば|スイベル軸受案内溝|スイベル軸受案内溝

面

中 実 |炭素鋼管 STK中空!炭素鋼 S45C 中実|炭素鋼 S45C 中実|クロームモリプデン鋼
1 1 管 SCM6 中空

7X131O I 12X1298 I 12x1276 18x1265 10X1220 
ポール 1 ボール 1 Iボール 1 ボール 1 I ボール l

(両シール)1 1 (両シール)1 (両シール〉
銅系含油焼結合金 |銅系含油焼結合金 |銅系合油焼結合金 |銅系含油焼結合金 2 コ

3 コ 3 コ I 3 コ|
キ{結合スナヲプリ|ねじ込み |キー結合ナット締 |ねじ込み |キー結合ナット締
ング止

1250 I 120 。

駆動歯車直結ナット|四角孔筒塑接手
止め
アルミニウム合金

1200 I 660~2280 I 130 。

十溝スプライン |二角孔ボス骸合接手|六角軸巌合媛手
1 (AC2A-F)1 

アルミニウム合金 |アルミニウム合金 |アルモニウム合金 |鋼板(プレス)
(AC3AF)1 (AC2AF)1 

スパイラルベベル |スパイラルベベルギ|スノそイラルベベルギ|スパイラルベベル |スパイラルベベル(左)
(左)1ヤ(右) 1ヤ(左) I I 

14/27 1 18/18 
ギャグリース |ギャグリース
ボール 2 ボール l

14/25X25/14 
ギャグリース
ボール 2
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高力アルミニウム合|高力アルミニウム合
アルミニウム合金管|金管 |金管 |炭素鋼管クロームメ|高圧アルミニウム合金

A3 T2 1 A3 T2 1 ッキ |管 A3T2 

22φ 1 22φ 1 22中 |右19ゃ左16.5中 1 14中
前後可，左右僅少|前後のみ可 |前後可，左右僅少|前後可，左右僅少| 不 可
有|有|有|有|有

有エンジン付 |有グラヲチケース付|有エンジン付 |有クラッチケース付|有エンジン付
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Tab!e 7. (つづき)

I HITACHI BK25 I KYOEI MG2T 

エンジン 青Z 式 形 式 名 TAS J-33 
サ イ グ ノレ 2 2 
冷 到l 方 式 空 J令 空 冷

重 量 ニE ン 、ノ-吋齢 ン

(<<<((EgFgggrrTrr}>) ) >} 

4431 5620 
長 事111 2217 2727 

頭 部郡豊 634 1036 
切忍 558 450 
ハンドル 634 401 
総重 8474 10234 

寸 法 エンジン本長×全体×幅全 148X 304 X 215 185 X 250X 322 
長×全 mm)全体(全(全 幅×高全高mm) 1770 X 520 X 650 1750x 580X 515 

シリンタ' 持t 気 量 (cc) 36.0 36.5 
圧 縮 H: 
ン リ ン ダ 数径程内 ((mmmm) ) 36 35 
行 35 38 

行程 内ダ径式比置 1, 028 0.92 
シリン 配 仔1 jJ. 佐。 立
掃気形 シュニューレ シュニューレ
シリンダライナ グロームメッキ 鋳 鉄

ピストン ピストン材グ数質 アルミニウム アルきニウム
ピストンリン 2 2 

M 受 主 車111 1l: ボール 1 ニードル 1 ボール 2
グラングピンベアリング ニードル l ニードル l
ピストンピンベアリング ニードル l 面iUlh受(メタル)

形 式 ダイヤフラム式 アマール式
京i兵精機 PDll 京浜精機PIIC7

パルプ形式 ピストンノミルプ ピストンノミルブ

吸気料孔位導 置 シリンダタ底イ部 シリンダ底差部
燃の入 格ボ差， ヤブラム i名式

ンプ式

燃 料 燃料タング容量 (cc) 825 1000 
エンジンオイル混合比 50: 1 15: 1 

点火袋店 占 火 方 式 フライホイルマグネ フライホイノレマグネ
ト ト

i尺 『泰 飯田MF-3

占 火 栓 HITACHI N G K  C-6H 
HALOX B-46 

始動装置 スター夕方式 直ロープ式結 直ロープ式結
スタータクラッチ

調速装置 tl ノ、. ナ { な し な し

駆動装置 グラッチ形式 湿式遠心摩擦 乾式遠心摩擦
4 シュー 6 シュー

クラッチライニング な し 有

標記性能 耳回Z 大 出 力
1. 57PSj7500rpm 1. 7PSj6500rpm 

最料大トルグ
0.168kgmj5500 0.168kgmj5500 

燃 消費率
rpm rpm 

530grjPS.Hr 400grjPS・Hr
(600Orpm) (6000rpm) 
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IK回AMI BC20 I MARUYAMA 2 I MITSUBISHI 四 I ROBIN 釦-1-I--ISEKI R2∞ 

TAS J--22 MARUYAMA MEIKI L08M-C ROBIN KM21 KAWASAKI KF-20 
JM-22 2 

2 ~ ~ } I ~~2 
空 冷 空冷 空冷空冷空;令

5382 6072 4855 6260 5811 
2667 2156 2023 3298 2108 

763 807 
549 703 761 688 613 
1256 750 928 1191 731 

10896 10953 9330 12772 10070 

186X250x315 184X248X349 165X261 x332 210X 283 X 274 184X248X349 

1733 X 543 X 505 1743x 610x 385 1660 X 690 X 500 1653 X 605 X491 1650X632X457 

36.5 37.0 40.0 48.5 50.0 
6.5 : 1 6.5: 1 8.0: 1 7.7 : 1 

l 
35 35 40 44 42 
38 38 32 32 36 

0.92 0.92 1. 25 1. 38 1.17 
f刈 立 fi� 立 笹リ fL 使1 "5L 倒 立
シュニューレ シュニューレ シュニューレ シュニューレ シュニューレ
li勀 左 主与 鉄 鈴 鉄 グロームメッキ S寺 鉄

アルミニウム アルミニウム アルミニウム アルミニウム アルミニウム
2 2 2 2 2 

ボール 2 ボール 2 ボール 2 ポール 2 ボール l
ニードル l ニードル l ニ一ドル l ニードル l ニ一ドル l
面市IIJ'受(メタル) 而 'lillJ受(メタル) lIiî申IIJ受(メタル) 面 qillJ受:(メタル) l国軸受(メタル)

アマ京ー浜ル精式機 P11C7 アマ京ー浜ル精式機 P11C7 アマール式 アマール式 アマーノレ式
三国工業M11 三国工業Mll 三国工業Ml1

ピストンノミルプ ピストンノオルプ ピストンノミルブ リードノミノレブ ピストンノ fルフe

シリンダ底式部 シリンダ底式部 シリンダ式底部 グランクケース底部 シリンダ底式部
洛差 マrーhー zさ壬z 格差 落差式 j喜差

1000 1000 1000 1030 910 
20: 1 15: 1 20: 1 20: 1 20: 1 

フライホイルマグネ フライホイルマグネ ファン兼用フライ ファン兼用フライ フライホイルマグネト
ト ト ホイルマグネト ホイルマグネト
飯田MF3-AI2 mill 飯間MF3-B2 沢藤電機 F-26B4 三菱電機

FBK-IBR 
HITACHI45 HIT ACHI HALOX NGKB-6 NGK  C-7HW NGK B-6 

ロープ式 戸ープ式 戸ープ式 爪自動巻戻式 ロープ式
直 総1 直 結 直 結 グラッチ 直 結

な し な し な し な し な し

乾式遠心摩擦 乾式遠心摩擦 乾式遠，心摩擦 乾式遠心摩擦 乾式遠，心摩擦
3 シュー 3 シュー 3 シュー 6 シュー 3 シュー

スプリング 3 スプリング 3 スプリング 3 スプリング 2 スプリング l
有 有 有 な し 有

し 7P0g5rSki/pg6ms50-/0H5r5rp0m 0r 0410..207P0g5rSki/pg6ms50-/0H5r5r p0m 0rpm 1.02o0gkSrgi/pm45s/0-40HOrDpr Om rpm 204 •• 5023PkggrSimlpm/s5o-5oH0r0r prm pm 
1. 5PSf5000rpm 

0.205kgmj5500rprn O. 0.27kgrnf4500rprn 
400 45 41OgrjPS.Hr 

(6000rprn) (6000rprn) (5000rprn) (6000rprn )1 (5500rprn) 
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Table 7. (つづき 7

長 軸|スイベル機構1 装 備 有 無
スイベル市18 受材料

11 ì限j 滑剤
H 防l定装置有無

長軸ケース|長市Ib ケース材質

H 外径×内径×長 (mm)
庁 脱落防止装置

伝部J 刺1 I 伝動ili由材 質
H 外径×長 (mm) 
庁主軸受

H 中間ベアリング

グラッチドラム結合方式

頭 部 I I 頚部転位角
伝動軸結合方式

歯車箱材質

歯車形式

減速比
潤滑方式
駆動側スピンドル軸受

被 11 11 

刈払双部

歯車箱保護板

丸鋸製作所

I HITACHI BK叶 KYOEI GM2T 

なし 有
ゴム
グリース
有

高力アノレきニウム |高力アルミニウム
合金ノミイプ| 合金パイプ

28x26X 1300 
なし

30X26.8X1210 
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径
可
無
脚

不可
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ン

更変
具
ジ
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ン
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255 X 1. 25x25. 7 
X80 

ナット締
左(エンジン左)

有

アルミニウム合金管|アルミニウム合金管

20φI 22φ 

前後可，喜右不可 |前後可，喜右僅少

グラッチケース付 |有(エンジン付)

注* グラッチドラム伝動軸動力伝達機構:平歯車減速，歯数比 9/14， ì悶滑方式グリース

事由~f ドラム側ボール 2
λL伝導軸側ニ一ドル 1
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mMI  BC20 1 MARUYAMA 2 I MITSUBISHI SB I 

有
アルミニウム
オイル
なし

有

ROBIN SB21 ISEKJ R200 

有 有
鋳 鋼 コ. ム
グリース グリース
有 な し

有
鋳鋼
グリース
有

鋳鋼
グリース
有

アルミニウム合金 |高力アルミニウム |高力アルミニウム |高力アルミニウム |耐食アルミニウム
パイプ| 合金パイプ| 合金パイプ| 合金パイブ| 合金パイプ

I A3T2 A3T2-T3 I A3T2 I A2T3 
32X29x1286 I 32x28x1292 I 26x21.8x1255 136.1X30.8X1200 I 35x30.8x1250 
円筒つば付金具付 |スイベル軸受案内議|スイベル輸受案内溝|グラッチケースつばl クラッチケースつば面

面

炭素鋼中実
lOx 1358 
ボーノレ l

(両シール)

炭素鋼管 STK中空|炭素鋼 S45C 中実 |炭素鋼 S45C 中実
12X 1307 I 8x 1292 I 12x 1276 
ボール 1 ボール 1 Iボール l

(両シール)

中実
10X 1237 
ボール l

(両シール)

ボ ー ル 3 コ |銅系含油焼結合金|銅系含油焼結合金|銅系含油焼結合金|防振ゴムカパー付
I 3 コ 3 コ I 3 コ| 含泊ニードル 3コ

キー結合ナット締|ねじ込み |ねじ込み |キー結合ナット締|四角孔接手
スナップリング止め

1200 

四角孔筒型接手

アルミニウム合金

、
‘
，J

ル
ム
左

ベ
(

ベ
ヤ

2

ル
ギ
ル
ル

ラ
l
イ
以
イ
一

4

4

 

ス
オ
ボ

ボーノレ 2

なし

天竜製鋸

255X し 25X25.4

x80 
ボルト締
左(エンジン右)

有

120 。 660~228 。 1200 130' 
四角孔筒型接手 二角孔筒型接手 十議スプライン 四角孔筒型接手

アルミニウム合金 アルミニウム合金 アルミニウム合金 アルミニウム合金
(AC3AF) (AC2A-F) (AC2AF) (ADC11) 

スパイラルベベル スパイラルベベル スパイラルベベル ゼロールベベノレ
ギヤ(右) ギヤ(右) ギヤ(左) ギヤ(左)

14/グ21 14/グ25X25/14 18/グ23 17/20 
ギヤ リース ギヤ リース ギヤ リース ギヤオイル(モラプ)
ポール 2 ポール 2 ボーノレ l ニードル 2

ボーノレ 2 ポール l ボール 2 ポール 2
ニ一ドル l

有 有 な し な し

MARUYAMA 3 と 山本特殊精鋼 ROBIN NB11 と同 ISEKI R70と同じ
同じ じ

、
、
，
，

右ン
締
ジ
有

ト
ン'エ

け
ハ
〆E
、

ボ
左

255 X 1. 25 X 25. 4 
x80 

ナット締
左(エンジン左)

有

、
‘
，
，

右ン
締
ジ
有

ト
ン

'
エ

バ
「
‘
、

ボ
左右ン

締
ジ
有

ト
ンエ

ツ
〆
k

ナ
左一

管金
ム
ム
ロ

ウい
一
ロ

ル
幻

ア食'み
叶
J

-
L剛
阿品

目
呂

ム
金

ウ
合、

ロ
ロ

ル
幻

アカ-
品
門

キツメム
位
百
戸

鋼
ク

素炭
位
百

ム
金

ウ
合ニ

ロ
ル
幻

ア力高

キ
ム
ッ

一
メ

ログ品
目
白

銅素炭

ス

中
ケ
川
口
可
有
チ

右
石
ツ

φ

左
ラ

凶
後
グ

左
前
有

付スケ

勾
可
有
チ

2

み
ッ
の
一
ブ

後
グ
前
有

付

少
ス
僅
一
右
ケ

勾
左
有
チ

内J
a

ツ

可
ラ
後
グ
前
有

少僅右
付

勾
左
有
ン

4
4
J

ン

可
ン
後
エ
前
有

付

少
ス
僅
一

φ

右
ケ

辺
左
有
チ

'
ッ

可
ラ
後
グ
前
有
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Table 7. (つづき)

I MIKUNI BG101H ISHIMA聞ASHI T 
エンジン 形 式 形 式 名 KF-201 KF-20 

サ イ !J ノレ
2 2 

冷 主H 方 式 空 イ、I八T 空 f、1A9l 

重 量 二己 ン 土、ノ浄 ン 6339 6174 
長 j゙lb 2810 2735 

顕 部部童 792 
切双 895 592 
ハンドル 802 1250 
総重 11638 11810 

寸 法 エンジン本長×全体×全l隔 183 X 230x 358 182X238x351 
長×全 mm)全体(全(全 幅×高全高mm) 1765x710X478 1657x492X407 

シリンダ 相F 気縮 量 (cc) 50 50 
圧 上七 7.7: 1 7.7: 1 
シ リ /' ダ 数径
内 ((mmmm]) 42 42 
行 程 36 36 

行程内ダ径比 1. 17 1. 17 

シリン 配式置 倒 立 笹l 立
掃気形 シュニューレ シュニューレ

シリンダライナ @J.i 鉄 鋳 鉄

ピストン ピス ト ンン材グ質数 アルミニウム アノL.- ~ニウム

ピストンリ 2 2 

取h 戸ム~与- 主 'Ihh 足Jメ立ー. ボール l ニードル2 ボール l ニ一ドル2
グランクピンベアリング ニー fl L.- l ニ一ドル 1
ピストンピンベアリング 面納受(メタル) 面軸受(メタル)

気化器 形 式 アマール式 アマール式
三国工業Mll 京浜精機 Pl1C7

パ吸 気料ル 孔プ 位形導 式置 ピストンノミルフ寺 ピストンノミルプ

シリンダ底式部 シリンダ底部
燃の入 落差 落差式

燃 料 燃料タング容量 (cc) 940 620 
エンジンオイル混合比 20: 1 20: 1 

点火装置 ，仁白トi 、、 火 一}y 式 フライホイル フライホイル
マグネト マグネト

三菱電機 三菱電機
FBK-IBR FBK-IBR 

Ji-目、;、 火 栓 NGK  B-6 NGK  B-6 

始動装置 スター夕方式 ロープ式 ローフ式
スタータクラッチ 直 結 直 結

調速装置 ガ ノ、. ナ 戸一 な し な し

駆動装置 クラッチ形式 乾式遠，亡、摩擦 乾式遠，心押出摩擦
3 シュー スプリング l
スプリング I

グラッチライニング 有 有

標記性能 最 大 出 力 rmml出向凹
最大 ト ノレ グ . 27kgm/4500rpm 10. 27kgm/4500rpm 

10gr/PS.Hr 1410grjPS ・Hr
燃料消費率 (5500rpm)1 (5500rpm) 
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KAWASAl¥L ~J ME1K1 LIM-2C 
KF-20 GASUDENG5A GASUDENG5A 乱kCULLOCH 35A 

2 2 2 2 2 
空 冷 空 冷 空 、イす，、 空 冷 空 冷

5909 5866 6654 7079 6401 
3905 2685 2395 2911 2813 
666 652 769 
710 697 636 665 871 
983 1073 1258 1663 i469 

12173 12350 11595 13645 12323 

187X262x370 283 X 305 X 345 201 X 252 X 323 205 X 252 X 338 298 x 283 x 339 

1792 X 612 x520 1785x7l�515 1663 x 590 x 600 1663x573x475 2044 X 728 x 436 

50 50 50.2 50.2 54.0 
7.7 : 1 8.0: 1 8.0: 1 8.0: 1 7.2: 1 

l 1 
42 40 40 40 44.53 
36 40 40 40 34.93 

1. 17 1. 00 1. 00 1. 00 1. 28 
仔リ 主"5I.ー 仔リ iムL 倒 "5I. 倒 "5I. 直 i占L 

シュニューレ シュニューレ γz ニューレ シュニューレ ノレ 一 プ
鋳 鉄 鋳 鉄 鋳 鉄 銭 鉄 主持 鉄

アルモニウム アルミニウム アルミニウム アノレきニウム アルミニウム
2 2 2 2 2 

ボール l ニードル2ボール 2 ボール 2 ボール 2
ニードル l ニードル l ニ一ドル 1 面ニ申ーIb受ト(メルタ Iル) ニードノレ l
商事i~1受(メタル) 面白 'Iilll受(メタル) 面事Ih受(メタル) 面 車111 燐受青

( 銅メタノ!.-)

アマール式 アマール式 アマ_，!.-式 アマール式 ダイヤブラム式McC
京浜精機 PIIC7 三国工業Mll 三国工業Mll 三国工業Mll

ピストンノξルブ ピストンノミルプ ピストンノミルフe ビストンノミルフー リードノ tルプ

シリンダ底式部 シリンダ底式部 シリンダ底式部 シリンダ底式部 グラングケース側面
落差 j書差 落差 落差 ダイヤブラム式

865 760 1040 1160 710 
20: 1 20: 1 15 : 1 15 : 1 20: 1 

フライホイノレ ファン兼用フライ フライホイノレ フライホイル ファン兼用フライ
マグネト ホイルマグネト マグネト マグネト ホイノレマグネト

三菱電機 飯田MF4-L21 平出MAE-l 平出MAE-l マッカラ
FBK-IBL 

NGK  B-6 NGK  B-6 NGK  B-6 NGK  B-6 チャンピオン J8J

直ロープ結式 直戸ープ結式 爪自動グ巻ラ戻ッ式チ 爪自動巻戻式
グラッチ

爪自動巻戻式
クラッチ

な し な し な し な し な し

乾式遠心摩擦 乾式遠，心摩擦 乾式遠'L、摩擦 乾式遠心摩擦 乾式遠'L、摩擦
3 シュー 3 シュー 3 シュー 3 シュー 4 シュー

スプリ γ グ 3 スプリング 3 スプリング 2 スプリング 2 スプリング 2
有 有 有 有 な し

i52cP7gkrSgf/pm5sk(/.5m4H四5zpr00m町rpmm 18PS/45xkpm 

2.OPSl60mC/ Orpm 2.0PSj6000rpm 
3.OPSlm1/o6o∞rpom r] 

0.27kgmj4500rprn 10. 28kgrnj3000rprn 
0.262kgm 0.262kgrnj 

0.35kgrn/6000rpm 
4500rprn 4500rprn 

4 l f 25gripMr  400gr /PS. Hr 400grjPS.Hr 
prn)1 (5000rprn) (5500rprn) (5500rprn) 
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Table 7. (つづき)

軸|スイベル装置|装 備 有 無
スイベル軸受材料

H 潤 f骨剤
H 固定装置有無

長車Ih ケース材質

長

頚部

刈払-w.部

ノ、ンドル部

長軸ケース

伝動車Ib

4
4

企

A
A

R

U

R

U

R

U

 

2
2
2

、
l

x
x
x

右

鋸
K
M
必
必
ン

製
し
0
し
0

鋸
し
0

締
ジ
有

本
X
B
X
9

製
×
9

ト
ン

ﾗ

ﾗ

5
ﾗ
 

日
目
白
源

5

ェ

大
2
2

丸
2

ワ
(

f
i
l
l
J
I
l
-
-
\

ナ
右

4
ゐ

4
・

に
J
V
E
i
v

勺
A

勺
，
“
、
】
ノ

x

×
右
し

に
d
R
U

〆

ぷ
U
ζ
U

、
i
v

鋸
し
O
鋸
し
O

締
ジ

製
×
8
丸
X
8

一
号5

×
日
5
X

ト
一
一E

羽
目
5

手

5
'

コ
た

東
2

コ
ラ
ヮ
(

f
1
1
1
1
l

、
ナ
左

、
，
ノ

)
枚m

(
 

ヨ
数

ん
い
歯

厚
×

<)
h
y
m
 

m
m
 

h
猷

径
六

外
X

庁外径×内径×長
H 脱諮防止装置

伝動制l 材 質

庁 外径×長 (mm) 
P 主 U!ill 受

H 中間ベアリング

クラッチドラム結合方式

頚部転位角
伝動車Ib 結合方式
歯車箱材質

歯車形式

減速比
潤滑方式
駆動側スピンドル車Ib受

被 H

歯車箱保護板

丸鋸製作所

" 

庁 取付方式
丸鋸回転方向
草刈忍互換性

ハンドル材質

、
，
ノm

 
m
 

r
‘
、

径
可
無
脚

不可
有
ン

更変
具
ジ

置位
金
シ

付
外
取
釣
エ

IMIKUNI B山岨 [SHIMABAY ASHI 主l

有
砲金銭鋼
グリース
なし

有
鋳鋼
オイル
なし

高力アルミニウム |高力アルきニウム
合金パイプ| 合金パイプ

A3T2 I A3T2 
25.5x20.0XI300 I 32x28X1200 
グラッチケース |スイベル刺1受案内i誇

つば面

炭素鋼 (S TK) 1 グロームモリプデン
中空|鋼管 SCM6 中空

15x 1308( 内径1J )1 12 X 1240(内径の
ボール 2 Iボール l

(両シール)1 (両シール)
銅系含油焼結合金 |銅系合油焼結合金

3 コ I 2 コ
ねじ込み (SNC3)1かみ令せ嬢手

、
、
，J

ル
右

手
)
ベ
(

接
ス
ベ
ヤ
ス

2
2

型
レ
ル
ギ
一
ル
ル

筒
プ
ラ

6
リ

ゲ
軸
(
イ
ハ
グ
-
一

円
以
角
板
パ
凶
ヤ

六
鋼
ス
ギ
ボ
ボ

、
‘
，J

r
i

、
ノ

金
U
ル
左

1

ン
合
む
ベ
(
ト

イ
ム

C

ベ
ヤ
ス

l

ス
2

ラ
ウ

A
ル
ギ
-
受
ラ
ル

プ
ニ
(
ラ

O
リ
ス

ゲ
ス
ミ
イ

ρ
グ
納
ル
一

ロ
溝
ル
パ
初
ヤ
-

六
ア
ス
ギ
面
ボ
ボ

な 有し

高力アルミニウム |高力アルミニウム
合金管| 合金管

As T2 1 A3 T2 

22.5φ1 19中
前後可，左右僅少| 不 可
有|有

有エンジン付 |有エンジン付
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有|有
アルミ(長軸ケース )1アルミ(長紬ケース)
オイル | グリース
有|有

有 有 よ
五
五
工

品J

ふJ

寸
J
φ
J

し
し
し
し

鋳鋼
グリース
なし

砲金
グリース
なし

フイ
幻
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店
し
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×
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・

:
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q
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‘
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人
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ノ

2
y

ア

X

ベ

力
お
イ

高
スプ
滞

ム
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内

ウ
パ
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ニ
金
日
受

、
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、
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×
川
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上
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つ
υ
'
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ノ
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血
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ア
×
ベ

カ
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イ

高
ス

、
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'
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ロ
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v
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‘
、

鋼素炭
黄空
)

必
中
ル

T
一
し

s
n
l

シ

管
ロ
ル
両
み

鋼
×
(
入
一

用

J
一
な
一

J

般
向
仁
一
ボ
ね

ン
)
泊
プ

Jア
ル

A
7ロッ

プ
実
一
系
ナ

リ
中

l

シ
鍋
コ
ス

モ
4
m
ル
両
付
3

手
め

ム

M
U
(

ム
金
接
止

一
C

×
-
ゴ
合
孔
グ

ロ

S
U

振
結
角
ン

グ
鋼
ボ
防
焼
四
リ
コ
手

実
金

3

部
媛

中
合
ム
型

c
l

結
ラ
筒

6
6

ル
焼
ド
取

s
m

泊
チ
面

鋼
×
一
今

u

ヲ
耐

素
叩
系
ラ
二

炭
ボ
銅
ク

コ

、
、
，J

実
ル
金

3

中
一
合

C
l

シ
結

5
0

『
レ
f
k
-

4
a
f
O

ノ
恥

κ

C
3

油

鋼
×
一
合

素
川
系

炭
ポ
銅 19.2x 1580 

ボール l
(両シール)
銅 4コ

ねじ込み ねじ込み

660~228 。 660~228 。 120 。

国定溶接 溶接匝J:着 四角事由筒司自後手 六i蕎スプライン 二角車Ib筒型接手
アルミニウム合金 アルミニウム合金 アルミニウム合金 アルミニウム合金 アルミニウム合金

(AC2AF) (AC2A-F) (AC7A) (AC3A) 
スパイラルベベル スパイラルベベル スパイラルベベル スパイラルベベル

ギヤ(左) ギヤ(右) ギヤ(左) ギヤ(左)
16/グ25X25/16 17/グ30x30/17 19/23 18/18 17/29 

ギヤ リース ギヤ リース ギヤオイル ギヤオイル ギヤオイル
ボール 2 ボール 2 銅系含i由焼結合金 l ポール l ボール l

(両シール) (両シール) ニードル l
ボール l ボール 1 ボール 2 ボール l
ニードル 1 ドル l ニードル l

有 有 有 なし な し

{山本特殊製鋼
I 255 X 1. 45 x 25. 4 

(天開 「TSUBm li X80 |f 天竜製鋸 i( 255X1… 255 x 1. 25 x 25. 4H SB と同じ1') 天電製鋸 I~ 255 X 1. 45 X 25. 411. X 80 ;;瑶. ~V" ~v.ll V~ (_ IHJ '-'11 '255~ しめ X25. 41l ~v-;;àô. w"  ~v. ~I 

l x80 

ナット締 |ナット締 |ボルト締 lナット締 |ナット締
左(エンジン左) 1右(エンジン右) 1左(エンジン右) I右(エンジン右) 1 左(エンジン右)
有!有|有|なし|なし

炭素鋼管クローム |炭素鋼管 |炭素鋼管 l炭素鋼管 |鋼管クロームメッキ
メッキ| タロームメッキ| クロームメッキ| グロームメッキ|

右22φ 左 19ゆ|左19φ 右22φI 22.3中 19φ22中
前後可，左右僅少 |前後左右可 |前後可，左右僅少 !前後のみ可 |前後のみ可
有|有|有|有|有

有クラッチケース付|有グラッチケース付|有クラッチケース付|有エンジン付 ! な し
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Table 8. 刈払機の
Parts' weight of 

区

シ リ

ピス ト ン

グラングケース

百「気装置

駆動装置

電気装置

名 布五 匝旦
383 

シリンダ

グラングケース

グランクシャフト，コンロット
ヒストン
シリンタカノミー

泣
マフフー

マフラーカノぞー

言|
グラッチシユースプリング
シューホルダ

計
フライホイルマグネト

コンデンサ
断続器スイ;チ γ
スノ 4ーグプラグ

計
始動装置|スター7ホイル，スタータ

ファンホイル

ファンカノミー

計
燃料装置「燃料ア友?万三ド体

タンク取付板
ストレーナ

計
気化器|気化器

リードパルプ インレットパイプ
ス戸ットルワイヤ

計
その他|エンジン IJ!II

エンジン本体11'計

長申111 部|伝動車Ih

伝窃J 納ケース

頚

グラッチケース
グラッチドラム
伝動車111 主軸受

H 中間軸受
スイベル環

計
昔日|樹I 車 箱
駆動歯車

H 車111
H 軸軸受

被動歯車

H 車由
庁 車由車由受
言十

刈払~昔日|鋸 際[

刈~受板
庁押え板

締結ボルト，ナット
計

ハンドル部|ハンドノレ
N 止金具

パンド釣金具
主

総 言十

I S E K 1 R70 

鋼 |ffよ二五ット上竺竺|

市
一
m
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印
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例

M
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一
一
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一

戸
二
〕

m

戸m

日
一
例
印
即
お

m
一

zhlT-li 
号1 75

1 1一円2

1::弓 1367t
493 493 

487 516 29 

59 7 66 

nu 
ハ
ノhl

 

、
，
E
E
P
a
-
-
，

120 

6071 2361 511 31 897 

48 訓 1 483 

6 引 1 68 
3汁 1 37 

1 2日 25
58剖 251 613 

4221 1 1 1 422 
2621 611 41 327 

1 17叫引 1 179 
68引 17 叫 7()1 41 928 

3， 93引 3， 4661 3181 841 7, 802 
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店11 仁l

u 口 重 量
brush cutter. 

i主 I ~ï合|鉄鋼I!?;?，f♂|その他| 計 [ 
j主

591 
18 
18 

7
a
q
U
1
i
n
v
 

A
U
 

|ボールベアリング l 個含む

3 

ケース含む

カム含む

3 1 

ヨ

3 5 35 スロットルワイヤ含む
6 9 

>

{グフッチケース，タフッチド
ラム含む，ボールベアリング

L 焼結合金

3 保護板含む

ー駆動側ギヤケース付

う被グ動含ギヤギヤケースベアリン
3 む， リングギヤ

ヨ
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ヨ
ヨ
ヨ

5 
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コ
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E
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Y
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ン
ボ
ル

リ
込
­

シ
槌
シ

，
a
a
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-
d
、•• ‘ 

デフレグタ型

195 

179 

195 

179 

クラッチドラム合 8φ 1 11 

{2M48 グラッチ側中開Ib 吋1 ， 008
35.4X3し l 受含む 11 
グラッチケース取付金具 1 11 

ボールベアリング両シール付

4
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、
E
E
E
E
E

、
J
E
E
E
E
，

J

ゴム J笠|ヰ|5JJH
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7
J

勺
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1
F
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21 

28 
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ポールベアリング 2 含む

i関西鏑業製
255 X 1. 25 X 17. 3 X 80 

601 50 65 

483 48 

70 
38 

…ユ付吋 JJ :3l 
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Tab!e 8. (つづき)

区 名 称 軽合|鉄鋼 lfじよ二五y 卜|その他| 計

シ リ ンダシ リ ンタ 429 16 445 

ピス ト ン グラングケース {おîl{ 56 
632 

231 20 
グラングケース グラングシャフト，コンロット 537+1 11 549 

ピス ト ン

シリンダカノミー 83 83 
言十 429 1, 177 103 1, 709 

排気装置 マフ フ 195 195 
マフラーカノ守一

195 ~:~I 駆動装置 タフッチシユースプリング 258 258 
シューホルダ

i1割i司;1 
258 

電気装置 フフイホイルマグネト 28 388 2 

断続器 コンデンサ 6 178 
スイッチ

スノ号ーグプラグ 29 
計 28 394 209 

始動装置 スタータホイル，スタータ 127+79 
ファンホイル
ファンカノミー 112 31 143' 

言十 318 31 349' 

燃料装置 燃料タン取グ付本板体 349 349 
タ γ グ

89: ストレーナ 89 
89 349 4381 

女L 化 器気 {じ 器
370 

3 3861 
13 

リードノマルフ. イシレットノ 4 イフ.
スロットルワイヤ

計 3831 3 

そ の 他 エンジン!件11 137 

エンジン本体令官十 1, 247 2, 510 134 212 4, 1031 

長 前h 吉日

11l , 475 | 
伝 動 車曲

伝動車山ケース
グラッチケース
グラッチドラム 371+2 16 389 

伝動車I~ 主車Ib 受受環H J中\間車IU
スイ ル 78+ 189 267 

640 16 2, 131 
顎 日11 歯 車 ，中"日、 161+3 164 

駆動歯車 23 23 
11 事由 10 10 

被が動車111歯軸受車
11 車由
N 軸軸受 8 25 
計 1641 25 81 426 

刈払忍部
鋸 歯 43 432 

刈 JJ. 受押 板 78+68 46 192 
庁 え板 56 56 

締結ボルト，ナット 36 36 
言十 634 82 716 

ハンドノレ昔日
ノ、ン ド ノレ 401 401 

P ド言十釣止金金具パン 具
401 401 

総 1, 812 4, 038 240 



刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内) - 63 ー

(Continu巴d)

i主 軽合|鉄鋼|ずつ'ャ安ト|その他|計 llu~I~:…AMA 3 注

420 16 4 4401|(鋳鉄値フイナ入30中申Ib
558 77 635 込ポノレト 受:J'l: 2

シール 2 含む

21 506 

101 101 
978 586 114 41 1, 682 

194 194 

194 194 
216 216 g シューフイニング付

ファンホイル取付
216 216 
23 384 407 マグネトケース

186 1864 [N フ.ラグソケット，コード，スイ
ァチ，コンデンサ，コイル含む

29 291NGK C-6H 
23 599 622 
54 14 68 スタータホイル

116 15 131 
170 29 199 

334 334 キャップ含む

76 76 
76 334 410 

349 349 京i兵精機 P11C7

なし

349 349 
136 160 グフッチケース付-属24 

1, 948 1, 713 167 41 3, 832 

(中間…グ防振ゴム被 584 584 両端溶接12φ 中空
覆ハンドル取付金具，ネッ
ク取fF金具，スイベル止金
具， ラム

578 170 キー，同ベアリング ノ1.- 25X20.8具φ 
304 3 307 イベル止金十l

176 176 
36 36 ールベアリング両シール

882 796 3 170 1, 851 

524 148 53 ギヤケ ス保護板グ
726 ボールベアリン l 個付
154 

211j吋凡ポ2日5 ルベアリング 1 個付
5241 5131 53 1! 1, 091 

255X 1.25X80 515 特製鋸

58 58 
135 

3861市7刷0耳制I一一一一一読3353 3 1 ii{ 柄付スロット/1.- νパ-1寸

385 

3, 739 
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Table 8. (つづき)

区 名 称、 軽合|鉄鋼|ボルト，ナット|その他| 言十| ワッシャ類

シ リ ソダ シ リ ンダ 415 11 8 434 

ピス ト ン グラングケース
490 48 538 
373 70 443 

グラシグケース グラングシャフト，コンロット
523 27 550 ピストン

シリンダカパー
128 128 
15 7 22 

言十 1, 421 523 163 B 2, 115 
排気装置 マフ フー 356 356 

マフラーカノぞー

言十 356 356 

駆動装置 グフッチシュ，タ叩スフ。リング 332 35 367 
シューホノレ

計 332 35 367 

電気装置 フライホイノレマグネト 601 15 616 

断続器 コンデンサ
スイッチ

230 230 

スノ司ーグプラグ 27 27 
601 15 257 873 

始動装置 スタータホイノレ，スタータ 81 81 
ファンホイノレ

ファンカノ守{ 169 15 184 

計 169 81 15 265 

燃料装置 燃料タン取グ付本板体 624 624 
タング
ストレーナ 71 71 

71 624 695 

気 イヒ 器気 イヒ 器 379 6 385 
リードパルプ

33 60 93 
インレットノ4イフ.

スロットルワイヤ

音「 412 60 6 478 

そ の 他 エンジン依11 174 174 

エンジン本体合計 2, 073 2 , 751 234 265 

長 事由 音E 伝 動 車由 1, 269 1, 269 

伝動車IU ケース 1, 314 53 1, 367 
グラッチケース 740 740 
グラッチドラム

伝ス動Mイ車11ベl中主間ル軸iliUl受環受
言十 2, 054 1, 269 53 3, 376 

顎 音[1 的I 車 t首 92 24 116 

駆動歯車 248 22 270 
fI 車th
H 申Ih ;I;th 車受
被動歯 616 31 647 

fI 車由
/ノ 軸車曲受

言十 340 640 53 1, 033 

刈払忍部 鋸 歯 483 483 

刈忍受板 84 
fI 押え板 79 

締結ボルト，ナット 37 37 

計 646 37 683 

ハンドル部
ハン ド ノレ 583 583 

が 釣止金金具
パンド 具 122 24 146 

計 583 122 24 729 

総 計 5, 050 5, 428\ 401 265[ Jl, 144 



刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内) ~ 65 一

(Continued) 

i主 [軽合|鉄鋼 1;JJ，jF|その判計 l 注

499 39 538 

ベアリング含含む 271 67 338 
ベアリングむ 472 37 509 

f 615 
9 9 ボールベアリング l 含む
17 632 カム

41 41 

1, 283 615 169 2 , 067 
305 305 
85 85 

390 390 

175 36 211 

175 36 211 

36 467 503 ケース

34 12 184 230 

54 54 
36 501 12 238 787 

67 67 
151 151 
11 11 

232 232 
461 461 

105 12 230 347 タンクホルダ含む
50 50 

51 51 
51 155 12 230 448 

392 392 スロットノレワイヤ含む

392 392 

138 11 149 

2, 223 1, 974 240 468 4, 905 

1, 136 1 ， 136i{ グラッチケース，同ベアリン
' グ，グラッチドラム含む

754 47 801 中間ベアリング 3 個含む

78 44 122 ギヤケース止金具合
832 1, 136 91 2, 059 

62 8 70 
11 233 止ナット含む

101 101 リングギヤ，シャフト

230 

615 19 634 

483 483 
72 72 
37 37 

18 18 
592 18 610 

(スロットノレワイヤ 623 623 スロットルレパー含む
レパー含む 96 96 

158 54 212 
41 41 

158 760 54 972 

3, 213 5, 077 422 4681 9, 180 
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Table 8. (つづき)

区 名 称 軽合|鉄鋼|ずつ品ツト|その他|
シ リ ンダ シ リ ンタ 499: 39 538 

ピス ト ン グラングケース
271 67 

847 
472 37 

クラシタケース グラシグシャフト，コンロット
615 

9 
641 

ピス ト で/ 17 
シリシダカノ守一 41 41 

計 1, 283 615 169 2, 067 

排気装置|マフフー 304 304 
マフラーカノξー

計 304 304 

駆動装置|タフヅチシュスプリング 163 15 178 
シューホノレダ

言十 163 15 178 

電気装世 フフイホイノレマグネト 36 467 503 

断続器 コンデンサ
コイル

34 12 184 230 

スノぞーグフ.ラグ 54 54 
言十 36 501 12 238 787 

始動装置 スタータホイル，スタータ 67 67 
ファンホイノレ 151 151 

ファンカノ守一 11 11 
232 232 

言十 461 461 

燃料装置 燃料タン取グ付本板体 502 502 
タング
ストレ{ナ 76 76 

計 76 502 578 

交t イヒ 器
気 化 器 314 314 

リードノぞルフ. インレットノ 4イプ 15 15 
スロットルワイヤ

329 329 

そ の 他エンジン脚 220 220 

エンジン本体合計 2, 185 2, 305 196 4, 924 
長 前h 背[1 伝 動 制l

伝動紬ケース
2, 236 

グラッチケース

グラッチドラム

伝ス動庁イqi(bベ中:主間ル軸qi由環受受
計 2 , 236 2, 236 

顎 部歯 車 箱
75 25 
41 6 

駆動歯車
1/ 車曲
F 車帥由受車

944 

被動歯
1/ 車由
1/ 車由軸受
計 1, 060 31 1, 091 1 

刈払忍部 鋸 歯 522 522 

刈忍受板板 42 42 
11 押え 49 4Y 

締結ボルト，ナット 20 20 

計 613 20 633 

ノ、ンドノレ部 ノ、ン ド ノレ 438 100 9 6 553 

M 釣止金金具 219 78 297 
パンド 具 78 26 104 

計 438 397 113 

計 2, 623 6, 611 360 9, 838 



刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内) - 67 一

(Continued) 

?主 一
計

一
他

お
一
の

k
r
陀l

B
一
ト

一
一
ツ

I

一
ナ
類

H
一
'
ャ

C

一
ト
シ

A
一
ル
ッ

T
一
ボ
ワ

引
扇

一
会
口

一
軽

注

541 23 564 

575 130 705 

540 540 

1, 116 540 153 1, 809 
166 166 

166 166 

186 186 

186 186 

515 13 528 

199 199 

54 11 65 目立 Halox B46 
768 13 11 792 

96 83 179 

255 255 シリンダカパー含む

96 338 434 

36+ 16 520 ホルダー含む
468 
87 87 ノ号イプ含む

591 16 607 

(ダイヤフフム式スロットルワイヤー{寸 437 437 スロットノレレパー付付京i兵精機気化器
11 ワイヤー

437 437 

87 
1, 649 2, 676 182 11 4, 518 

1, 380 ギヤケース締金具付
ハンドノレ止金具 l 両端ニードルベアリング 2 付
グラッチドラム同止ナット，
ワッシャ 32φ含む 414 12+ 15十 15 456 

ドラムベ，シアャリフントグ，先端平歯車
294 294 (ボール 2，カラー含

む

414 1, 674 42 2 , 130 
1 ギヤーケース締護具合む 228 66 295 一一ドル含む
1 ギヤケース保板

37 4 41118 
36 36 ベアリング

36 36119 
36+95 131 ボールベアリング

228 240 70 539 
460 460 
95 95 
78 78 
20 20 

653 653 
444 444 
112 30 142 

48 48 
556 78 634 

2, 847 5, 321 294 121 8, 474 
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Table 8. (つづき)

区 名 枚、
軽合|鉄鋼 lfOL釘ト|その他|

1ノ リ ンダ シ リ ンタ 429 16 445 

ピス ト ン グラングケース
56 

632 
231 20 

グランクケース グランクシャフト，コンロット 537+1 11 549 
ピス ト てノ

シリンタ.カノξー 83 83 
百十 429 1, 177 103 1, 709 

排気装置 て'( フ フー 195 195 
マフラーカノミー

言十 195 195 

駆動装置 グフッチシュ，スプリング 216 216 
シューホノレダ

計 216 216 

電気装置 フフイホイルマグネト 28 388 2 

断続器 コンデンサ
スイッチ

6 178 184 

スノξータフeラグ 29 29 
計 28 394 209 631 

始動装置 スタ{タホイノレ，スタータ 127+79 206 

ファンホイル
ファシカノξ ー 112 31 143 

318 31 349 

燃料装置 燃料タング本体 349 349 
タング取付板
ストレーナ 89 

言十 89 349 438 

気 化 器 気 {ヒ 器
370 3 386 
13 

リードノミノレフ. インレットノそイフ.

スロットルワイヤ
言十 383 3 386 

そ の {也エンジン!則 192 6 198 

エンジン本体合計 1, 247 2, 523 140 212 4, 122 
長 車IH 昔日

伝 弱J 車由

伝動車10 ケース

グラッチケース 586 11 6 603 
グラッチドラム 281 12 293 

伝動車10 主軸 F受環~ ι 104 13 117 
庁 中間車由
スイベル 66 5 711 

言十 586 1, 847 36 2, 469 

頚 部歯 車 箱 435+30 78 543 

駆動歯車 193 l 194 
11 車曲
H 車由車由受車
被動歯 72 72 

11 車由 200 10 210 
11 軸車由受

言十 465 465 89 1, 019 

刈払~部 鋸 歯

刈~受板 23 23 

11 押え板 40 40 
締結ボルト，ナット 32 32 

言十 63 32 95 

ハンドル部 ノ、ン ド ノレ

F 釣止金金具 323 84 407 
パンド 具 53 16 69 

計 323 53 100 4761 

総 言十 2, 621 4, 951 397 212 8, 181 



メIJ払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内) - 69 ー

(Continued) 

� 軽合|鉄鋼|ずつ品ツト|その他|計 i主

12 640 

502 
34 925 

580 

161 B 169 
1, 5191 741 54 2, 314 

402 B 2 412 

402 8 2 412 
430 4301 

430 430 

681 503 11+3 585 

11 213 224 

54 54 
68 503 25 267 863 

8 
167 14 

166 25 
415 47 

493 30 

66 
66 493 30 589 

4円~I-I 61-f~ 

442 6 21 4501 

1621 1 1 162 

2, 5101 2 ， 731川1 1401 30 川 5 ， 682

トオ-ノルレへアリンググ列ヲ1 8印80ω1 1 8801 , 
ス止金具J" 、 ノソ グ 1 1 uuvl 1 vWlfギヤケース取付金具(アルミ)(科ケト一-
中間ベアリング 3 1 1 1 H駆動歯車部，ボールベアリン
グラッチケース止金具合む 1 4751 1 1 1 4751lグ l

スイベル環含む

ポールベアリング 2 含む

(ボールベアリング2，中間カ
ラー l 含む

キー 2 ， プッシュ l 含む

(中間ベアリング3{忠士ばム
56~ ~ 570K スイベル用ゴム環 2付

jiI413:[
491 7 

51 

451 43 
433 

{|+ 
45 

38+65 
35 

743 45 

3;ijJJ30:2 

|グラッチド{ボ{ル
、ラム，同 iベアリング l 含む

321 
2 , 246 

603 

56 

52 

711 
433 

217 

103 
35 

788 
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区 4 名
シリンダ|シリンダ

ピス ト ン|グラングケース~~è

グラングケース| クランクシャフト，コンロット
ヒストン
シリンタカノξー

言十
誹 装置|亨ーすーフー

マフラーカノミー

一一一一註
駆動装置|グラッチシュ，スプリング

シューホノレタ

計
電気装置|フライホイルマグネト

コイル，スイッチ
断続器 一コンデンサ
スノξ二一グプラグ

計
扇動装置「スタ -17 ォ、イル，スタータ

ファンホイノレ
ファンカノごー

計

粉、

Table 8. (つづき)

l-IKEGAMI  Bω 

軽合|鉄鋼|計よ二五ツト|その他| 計

628 12 640 

891 34 925 

580 ハU
Q
U
 

に
d

、
‘t
p
S
E
J

14 292 

681 503 14 585 

11 213 224 

54 54 
68 503 25 267 863 

82 8 90 
167 14 181 
166 25 241 
415 97 512 

493 30 523 

66 66 
66 493 30 589 

247 247 

38 2 46 

燃料装置|燃料タンク本体
タング取付板
ストレーナ

計
化器!気化器

リードノさノレプペ インレットノ 4イプタ
アダプタ
スロットルワイヤ

計
の 他|エンジン脚
エンジン本体合計
軸部|伝動車曲

伝動車由ケース

グラッチケース
クラッチドラム
伝動車由主軸受
川 中間軸受
スイベル環

計

昔日|歯車箱
駆動歯車

P 車曲
P 軌軸受
被動歯車
庁 車由
F 軸軸受
計

刈払五L 昔日|鋸 歯
刈宣之受板

F 押え板
締結ボルト，ナ y ト

計

気

そ

長

頚

ハンド ~v 部|ハンドル
庁 止金具

ノミンド釣金具

宜
主主 計

」
軍
司

回
日
一
一
一
筋
一

一
一
一

6
6

一
四
百
一
川

m

m

一
山
一
価

4851 _____;.:_J_笠| 1~I-一一一I~主
6691 101 481 21 729 

641 11 65 

262 17 279 

6691 336 66 2 1, 073 
477 477 
107 107 

52 
26 

52 584 26 662 

782 782 
326 65 391 

135 22 157 
326 917 87 1, 330 

1, 532 4, 961 191 2 6, 686 
3, 885 7, 570 401 358 12, 214 
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ヰ
王

j主

44 司 3 シュー，ライニングイ寸
1371 ファンホイル取付

5711軽合金マグネトケース

541HIT ACHI HALOX 
87司スタータホイル

iiーキプ含む

2Z|云id二;
I{ 叶 8\{オイルレスメタ恥μノル川L

~I 3お361 It '8白21
;1( :1[ i 5ト|同除hボ小い…一サルバべア…リり川ンげグ 両シ一/ルL 

1 ， 047η1 844引 2221 24，旬引 2, 156 
一三二l一一三二，，1一一一つ一二三'7オ子 J t.-.ンーノレベアリング l

υノ" リ ~V，山lケース保護板含む

lMARm MA2  

軽合|鉄鋼 ltL7l二事ツト|その他|計

Q
J
 

必
宝

Q
U
 

フ
長
ァ
‘
勺
，

h

ヲ
み
受

'
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φ

格
引

J

I
H北
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7人
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一
'
本
(
-
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ノ

ナ
ト
2

ト
。
、

イ
ル
各
ル
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ラ
ボ
用
ボ
ハV

鉄
込
一
込
用

鋳
値
ラ
植
軸

l
J
1
a
t
'
E
f
t
-、

638 16 

96 

g シュー，ライニング付
ファンホイール取付

444 

440 
1201 17 
5601 17 

681 503! 

2481 

54! 
681 8051 

軽合マグネトケース

HITACHI45 

プラスティッグ製キャップ
フィノレター

京浜精機PIIC7V

グラヅチケース付属

伝導紬，主軸受中間 '11111受含む

スイベル軸受含む

213 

句
，aq

u
 

q
υ
 

、
‘
，
a
冒
P
1
・
，

J

5971 629 46 
天龍製鋸 255X 1. 25 X 80 

671 
32 
32 

スロットルレパーf寸，ゴム柄1 390 

11 6白55司|防鋳鍬鉄肘ライ叩5
9451i 植込ボノルレト軸受 2

Il シール 2 含む

2131ボールベアリング 2 含む

ボールベアリング l 含む
337 

1. 272 

5151f 日特製鋼
6011 255x 1. 25 x25. 4x80 
961i呆護板含む
321 

7031 

390コeム柄付， スロッ，卜ノレレパー付
2601 
100 
750 

ぷlA713;;1311山
51 
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Table 8. (つづき)

区 名 称 軽合|鉄鋼 lffよ'ャ釘ト|その他| 言十

シ リ ンタ γ リ ン タ 549 14 7 570 

ピス ン グランクケース 652 64 716 

グラングケース グラングシャブト，コンロット
516 516 

ピス ト ン

シリンダカノξー 13 13 
言十 1, 201 529 78 7 1, 815 

排気装置 てミF フ フー 395 
395 

マフラーカノミー

計 395 395 

駆動装置 グフッチシュー，スプリング 183 183 
シューホルタ 64 36 100 

計 247 36 283 

電気装置 フフイホイルマグネト 506 22 528 
断続器 イノレ，スイッチ

コンデンサ
276 8 284 

スノ 4ーグプラグ 54 54 
276 560 30 866 

始動装置 スタータホイル，スタータ 52 52 
ファンホイノレ
ファンカノミー 232 232 

言十 284 284 

燃料装置 燃料タング本体 649 649 

タンク取付板
ストレーナ 85 85 

85 649 734 

気 化 者3
リードノミノレブヘインレットノぞイプ

327 327 
アダフタ
スロットルワイヤ

言十 327 327 

そ の 他 エンジン脚 138 13 151 

エンジン本体合計 1, 889 2, 802 157 7 4, 855 
長 車由 部伝 動 車由 581 581 

伝動車Ih ケース 742 114 856 

クラッチケース 377 50 427 

グラッチドラム 157 157 

伝動車Ih 主軸環受受 2 2 
N 中間車由
スイベル

計 1, 119 738 52 114 

頚 部歯 車 箱 78 68 25 171 

駆動歯車
11 車由
N 車帥由受車 592 592 
被動歯

11 車由
11 車由軸受
計 78 660 25 763 

刈払延部 鋸 歯 468 468 

刈主主受押 板 71 71 
N え板 39 39 

締結ボルト，ナット 180 3 183 

計 758 3 761 

ハンドル部 ハン ドル 618 618 

N 釣止金金具 157 55 54 266 
パンド 具 44 44 

計 157 717 928 

総 計 3, 243 5, 675 121 9 , 330 
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j主

ー

一
計

一
山
巳i
 

一
の

孔
一
w
ぞ

J

l

 

B
一
ト

Q
M一
ツ一

ナ
類

N
J
ャ

1
7
ド
・
シ

B
一
ル
ッ

O
一
ボ
ワ

R
一7
1
一
鋼

一
鉄

一
ム
口

二
軽

J主

{鋳鉄シリンダブイナ入 40φ 629 15 91 653 インレットノ 4イ受プ付2, 43.込0中ボ
(植込ボ川軸 , 1, 000 90 1, 090 (植 ルト，軸受2，
シーノレ 2 含む シーノレ 2 含む

39 619 

82 82 
1, 629 662 144 91 2, 444 

158 

158 158 
3 シュー，フイーングi寸 328 6 シューフイニングなし

35 2 枚
363 363 

ファン兼用 895 12 907 ファンホイノレ兼用
(フアンカ州問通 423 18 441 フーラグソケット， スイッチ
コード付 27 27 N G K  C-7HW 

1, 345 30 1, 375 
116 116 

405 12 417 
116 405 12 533 

{キャッフ含むタング取付板含む 660 660 
ビニールパイフ，O lOcm含

60 60 
60 660 720 

462 462 アマーノレ式二国工業製MーII
(三国工業製アマールMー11 31 32 リードノξルプ付リードノミルブなし

493 l 494 
グフッチケース付属 173 173 エンジン付属

2, 298 3, 766 186 101 6 , 260 
8φ 1, 146 8 1, 154 12φ 
(即間 ツション
中ベアリング26X 21. 8φ 1, 070 1, 070 

中間ベアリング 3 個含むベアリング含む
15 

871 ポールベアリング 1 含む662 24 
203 203 

スナップリング

1, 902 1, 349 47 3, 298 

Hネケ云ツグ角ケ度可変 28 
759 ボールベアリング l 含む導軸 ース取付む金具付 511 44 

ース保護板含
256 ケース，ベアリング l 含む

も

320 ポールベアリング l 含む

687 576 72 1, 335 
{山本特殊精銅製 474 474 (大日本製鋸製

255 X 1. 25 x25. 4X 80 92 92 255 X 1. 25 X25. 4X 80 
85 85 

37 37 
651 37 688 

スロットルレパー付，鋼管製 597 597 スロットノレワイ合ヤ付む
372 48 50 470 ゴムグッション
124 124 

597 496 48 501 1, 191 
5, 48 41 6, 838 390 60112 , 772 
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Table 8. (つづき)

区 名 枚、 軽合 l 鉄鋼 lfO品、ノト|その他|
シ リ ンダシ リ ンタ 588 47 3 638 

ピス ト ン グラングケース 977 143 1, 120 

グラングケース グラングシャフト，コンロット
831 10 841 

ピス ト ン
シリンタ.カノミー 531. 53 

言十 1, 618 831 200 3 2, 652 

排気装置 マフ フー 334 
334

1 マフラーカノミー

言十 334 334 

駆動装置 グフッチシュ，スフ.リング 286 286 
シューホルダ

計 286 

雪電気装置 フフイホイルマグネト 38 455 9 

断続器 コイノレ，スイッチ 209 
コンデンサ

スノ 4ーグプラグ 53 53 
言十 38 717 9 764 

始動装置 スタータホイノレ，スタータ 94 4 98 
ファンホイル 216 28 244 
ファンカノミー 340 340 

650 32 682 

燃料装置 燃料タング本体4長 414 414 
タング取付
ストレーナ 83 83 

計 83 414 497 

気 イヒ 器 気 化 器 409 409 

リードノミルフ\ インレットノミイプ
31 31 アタ'プタ

スロットルワイヤ

計 440 440 

そ の 他エンジン朕11 156 156 

エンジン本体合計 2, 829 2, 738 241 3 5, 811 

長 車由 部伝 動 事由 752 753 

伝動車由ケース 592 592 

グラッチケース 468 468 
グラッチドラム 164 164 

伝動物h 主軸環受受 107 5 112 
H 中間軸
スイベル 19 19 

592 1, 327 6 183 2, 108 

頚 部歯 車 手首 517 51 568 

駆動歯車
116 3 119i 

1/ 車曲

1/ 軸軸受

被動歯車
120 120 

1/ 軸
1/ 軸車由受

言十 517 236 54 807 

刈払忍部 鋸 歯 483 483 

刈 w.受押 板 68 68 
M え板 37 37 

締結ボルト，ナヲト 25 25 

計 588 25 613 

ハンドノレ部 ノ、ン ド ノレ 373 373 

パンN ド釣止金金具具 236 46 6 288 

62 B 70 

計 609 62 54 6 731 

総 計 4, 547 4, 951 380 192 10, 070 
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(Continued) 

j主 l MI 日……N則I 叫O
軽合|鉄鋼|防f釘fつ;，二ヤ長釘ツ ト|ヤ防そ初の他州| 計 | 注

鋳鉄シリンダフイナ41.0φ 654 
11 673 鋳(植車鉄Ih込Z手ラ2ポ.イノナ入4 1. 0φ 

ベアリング 1，シール2 960 1. 122 レ卜， シーノレ
事Ih受.含む

(ベアリング1グ2合カ含金ーむ使, ピストンリン ノオラン 842 
スウエイト鋼 用

55 55 
1, 669 828 194 11 2, 692 

366 366 

366 366 

3 シュー，フイーング付 325 (スプリング重錘269 56 
ファンホイル兼用 117 25 142 ライニシグ

386 25 56 467 

マグネトケース 36 456 492 マグネトケース
(コイル，コンデンサ，フレー
力一体，アノレきベース組立 201 201 (ソケット，スイッチ，コード，

コイル含む
NGK  B-6 56 56 

36 713 749 

(スタータホイノr-.，フフイホイ 98 "(スタータホイノレ，フフイホイ
ルマグネトピス止 217 217 ルマグネトピス止

287 29 25 341 
602 29 25 656 

ピエーノレノ 4 イプ{、l 674 674 (キャップ，取史凸板
取付ボルト l む

67 67 
67 674 741 

(ニ国アマーノr-. M-l1 304 304 (二国 ~レMー11
スロットルワイヤート1・ ピニールパイフ'1Ocm付

リードベルプなし
リードパルフキなし

5 94 99 
304 5 94 403 

グフッチケース付属 265 265 エンジン付属
2, 678 3, 266 244 151 6, 339 

10φ 1, 209 

711 4 
ニート勺レベアリング 2 含む アルミニウム 金

710 71O!焼結合金 3 個合含む
銅合金製 176 176 

ゴム，プッシュ 2 i同
1, 421 1, 385 4 2, 810 

(一ードルベアリング 21含む
ボーノレベアリング l 288 69 357 

46 46 
80 2 82 

13 
67 99 胞金メタル

ボールベアリング 1 含む 41 41 
93 93 

74 
711 67 

{関西鋼業 554 東海製鋸
255X 1. 25X 17. 3x 80 

182 
136 

23 
872 23 

(スロットルミー付 453 スロットルレパー付
ゴム柄{寸 171 ゴム柄付

112 
624 112 

5, 011 6, 001 408 
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Table 8. (つづき)

区 名 称 経 合 I 鉄 鋼 I ボワルッシト，ャ類ナット I その他 I 計

γ リ ンタ シ リ ンタ 588 47 3 638 

ピス ト ン グラングケース 977 97 1, 074 

グランクケース グランクシャフト，コンロット 831 10 841 
ピス ト ン
シリングカノξ{ 53 53 

1, 618 831 154 3 2, 606 
排気装置 マフ フ{ 253 12 265 

マフラーカノぞー
言十 253 12 265 

駆動装置 グフッチシュ，タ事スプリング 506 42 548 
シューホノレ

b06 42 548 

電気装置 フフイホイルマグネト 38 455 9 502 
コンデンサ

断続器 スイッチ，コイル 209 20 229 

スノそーグプラグ 53 53 
百十 38 664 9 73 784 

始動装置 スタータホイノレま fこはスタータ 94 4 98 
ファンホイル 340 44 384 
ファンカノミー 216 28 244 

言十 650 76 726 

燃料装置 燃料タング本体 397 
46 616 

タング取付板
ストレーナ 63 63 

63 570 46 679 

気 イヒ 器 気 化 宮出 342 342 
リードノξノレプまた』まインレットノミ
イフ.

スロットルワイヤ

言十 342 342 

そ の 他エンジン IJ主11 225 225 

ェ γ ジン本体合計 2, 711 3, 049i 339 76 6, 175 

長 車由 部伝 動 車IU 1, 122 1, 122 

{云動車111 ケース 591 34 625 

クラッチケース 887 887 

グラッチドラム

伝ス動イ川 ベ車由中主ノレ間申制iP11I1lll受受受
1, 478 1, 156 2, 634 

頭 部歯 車 1白 485 
75 

駆動歯車 304 304 

" 車曲 iplII受

被動歯車 330 330 

" 車出

" 軸軸受 1, 087 32 1, 119 

刈払?a部 鋸 歯 522 522 
刈五L 受板 41 41 

!I 押え板 51 51 
締結ボルト，ナット 19 19 

言十 614 19 633 

ノ、ン「ル部 ノ\ン ドル 627 
(221 7 1, 044 
100 

庁 釣止金金具 104 104 
パンド 具 77 25 

計 627 502 114 }4i .~，~~~ 
総 4, 816 6 , 408, 5041 90' 11 , 818 
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(Continued) 

i主
|IRINO  Sl 齢|鉄鋼 lmv|その他| 計 | 注

588 47 3 638 
681 

367 72 439 

10 841 

53 53 
1, 618 831 200 31 2 , 652 

491 491 

491 491 

特殊遠心グフッチ 168 44 212 

168 44 212 

36 455 491 

スイッチ 21 209 230 

53 53 
36 455 21 262 774 

94 4 98 
216 9 225 

312+28 28 368 
650 41 691 

116+ 
タンク取付金具 51 

12 231 410 タンク取付金具

59 59 
59 167 12 231 469 

421 421 スロットルワイヤ，スロットノレ
レパー含む

421 421 

186 199 

2, 784 2, 298 3311 496 5, 909 

「、ンドル金具 l ) 1, 181 l 山駆動ギヤ側ギヤケース}含む
グラッチカップリン含む H ギヤ
グ中間ベアリング 2 1, 404 1, 404 

中間ベアリング押えパンド 2 779 33 ベグラッチドラム含む
伝導4ilb カップリング含む

158 303 47 508 ギヤケース締具
93「 二.888 80 3, 905 

21 21 

ボールベアリング 2 含む

ボールベアリング 2 含む (ぺ133:t被被動ギヤ133 31 動側ギヤケース含む
601 60 

645 21 666 

483 483 
143 143 
65 65 

19 19 
691 19 710 

(ゴム柄 2 付
ス戸ットルレノミー 646 15 661 

99 89 56 244 
78 78 

99 813 71 983 

3, 820 7, 335 522 496:12 , 173 
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区分|名
シリンダ|シリンダ

ピス ト ン l グラングケース

グラングケース| グラングシャフト，コンロット
ピストン
シリンダカノ守{

排気装 l萱庁ヂ;フー
マフラーカノ 1ー

計
駆動~ Iﾑ:I !l '7 す亨シュ，スヲリング

シューホルダ
青|

電気装置|フライホイルマグネト
コンデンサ

断続器
スイッチ，コイル

スノミーグプPラグ

計

称 |軽合 lJLT!??!主!|;ム|計

始動装置|スタータホイルまたはスタータ 14 

ノゴ

ヌL

ファンホイノレ
ファンカノミー

計
燃料タンク本体
タング取付・板
ストレーナ

器|気化器 11 
リードパルプまたはインレットパ1 ~ 
イプ IJ 
スロットルワイヤ

他|エンジン脚
ンジン本体合計
部|伝動車tlU

伝動車由ケース

クラッチケース

クラッチドラム
伝動恥h 主制受

N 中間mlU受
スイベル事Ih 受

一一i1i­
歯車
駆動樹

被動

燃料装置

レ
]

，
a
什
a
E

そ

長

の
一
ェ
一
軸

頚部 箱
車
車IU

車由軸受
歯車

車Ib
軸軸受

計

71 85 

計

ツ

歯
板
板
ナ
一
ル
具
具
一

j
味
'
一
金
金
一

霊
拘
ト
一
ト
上
!
一

ル
計
一
]
計
一

双
ボ
一
ン
ト

庁
一
結
一

H

ン

鋸
刈
締
一
ハ
パ

部
一
部

一

i
v

立
一
ノ
総

'
A

一

4
τ

一
ン

J
P

一
ノ

98 

98 

3, 103 
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I主 注
N 1 KKAR 1 F 2 

|軽合|鉄鋼 lffよ品ツト|その他|計
~lf鉄ライナ 39.8φ

{ベアリング 2jAむ
シール 2 J 凶

3 シュー，ライニング付

ファンホイノレ兼用

ファンカパー取付板と共通

中

2

U山
グ
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。
h

シ

Q
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目

刊
に
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径
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f
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一7
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J
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4
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一

2
l
q
u
7

一

2
5
0
7

一

r

1

1

1
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l号| :liーさ|プラグソケット付
川リコイルスタータ，マグネトケ

1 1 1 J lj「用スプリング … 1 円リップ，スタータロープ含む

フライホイルマグネト取付

二国アマール Mー11

リードノミルプなし

グラッチケース付属

!oc� 
腰当グッション，引抜鋼管
(グラツチドラム t申制附l引11峨!
ベアリング l 合む

ギヤケース保護板
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排気容量 20cc グラスのもので、は，エン

ジン部重量 4kg 前後で，とくに後者の

機種の全体重量は 7~8kg 程度におさま

林業試験場研究報告

者F気容量jsJC

調F 蚕

40 気呈

容さ

30 量主
ι 

- 82-

排気容量 50ccっているのがふつうで，

グラスの刈払機のうちで重い機種に比ぺ

ると，その全体重量がほぼ半減するよう

な傾向をみせてし、ることをうかがし、しる

ことができる。

mm 
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る
このことは，大きな衝撃荷重のかかり

がちな地ごしらえ作業用としては， 40~ 

ジンを装備した刈払機が必要とされるか

もしれなし、が，ふつうはあまり大きな負

荷のかかるはずのない下刈作業用として

40cc 程度の排気容量の小

さいエンジンを装備したより軽量にして

より低廉な刈払機で，将来は十分間に合
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うようになるものと推測できるようにお
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もわれる。

刈払機鋸断性能試験装置

(Fig.23-a, b; Fig.24) 

4. 

全体重量

/3 

/2 

'
'
内

U

王
町
一
心
主

海外の林業国をみわたしてみて，各種

造林作業のなかでも主要な作業のひとつ主 9

r
 

E
 

4
L
 

ι
ι
 u

 

量

S
C

量
宍

J
h

部
品
明
冶
時

"
4
0
働
時

工
/
量

b

γ
i

ぽ
d

、q
H

ロ
供
法
拘

?
九
哨
寸
・
叫

-
凶
の

W

4
s
i
J

ハ
妥
も

百
融
凶
唱

G

r
'
O

量
貼
四

d
e
'ヨ
〉

L
L

一l

一
重
一
戸

n

v
r
J

恥
一
体
一
2

・m

ノ

-
\
M
4
9
A
2
2
m

・
ほ
m

B

F

d

 9
+
L
 

O
 

ヲ
t
ρ
l
v

n
 

t
 

u
 

o
 

とかんがえられる地ごしらえ，下刈作業

に，わが国ほど 1 人用刈払機がひろく普
γOTAL 

量 e

及してつかわれている国はない。

2 の外国製の刈払機がわが国へ輸

入され，国産機とともにとの国でっかわ

れてはいるが，それらの海外機がその生

1 , 

産国でわが国ほど造林用につかわれてい

る形跡はなく，むしろそれら海外工業国

の，小なりといえども外貨獲得のための

e 

輸出品のひとつとして，刈払機需要のあ

るとの国むけに，本邦輸入商社の技術上

あるいは商業上の要請にこたえて，場合

によってはエシタン以外の部品をとの国

kg 14 13 
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で製作させるなどして，輸入されてきつつあるといっても過言ではない。

したがって，海外の林業国で，政府に関係する研究機関，大学，メーカなどの手によって，林業機械と

しての刈払機にっし、て，その性能などを試験研究し報告された例はほとんどなし、。

1欠記するよウな刈払機鋸断性能試験装置を試作してから，当場に対する海外からの林業関係見学者ある

いは林業機械メーカなどの本装置を見聞したものの国籍は，アメリカ，西ドイツ，オランダ，スウェーデ

ン，ソ連，ニュージーラン|ごなど数か国を数えるが，このうち機械化に意慾的な林業国のものが，この種

の試験装置に対してとりわけ関心をしめしたりしてきている。このような国は，現在わが国同様， ，萱林用

小形機械として， 1 人用問穴|侃機などの開発試用をすすめつつあっても， 1 人用刈払機については工業先

進国であってもまだほとんど量産していなし、国であって，将来その図の森林事情にみあった，ノ;J

の製作を計函しつつあるように感得されたりする』ふ、しもみられる。

筆者が考案した刈払機鋸断性能試験装置は， 1 人用肩掛式刈払機を実際使用に近し、姿勢で刈払木を刈払

い鋸断させ，そのときの刈払木の条件および刈払機の運転条件を，任意にしかも系統的に変化させて，実

際刈払鋸断時のエンジントルクおよび出力，エンジンおよび刈払双の回転数，刈払速度， (燃料消費量)

などを計測できるように設計したものである。この試験装置の主要部は，電動機および同動力伝達部，往

復運動変換装置部，刈Jム機用ェγ ジン戟荷台および長車111取 1寸部， トルクおよび馬力 411j出音11，メ1Jt.ム木繰出し

装置部， iti /J!lj部などに大可iIされる。

~lí:動機および同動力伝達持[1は，電動機に S 社製1. 5kw リングコーン無段変速装置付電動機を採用し，

その上部に電動機回転数の監視用として回転指示討を付置し，電動機から往復運動変換装置への動力伝達

f ......,,, ,,_ 14 14 、
にチェーン&チェーンホイール 2 紐{減速比一一・ l からなるチェーン伝動方式を採用し，この左¥. -.._--14 38 ! 

右 2 車IIのチェーン&チェーンホイールの聞に共通した 1 本のチェーンホイール 41111 に，爪クラッチをもた

せ，クラッチレパーの操作により，電動機から往復運動変換装ー置への動力の伝達を媛続あるいは切断し，

刈払鋸断時に過負荷のために刈払双が停止するような場合などに，安全装置の役割をはたせるようにして

ある。

往復運動変換装置部は，電動機から動力伝達部をへて減速された回転運動が，ます'7](平にセットしたト

ラパーサにったわり， トラパーサの一周せるi幕内をその軸方向のみに往復摺動するように強制されたこま

に，ラッグが回治され，このラックの往復水平運動(往復距離 45mm) によって，水平事111の一端にあるピ

ニオンを往復回転運動(回転角 17.5つさせ， このピニオンの水平車Ih一端の垂直面内における往復回転運

動を，その水平和hの他端にあるかさ歯車にったえ，さらに，このかさ歯車と 1 対をなす垂直事111の下端にと

りつけられた7l l Jのかさ歯車問比十)の その水平面内における往復回転運動(回転倒。)につた
え，この水平かさ歯車の回着された垂直軸すなわち左右回転車由の上端に，刈払機用エンジン載荷台， トル

クおよび馬力抽出部，長軸取付部が一体となって装着されてし、る。したがって，任意の刈払機を，エンジ

ン部と遠心クラッチ・長車111 ・頭部・刈払双などの作業機部とに 2 分割して，この試験装置にセットすれ

ば，セットされた刈払機はそのメIJ払翠を同一水平面内に保持しながら ， 35 0 の回転角で往復回転運動する

ことができるわけである。

電動機および同動力伝達部，往復運動変換装置部は一つの長方形の鋼製フレーム上にまとめて据え付け

られている。

刈払機用エンジγ載荷台および長軸取付部， トルクおよび馬力抽出部は，エンジン載荷台， トルクピッ
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Fig.23-a 刈払機鋸断性

Test equipment for cutting performance of brush cutter 
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Fig.23-b 刈払機鋸断性能試験装置

Test equipment for cutting performanc巴 of brush 
cutt巴r designed by the author (� plan). 

グアップ，回転抽出用プーリおよび

発泡回転計，遠心グラッチおよび長

'111iJ取付台などからなり， L形銅製フ

レーム上に一体となってとりつけら

れてし、る。エンジン載荷台は，上下

.左右・前後の微動が可能なもの

で，チェンソー鋸断性能試験装置に

採用したものと同様な構造で， L形

銅製プレーフ上に固定されたトルク

ピックアップ舶に対して，刈払機用

エンジンのグラング軸の心出しを容

易にすることができるように考慮さ

れたものである。発電回転計は， ト

ルクピッグアップ側方のL形銅製フ

レーム側方に張り出した鉄板上にと

りつけられ， トルグピックアッフ可liJ

の一端にある援み車IU継手のフランジ

を利用したプーリから，綿ベルトで

発電回転言村山にとりつけたプラステ

イッグ製プーリ(減速比 1 : 1) に

伝達され，刈払機用エンジンの刈払

鋸断中の回転数を抽出できるように

なっている。ここで，刈払機用エン

ジン載荷台および長紬取付部は，エ

ンジン取付わくおよび遠心グラッチ

取付板を被試験機種にあわせて，あ

らかじめ製作しておきさえすれば，

どの機種でも同ーの状態で，このL

形釧製フレーム上にとりつけること

ができるのが，この試験装置の大き

な特徴のひとつとなっている。なお，このL形銅製フレームには，その傾斜角を，各機種の正規の傾斜角

いいかえれば刈払双を水平にたもつ刈払機の姿勢に，微動調整できる傾斜角調整具をもたせられている。

また，この試験装置の往復回転運動がかなり高速となると，この刈払機用エンジン載荷台，長軸取付部，

トルグおよび馬力抽出部が定置されている L形鋼製フレームを往復回転運動させる垂直軸に，往復回転切

替え時に，かなり無理なねじりを生ずることが予想されるので，その予防用として，垂直回転車曲の左右に

ラパー製ストッパーをとりつけ，緩衝の役をはたさせるようにしてある。

上述してきたこれらの試験装置によって，試験しようとする刈払機を，この装置の住様にしたがってと



刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内)

りつけ，エンジンはそのメー

カの仕様にもとづいて各種の

回転数にスロットル調整して

丸鋸歯に回転運動をったえて

おき，この装置のリングコー

ン無段変速装置付電動機の回

転数を変速ハγ ドルで調節す

ることにより，角速度 0.039

~O. 47 radfsec , 刈払双の刈

払線速度70~750mmfsec (機

種によって長q!自の長さにちが

いがあるから多少の遅速があ

る)程度の実際刈払速度を，

被試験刈払機にあたえて，等

速刈払運動させることができ

る。

刈払木繰出装置部は，瞬時

に刈払鋸断される刈払木を，

刈払鋸断後に約 5mm ずつ垂

直下方に繰り I~，し，つぎの刈

払鋸断試験をしやすくさせる

(試験材のとりあっかいの手

間をはぶく)ことを主眼に考

案設計したもので，長さ 2m

余の任意断面の刈払木(本試

験では 4 x 4 ~9 x 9cm2 の

Fig.24 メIJtム機鋸断性能試験装置

Test equipment for cutting performance 

of brush cutter. 
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プナ角材を使JrJ)を， 2 組で一体となったグランプ付把持板で垂直方向に把持し， 1 形銅製まま箇[フレーム

の滑り面にだきっき，上下方向にスライドできるようになっている。すなわち， 1 形銅製設直フレームに

とりつけられた把持板の背面には，主ラックがあり，手動ハンドル付の主ピニオンで上下方向に大きく h

げ下げできるほか，この主ピニオン車dJにあるクラッチを切り換えれば，遠隔操作用のウォームホイールに

連動し，ついでウォーム，さらにそのウォーム軸の一端にあるラチェ y ト付高J] ピニオン，副ラック，操作

用ワイヤロープ，同操作レパーへとつながっている。したがって，この試験装置の無段変速装置付電動機

操縦用のスイッチの近くに操作レパーをセットしておけば，この試験装置の運転者がその操作レパーによ

って操作用ワイヤロープを適当量だけ手前にひくことにより，そのワイヤローフ.の先端につらなる副ラッ

グを下方にうごかし，ラチェットの作用で適当量だけ高J]ピニオンを回転させ，ウォ←ム&ウォームホイー

ルの作用で，回転伝達方向をかえて主ピニオンを回転させ，主ラッグを 5mm 程度垂下させることがで

き，ついでこれと一体となった把持板で保持される刈払木を，約 5mm 程度下方に歩出しできるわけであ
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る@

計測部は， トノレクピッグアップ(容量 2mkg) と発電回転計に有線で連接するトルグ計， 馬力言十， 回

転指示計， (電磁積算式燃料消費量計)を主とし，とれらはチェンソー鋸断性能試験装置に使用したもの

とまったく同ーのものである。ほかに，刈払双(丸鋸)の回転数を抽出指示できる R社製光電式回転抽出

部および閃回転指示計を使用し，刈払鋸断時のエンジンおよび丸鋸回転数を測定し，遠心グラッチによる

スリップの有無の検討に役だたせた。

なお，このメ1)払機鋸|朗性能試験装置は，とくに林業機械性能試験用としてつくられたコングリートプロ

ッグ製の，吸・排気および集じん装置をそなえた防音室内に据えつけられてある。

この刈払機の鋸断性能試験においては，上述の試験装置に，上述のように，与えられた任意の刈払機

を，それぞれまったく同一条件でセットし，刈払木には一定断面積の一定材質とみなされるフ・ナ角材をえ

らび，エンジン回転数は，刈払鋸断直前の無負荷時の状態で 3， 000~8， 000 rpm の範囲内で約 500 叩m ご

とに変化させ，刈払速度は，上述の刈払双線速度 70~750mm/sec (刈払刃すなわち丸鋸が刈払木を一挙

に刈払鋸断するときの鋸歯がメ1)払木を実際に鋸断している部分の中心の線速度)の範囲内で変化させ，刈

払双(丸鋸)には，いずれの機種も直径 10 in，歯数 80枚の歯の寸法・角度に大差のない新品の丸鋸を装備

させ， 4 x 4 ~ 9 x 9 cm2 の範囲のいろし、ろの断面積を有するプナ角材を刈払鋸断させることにより，あ

る機種の一定断面積の刈払木に対するあるエングン回転数のときの最大刈払鋸断速度をもとめ，あわせて

刈払鋸断11寺のエンジントルグおよび馬力，回転数なども計測して，機節目1)刈払鋸断能力の比較を司肯Eなら

しめた。すなわち，いままでまったく測定されたことのない刈払鋸断中の刈払機エシジントルグおよび出

力を計測して，メ1)払機の機械性能の基礎資料の獲得を容易ならしめるとともに，刈払鋸断能力の大きい刈

払機はある一定のエンジン回転数および刈払速度で，ほかの刈払機よりもより大きな断面積の刈払木を刈

Jム鋸断することができるの、し、かえれば，刈払鋸断能力の大きい刈払機は，一定断面積の刈払木を，一定

の刈払速度で，ほかの刈払機よりも低いエンジン回転数で刈払鋸断するととができる〕ことを‘たしかめ

1"ことができる。

5. 肩掛式刈払機の刈払鋸断性能

この試験では，刈払木や刈払機の刈払鋸断条件をいろし、ろ系統的に変化させて，実際刈払鋸断中の刈払

鋸断トノレグおよび出力を l当記記録させてし、るから，刈払木断面積が大きくなっても，刈払機丸鋸有効半径

のゆるす範囲内で，刈払木を瞬間的に一挙に刈払鋸断してし、るときのトルグおよび出力の変化がもとめら

れる。もちろん，エンジン回転数は，無負荷状態のとき，回転指示計の指示値によって，毎回，所定のと

ころに調節され，刈払鋸断直前の無負荷時刈払機駆動トルクおよび出力も記録されている。したがって，

この測定では，記録{直の整理から，無負荷時刈払機駆動トルク To および出力 Po， メ1)払鋸断平均トルグ

T および出力 P， 刈払鋸断持瞬間最大トルグ T m四および出力 P 制的 さらに平均正味刈払鋸断ト

ルグ Tc (=T-To) ， および出力 Pc (=P-Po) をもとめることができる。数多くの機種についてえられ

たこれらの値を通覧してみて，機種によってもちろんちがし、があるが，かずれの刈払機も，遠心グラッチ

・長軌・顎部・刈fム双という動力伝達系統にかなりの摩擦損失が予想されるように，無負荷状態で，刈払

機自体を駆動させるだけに要する仕事に，エンジンのもつ能力をかなりさいており，刈払鋸断に要する正

味の仕事は比較的わずかなものであることがわかった。すなわち，いずれの刈払機も To とくに九の値
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がかなり大きく ， T， とくに Po の値はかなり小さなものなので，それらの和であらわされる T (=To+ 

Tc) , P(=九+PC) を主とし ， To, To, Po, Pe さらに Tmarc ， P71叫a などを副として，この種の機械の性

能の比較検討をおこなうことにした。もっとも ， T=, P= はきわめて瞬間的でしかも衝撃的な記録値

で，メIJtム機エンジンの台上試験でえられた性能曲線表にしめされた値をうわまわる値をしめすことが多い

が，このことは，刈払機の;さ林地ごしらえでの使用法が，きわめて機械工学上苛酢なものであることをし

めす例証とかんがえてさしっかえなかろう。

またこの試験装置では，刈払速度を一定の等速運動としていろいろに変化させてあたえることができる

が，実際に刈払鋸断しているときの真の刈払速度は，丸鋸歯にかかる刈払木の抵抗が大きくなるほど長納

部が曲げられる度令が大きくなり，メIJ払木の丸鋸摘に対する最大刈払鋸断幅にいたるまでは与えられた刈

払速度より順次低下し，最大刈払鋸断幅の箇所をすぎて鋸断しおわるまでの聞に与えられた刈払速度まで

増加するとし、うきわめて瞬間的な変化のあるものである。この現象は，刈Jム木の|新面和が大きくなり，さ

らに刈払速度が大きくなるほどいちじるしくなるものである。しかしこの試験では，試験装置によって与

えられた一定の等速刈払速度とみなされるものを，実際刈払機作業時のふりまわし速度に相当するという

実用的な見地から，ここでいう刈払速度 Vr として，

試験結果のとりまとめに採用した。さらに丸鋸歯の

周速すなわち回転数は，試験直前のエシジンスロッ

トル調整によって，いろいろな回転数を一定として

与えることができるが，実際の刈払鋸断中は，この

与えられた回転数 N1 から順次低下し，最大刈払鋸

断帽の箇所iこいたって最低回転数 N2 となり，刈払

鋸断しおわるときには与えられた回転数にほぼもど

って刈払鋸断をしおわることになる。すなわち前者

と同様に丸鋸歯周述およびエンジン回転数も，実際

刈払鋸断中は与えられた周速より低下していること

になり，しかもそれがたえず変化しているものであ

る。しかしこの試験のとりまとめでは，前者同様に

PISTON 印SPLACEMENT 50 cc 

日RGU...AR SAW IOin dia. 60teeth 

P日!何日~SI司E印。=α院は.AR血W 79.4-82'7 n�sec 

{-一一一- 66'5~ec 
I -ーーーー一- 58.9cmノ‘ec

B凧JSHαπTING SPEED 1 _ ;;:;_::.:.:.:.よ1 -.._.._..- 50 担制 sec

、

'ν 

• T. P 

o Tc ,A: 

t 一一一・- 46ー加Tl.Á" ec

~二三ヰプ士三

.馬
力

p PC 

P' 

2.00 

1 ・ 00

。

q 

T Tc 
実用的見地から刈払鋸断直前の一定に調整された丸 町
鋸歯周速 V. およびエンジン回転数 N1 を採用した。 0，200

5.1. 刈払鋸断断面積と刈払鋸断トルクおよ ?.:;:-~-:==;:f'イ
パ竺まチ

び同出力 (Fig.25-a， b， c)

フ.ナ角材 4x4 ， 5x5 , 7x7 , 8x8 , gx 

9cm2 の断面積のもの(含水率 11.1 ~ 14.79百:以

下各試験共通)をメIj払木にえらび， 2 , 3 の機種に

ついて，無負荷時エシジシ回転数すなわち丸鋸歯周

速れを一定とし，メIJ払速度 Vr を数段固にかえた

場合および刈払速度 Vr を一定とし，手L鋸歯周速

V. を数段固にかえた場合の刈払鋸断面積AjjlJの刈

O.IC泊

o� 10 20 30 40 50 60 70 80 c~ 
A 

Fig.25-a 
Fig.25 刈払鋸断断面積(A) と刈払トルグ

(T, Te) および同出力 (P， 九)

Section area of timber cut (A) and brush 

cutting torque (T, Te) and horse power 
(P， Pr，:ト
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円STON 悶SPLACEMENT 50 cc 
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Fig. 25-c 

払鋸断トルク T， Te および同出力 P， lもをもとめた結果は， Fig. 25-a, b, c のとおりである。

これによると，一部に多少の実験誤差を生じているとおもわれるものがあるが，一般的な傾向として，

とくに刈払鋸断トルク T， れについては，刈払鋸断断面積Aの増加に一次的に正比例して増大するもの

であるということができる。

T = a1 + b1 A) 
ト-…...・ H ・-…....・ H ・-…....・ H ・-…... ……… ...・ H ・-…・・ ...・ H ・ (22)

Te = b'1 A ) 

ここで a1> b1, b'1 は常数

5.2. )l.IJ払速度と刈払鋸断トルクおよび同出力 (Fig. 26-a~x， Fig. 27-a~巴)

丸鋸歯周述 V. = const. として，数多くの機種について，刈払木鋸断断面積= const. のときの刈払

速度 Vr を 30 ~ 70cm/sec の範囲で系統的に変化させた場合の刈払鋸断トルグ Tおよび同出力 Pをもと

めた結果は， Fig.26-a~xのとおりである。機種と試験条件によって，もちろんその絶対値にちがし、があ

るが，いずれの場合も，刈払鋸断トルグ T および同出力 P は，丸鋸歯周速，刈払木鋸断断面積などがー
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PISTO刷印SPLACEMENT 50 cc 

SECTION AREA OF TIM8ER CUT 4 X 4 c m' 

用IP旺R此 S目ED OF CIRC比陥 SAW 59 • 60'7 IT)/sec 
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Fig.26 刈払速度 (V，) と刈払鋸断トルグ (T) および同出力 (P)
Feeding speed of brush cutter (Vr) and brush cutting torqu巴(T) and horse power. 



- 92 ー 林業試験場研究報告第 183 号
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Fig.27 刈払速度(時)と刈払鋸断トルグ(最大 7叩叫平均 T， 正味Tc)および同出力
(最大 P則的平均 P， 正味九)

Feeding speed of brush cutter (Vf) and brush cutting torqu巴 (max.:T制的 aver.:T，
net: Tc) & horse power (max.: p，幅四， aver.: P, net: 九).
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定であれば，刈払速度 Vr の増加に一次的に正比例して漸増するといってさしっかえないようである。

さらに，参考までに，上述の試験時の正味の刈払鋸断トノレグ Tc および同出力 Pc， 瞬間最大刈払鋸l新

トルク T糊z および同出力 P前回についてしらぺてみたものは， Fig. 27-a~e のとおりである。

すなわち ， Tc および九はもちろん上述の T および P とほとんど同様な傾向にあることは，いずれ

の機種の場合でもおなじであるが，さらに，衝撃的な値である T哨四，P，前四もほぼ T および P が刈払
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PISTON 日SPLACEMENT 50・ o cc 

SECTION AREA OF TIMBER CUT 5 X 5 cm' 

陀EDING SPE印 OF BRUSHωTTER 35 ・ o cm/sec 
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Fig. 29 丸鋸歯周速 (V戸)と刈払鋸断トノレ

グ(最大 T畑山，平均 T， 正味 Te) および

同出力(最大 P制品平均 P， 正味 Pr.)

Peripheral speed of circular saw (V.) and 

brush cuttimg torqu巴 (max.: T制αx， aver.: 

T , net:Te) & horse power (max: P畑叫

aver.: P, net: 九).
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~~!_ON OISPLACEMENT 50 ・ o CC 
宮TlON 焔臥 OF TIMBER CUT 5 X 5 cm' 

PISTON DISPLACEMENT 50.0 cc 

SECTION AREA OF TIMBER CUT 7 X 7 cm' 
百EDING SPE白 OF 開USH cu汁ER 69 ・ o Cmノ主ec
口出M_ OF S削 X NUM. OF SAW ぜEETH l oin xh?eefh 

FE印ING店印 OF四USHωTT四 35・8cm/sec
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速度 Vf の増加に正比例して増大するという傾向がうか

がえる。もっとも後者にっかてはかなりパラツキが大き

し、。

Tor Tcor T前四 = a2 + 九時……...・H ・ "(23)

Por Pc or P ma", = α'2 十 b'2 Vr……...・ H ・-・ (24)

5.3. 刈払双周速と刈払鋸断トルクおよび同出力

(Fig. 28-a~j， Fig. 29-a~c) 

刈払速度 Vf ニ const，刈払木鋸l刷新面積 A= const. 

のとき，刈払忍(丸鋸歯)周速 V. すなわち刈払機のエン

ジン回転数を系統的に変化させた場合 (40~1l0 m/sec, 
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Fig. 29-c 

4， 000~8， 000rpm の範囲)の刈払鋸断トルク 1 および同出力 P について，何種類かの刈払機にっかて

えられた結果は， Fig. 28-a~j のとおりである。

また参考までに，おなじ条件での正味の刈払鋸断トルグ Tc および同出力九，瞬間最大刈払鋸断トノレ
グ T叩m および同 /J:\力 P明田についてしらぺてみたものは Fig.29-a~c のとおりである。

らI似
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Tor Tcor T岡田 = a3 - b3 Vs " ・ H ・ "'(25)

ただし，この実験では， 11 鋸歯周速を増加させ

るということは，同一エンジン・同一丸鋸を装備

した刈払機で，そのエンジン回転数を噌加させて

いることであるから，この場合の刈払鋸断出力

は，丸鋸歯周速の増加に比例して増大しているこ

とはいうまでもない。

っし、で，上述の実験の補促として，同一刈払機

に直径のちがった丸鋸 (10 in および 12 in) を装

備させ(この場合歯数がかわってくる点はやむを

えない)，エンジン回転数一定 6， 500~6， 600 rpm 

にたもち，丸鋸歯周速 87~88m/sec(10 in 丸鋸)

および 104~105 m/sec (12 in 丸鋸)の 2 つの場

合について，刈払速度を低・中・高の 3 種(約10

~55cm/sec の範囲)にかえて，断面積 7 x 7cm2 

の一定の刈払木を刈払鋸断した実験からえられた

結果は， Fig.30 のとおりである。すなわち，歯

Fig.30 丸鋸直径をちがえたときの刈払速度(Vf) 数のちカ丸、などによる差を一応無視すれば，丸鋸

とメIJ払鋸断トルグ(平均 T， Æ味 Tr) および
歯周速がはやいものほど，おそし、ものよりも，と

同出力(平均 P， 正l味 Pc)
Brush cutting speed (Vf) and brush cutting くに刈払速度がはやくなるにつれ，刈払鋸断に要

torqu巴 (aver.: T , n巴t: Tc) & horse p 
するトルグ T， Tc, I司出力 p， Pc は少なくてす

(aver.:P, net:九) at using circular saws with 

different dia. むという事実を認めることができる。

5.4. 頭部歯車減速比と刈払鋸断トルクおよび同出力 (Fig.31--a~d， Fig.32--a~c) 

PISTON D伊LA四MENT 50cc 

SECT旧N AREA OF TIM8ER CUT 7 X 7 cm2 
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、 f ...,....".._ r�l 
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これからもわかるように，機慢と試験条件によ

ってその絶対値に差はあるが， -:Á IJ払忍周速 Vs が

増加するにつれて ， T , Tc は漸減し ， T明臨もバ

ラツキは大きいが T， Tc にほぼ準じた傾向をみ

せてはいる。

前項の実験結果から，頭部歯車減速比はどのようにしたらよし、かとし、う設計製作上の問越とも関連を生

じてくる。そこで，さらにこの設計上の問題点をで、きるだけはっきりさせておくという観点から，同一刈

払機，同一丸鋸を使用して，刈払速度やエンジン回転数，刈払木などの試験条件もおなじにして ， tこだ顎部

歯車減速比が減速してなし、場合(土}と減速してある場合(~~-)との 2 種類に交換した場合の刈払鋸¥ 1 / -""~ -----,,_ ~ ¥ 23 ! 

断トルクおよび問出力の比較をおこなった。

Fig. 31--a~d は，メIJ払木鋸断面積 A=const.， 刈払速度 Vf=const. のとき，エンジン回転数をかえ

ることにより，丸鋸歯周速 V. が 50~100 m/sec の範囲でいろいろかえた場合の刈払鋸断トルグ T およ

I 1 ¥ , f 18 ¥ び同出力 P をしらべたものである。厳密γかんがえると，減速比(一一!と卜一一)のものが，その顎
」、 1/~\23!

部かさ歯車の伝動効率は同ーメーカの製品ではあってもまったくおなじにつくられてし、るとはいえない
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PISTON DIS凡Aほr.ENT 48 ・ 5 cc 
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Fig.31 頚部歯車減速比 (σ) をちがえたときの丸鋸歯周速 (V.) と刈払鋸断
トルグ (T) および同出力 (P)

Peripheral speed of circular saw  (V.) and brush cutting torque (T) & horse power(P)when 
reduction gear ratio (σ) is different (111，叫23) and feeding speed of brush cutter (Vf) is const. 
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P町ON DISPL叫EMENT 4S'5cc 

sε:CTION AREA QF TIM8ER CUT 7 X 7 c m2 

四RIPt-E'RAL S百ED OF CIRCUL同副w ・ 51 ・ 5 mパec

・ 65・ 8-66'5m/sec

"'65.5-68・2mノ"'sec
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Fig.32 頚部歯車減速比 (σ〉をらがえたときの

刈払速度 (V，) と刈払鋸断トルグ (T) および

同出力 (P)
Fe巴ding speed of brush cutter( V,) and brush 
cutting torque (T) & horse power (P) when 

reduction gear ratio (σ) of neck is different 

(111, 18/23) and peripheral speed of circular 

saw (V.) is const. 

から，ほかの部分はまったく同ーのものをつかっ

ていても，この 1 対の泊、さ N'l車の部分の摩擦抵抗

のちがし、がこの実験結果に含まれてし、る。しか

し，このような多少の実験上の誤差があるとして

も，これらの結果から，し、ずれの場合でも，丸鋸

歯周速 V. の増加に比例して，刈払鋸断トノレグ 7

が漸減する傾向をみせ 減速比-iのものは減速
18 比一ーより，丸鋸歯周速がおなじであれば，その
23 

刈払鋸断トルタ T は少なくてすむとし巾、きれるほ

どではなし、が，その刈払鋸断出力P はあきらかに

少なくてすむといってさしっかえない。

Fig.32-a~cは，メIJ払木鋸断断面積 A=const.，

丸鋸歯周速 V.=const. のとき，刈払速度 V， を
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10~70 cm/sec の範囲でし、ろいろかえた場合の刈払鋸断トルク T および同!日カ P をしらペたものであ

1 ~，，~， 18 る。これによると，減速比四一ーのものとーーのものとでは阿一丸鋸歯周速であれば，その刈払鋸断トルグ
1 - 23 

Tに大差はみられないが，刈払鋸断出力 Pは，減速比一Lの方が少なくてすむといってよし、ょうである。
1 

18 "",..3 ，.，.....~._~，...þ~;t-: IL 1 減速比一ーのものを減速比一ーのものと同一丸鋸歯周速にたもつことは，前者を後者よりその回転数をよ23 _. -,,-.._-- 1 

り高速にたもつことでもあるから，エンジンがわからみれば，このことは十分首肯できることである。

以上，同一刈払機におし、て，その顎部歯車比をかえた場合の刈払鋸|析にっし、て実験した結果から，現在

国内で市販されている刈払機エンジンの常用回転数がおおくは 6， 000rpm 前後ともいわれてし、ること，ま

た一般的に刈払木の鋸断抵抗は刈払忍周速に反比例することなどもかんがえあわせると，減速比はかなら

ずしも 1 以下にするのがこのましいとはし、えない。

いま，頚音11歯車減速比一Lと」主とを装着した 2 種の刈払機にっかて，それぞれの刈払機がもっ，ある
1 - 23 

一定の鋸断断面積 A=7x7cm2 (プナ材)の刈払木に対する最大刈払速度 V， 前回(後述)について，

エンジン回転数別および丸鋸歯周速別にしらペたものに Fig.33. 34 がある。これからあきらかなよう

に，いずれの場合も，エンジン回転数あるいは丸鋸歯周速の増加に比例して，それぞれの刈払機のもつ最

大刈払速度ははやくなるが，エンジン回転数が同一であれば，減速比一Lを装着する刈払機の方が減速比
1 

18 ーーを装着するものより，それがもっ最大刈払速度はよりはやくなり，メIJ-t，ム機としては，丸鋸歯周速をよ
23 

りはやくすることのできる減速比一Lの刈払機の方がより大きな刈払鋸断能力をもっているということが
1 

できる a

以上の実験結果を総合すれば，メIJ払機の顎昔日歯車減速比は←Lでよいとし、ってさしっかえなし、ょうであ
1 
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Fig.33 頚部歯車減速比 (σ) をちがえたときのエン Fig.34 顎部歯車減速比 (σ) をちがえたときの丸

ジン回転数 (N1) と最大刈払速度 (V， 明田) 鋸歯周速 (V.) と最大刈払速度 (Vr 制。

r. p. m. of engine (N1) and max. feeding Peripheral speed of circuldr saw (V.) and 

spe巴d of brush cutter (Vr 明間) when r巴duction f巴eding speed of cutter (Vr 明α"') when 

gear ratio (σ) of neck is different (111. 18/23) , reduction gear ratio (σ) of neck is diff巴rent

(1/], 18/28) , 
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る。

現在の内外製市販機に，減速比 o. 6~0. 85 程度の歯車比を係用したものもある一つの理由は，刈払機に

装着されている丸鋸の，これがし、わゆる木工用としての使用条件をかんがえると，木工上で使用される丸

鋸歯周速が，刈払機エンジンに直結して回転される丸鋸の無負荷時最高周速よりもかなり低し、ことにあ

り，この刈払機丸鋸の無負荷時最高周速を，木工用丸鋸歯の使用周速はくするため上述のような÷~

十程度に減速した滅速比が糊されているものがあるょうである。

しかし，刈払機に対する需要者側の要求事項のなかで将来とも際限なく要望されてし、ることは，その刈

払鋸断能力をおとさずにできるだけ軽量化することであり，このためエシジンそのものの軽量高出力化の

改良が不断につつけられる必要があることはいうまでもないが，それと同時に排気容量の小さなエンジン

で刈払鋸断能力をもたせるとかう考え方も必要になってくる。つまり，刈払機エンジンとしては，できる

だけエンジン回転数を噌力fIさせて，いわゆるごく常識的な高出力化策を講ずる必要があり，それと向時に

頭部歯車比の減速割合も小さくしない方が，刈払機の刈払鋸断能力を低下させなし、ですむということがで

きょう。

ただこのようにして，丸鋸体I周速が高速化してきた場合，丸鋸歯の目立頻度をふやすことになるとか，

さらには丸鋸歯î:hl先の硬質処理をおこなし、歯先の耐摩耗性を増大させることなどが必要になってくるとお

もわれるが，とくに後者は，現在木工用の丸鋸におL、てはすでに実用に供されつつある現状でもあるの

で，処理しやすくかっ経質'の安くてすむ硬質処理技術の向上を将来に期待するといってよいものとおもわ

れる。

5.5. 刈払鋸断トルクの公式

上述してきた性能試験結果から，丸鋸歯を装着する刈払機で刈Jム木を刈払鋸断する場合，丸鋸歯や刈払

機のもついろし、ろな因子と刈払鋸断に要する刈払機エンジントルクとの問には，つぎのような関係が成立

するとかんがえられる。

いま，

f: 刈払鋸断巾の丸鋸歯 1 枚に作用している単位切削捻抗力

F: 刈払鋸断中の丸鋸歯 1 枚の歯先に作用している力

~F: 刈払鋸l型fr ':f' に切削してし、るすべての鋸歯に作用している力の合計

n : 刈払鋸断中に同時に切削している鋸歯の数

1 : 刈払鋸断中のメL鋸歯の実|僚に切削している弧長

ρ: 丸鋸歯のピッチ

I� : 鋸歯の平均切込i奈さ

ω: 刈払鋸断中の丸鋸歯の実際に切削してかる弧の中心に位置する歯先の丸鋸中心をとおる刈払鋸

断方向に対する垂線からの角距離

t : 丸鋸歯のあさり幅

D:  丸鋸歯の直径

Vs: 丸鋸歯の周速

Vr: 丸鋸歯の刈払速度

σ: 刈払機頭部歯車減速比
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η: 刈払機の動力伝達効率

Tc : 刈払機エンジンの正味刈払鋸断トルグ

とすれば，

~F = n F ……...・ H ・ H ・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H・-… (26)

n = _l_ …・・…・… …..........................................................……(27) 
ρ 

F = f.'iJ ・ t ….. ・・ ………...・ H・..………...・ H・..…………・・ ...・ H ・...... ……・ (28)

f F ニ一一一一・・・・・・・・ー・・・・・・............................................................・・・・・・・・・ (29)
'iJt 

B=-ELμinω …・・・・・・…...・ ・ …… .••. ・・・・・ (30) 
Yﾟ 

(26) 式に (27) ~ (30) を代入すれば

ここで

~F=f ・ーιf ・ t ・ sin 臼・ ・……… ・・・ ...・ H・'"一……・-……..…・・ (31)
v8 

Tc ・ η ・ σ= ~F・子 (白)
(31) , (32) 両式から

さらに

Tc =f ・ _1_. _!!_.l ・ t ・ ___!:'L_ ・ sin ω ・・ H ・ H・-……H ・ H ・.....・... … (33) 
η ・σ2 九

T: 刈払機エンジンの刈払鋸断トルグ

To: 同無負荷時駆動トルグ

とすれば

T = To + Tc ………・H ・ H ・・ H ・ H・-…・ .........…………'"・H・..……………・ (34)

(33) , (34) 両式から

L. _!!_.l.f. ~[ T=  To+ f ・ ・一一・ l ・ t ・ sin ω ….....….........・ H ・-…・・・…一 (35)
Vs 

(29) , (30) 両式から，実験値から f， 'iJをもとめて図示すれば Fig.35 のとおりで， 0 の{直は釘明から

(%m2~ " 
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守bg 回マ
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Fig.35 t と B の関係

Relation between unit cutting resistance force acting to a cutt巴r (f) and cutting 

depth of a cutter at a time (0) when B巴巴ch with square section cut by brush cutter. 
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推定した値とほぼ一致してし、る。

さて，刈払機が丸鋸で刈払木を刈Jム鋸断しているときの，丸鋸歯が実際に切削している弧長 f は，上述

の性能試験に採用した角材の刈払木の場合も，また実際に地ごしらえ作業の対象になる円材の刈払木の場

合も，丸鋸歯の刈払鋸断しはじめからしおわりまでの問に" O~max.~O のようにその切自IJ長はたえず

変化しているものである。

もっとも，林試式刈払機鋸断性能試験装置のように，刈払機軸心線をとおる垂直面内の一点を支点とし

てふりまわし刈払鋸断する場合，丸鋸歯の送りは，厳密には円弧運動をして刈払木を刈払鋸断することに

なるが，一挙に鋸断できる刈払木断面積は角材で 9 >< 9 cm2 以下(ただし丸鋸歯直径 10 in 程度のとき)

の小面積だから，刈払鍬断中の丸鋸歯の送り運動は近{以的に直線運動をしているとみなしてさしっかえな

カ〉ろう。

ところで，上述の式とくに (33) 式からわかるように，メIJ払鋸断トルグとくに正味刈払鋸断トルク Tc

は，刈払木に対する丸鋸歯の切削長 nζ正比例するとし、ってさしっかえなし、から，刈払鋸|折中の Tcの変化

はほぼ f の変化に正比例することになる。

いま参考までに， 刈J1\木の角材(断面積= 4 x 4 , 5 x 5 , 7 x 7 , 8 x 8 , 9 x 9 cm2) , 円材(断面積

= 4 x 4 , 5 x 5 , 7 >< 7 , 8 x 8 , 9 x 9 cm2) を丸鋸lお(直径 10 in) で、刈払鋸断する場合の J の変化を計

算注1 により図示してみると Fig.36 ， 37 のとおりとなる。

注 1. 丸鋸歯(半径けが角材Çlbcd (一辺の長さ 2 m) を Fig.36 のように刈払鋸断するとすれば，

丸鋸歯が角材のどの辺を切削鋸断しているかによって，丸鋸歯の切首IJ長 l はつぎの各式から計算で

きる。

1 = r (cos-1ν戸二三2_ X _ "in-1 _s_� = r I COS- 一一一一一一ー一一一一一一 ー- ~ln 一一ーーー l¥ r r I 

…丸鋸樹先が ab， bc の 2 辺をとおる場合……

1 = r ( cos-1 ~戸=zr-X R12 m+ν戸二S2 - X� 
= r I COS-" -一一一一一一一一←一一一一 ー- COS-, 1 

¥ r r !  

.• 'j:L鋸槌i先が ab， cd の 2 辺をとおる場合・…・

1 = r (sin-1 ~戸二五T . s} = r I sin-1 一一一ー一一一一- sin-1 ---l ¥ r r ! 

...丸鋸歯先が ad ， bc の 2 辺をとおる場合…・一

1. . Y戸-m2 .2m+Y戸=豆二X ¥ 
1 = r !sin-1 一一一一一一一一 cos-1 _ . ) 

、 r r I 

…・・・丸鋸歯先が ad; cd の 2 辺をとおる場合…・

ただし， X: 切削中の丸鋸歯の中心が，切削しはじめるときの中心位置カ hら送られた距離

S =yr2-m2- 2 m 

さらに， 性能試験で計測した刈払鋸断トルクは最大値 T max は別として T もれもし、ずれも自記録

されたものをプラニメータで面積計算して平均値をもとめたものである。したがって，とくに Tc は，上

述の J の丸鋸歯による切削しはじめからしおわりにし、たる切削長さの積分値注2 を切削中の丸鋸歯送り

長さで除した値，すなわち平均切削長仏に正比例する ζ とになる。
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注 2. 丸鋸的が刈払木を刈払鋸断するときの切削長 J の積分値 A は，丸鋸歯直径と角材の辺長との大

きさの比率から，丸鋸歯先が角材 abcd を， b-a-c-d か b-c-a-d の 11慎で切削するかによっ

て，つぎの式から計算できる。

A=  \X，α r ( COS-1~戸=京一X s 、ー=, r ( COS-1-一一一一一一一一一一一- sin-1 戸ーーー la
ーも ¥ γ γ 1 

rXc ，/:万二_ -1M2 ~ 、
+I v-什 sin- 1 ーι」ニ -sin-1 ーニ-ldX

"A，α \ r r I 

[X�.. 1. . Ý戸二扇子 2 m+、/戸二三2_X ¥ 
+ I v- r Isin-1 一一一一一一一cos 1 dX 

.J Ae  ¥ r r I 

…丸鋸世I先が b-a-c-d の 111買に切削する場合-

A = ﾎXC r ( ν戸3E-x s} 
= I r I COS- 1 -一一一一一一一- sin- 1 一一 1 dX "'0 ¥ r r I 

~~: r ( ν日-X 2m+ﾝr2-s2-K_) 
r ( ∞S-l ー←一一一一一一一cos-1

- .- 1 dX Ac ¥ r r I 

rX� /. Ý万二m2 2m+ν/万二S2::'_X ¥ 
+ I v- r (sin-1 一一一一一--cos-1 - -- 1 dX 

-.n.α\ -, , 
…丸鋸(1ir先が b-c-a-d の順に切削する場合……

ただし ， Xa : 丸鋸がI先が角材 a b c d の a を切削するときの丸鋸歯の中心が，切削しはじ

めるときの中心位置から送られた距離=も/戸=豆-m

XC : 丸鋸歯先が c を切削するときの同上距l~":= 2 m 

Xä: 丸鋸歯先がd を切削するときの同上距離=Ý戸三百+m
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なお， 5.1 項に前述したように，実際の性能試験結果では，刈払鋸断トノレグの平均値 T， T. は刈払鋸

断断面積 A にほぼ正比例するとし、ってさしっかえないから，いまここで問題としている平均切削長らを

刈払鋸断断面積 A でおきかえることができれば，実用的にははなはだ好都合である。この性能試験では

刈払木の断面積の計算に便利な角材をつかって刈払鋸断させているが，実際に刈払機を使用する場合はむ

しろ円形断面の刈払木を刈払鋸断することが普通である。そこで.上述してきたようなふおよび A の

値を，断面積は角材の場合とおなじで断面形が円形の刈払木についても計算注3 し，角材および円材の J怖

と A との間の関係を近似的にしらべてみると Fig.38 のようになる。

注 3. 丸鋸歯先が.それに内接するようにおかれた円材を刈払鋸断する場令の切削長 l および平均切削

長 f明はつぎの式であらわされる。

f ニ r (sin- 1 チ -sin-] 子)

叫ニーーよ= ﾎ 2 V rr7l1, r (sin-1 _1'!__ sin-1 2斗 dX
2 V rrm J 0 ¥ ---- r r / 

ただし ， rm: 角材の一辺の長さ 2mのときの断面積とひとしし、断面積をもった円材の半径

2 慨

下/1(

t (r一向)+(2も/巧る-X) 印{rm-r+(2ν丙-X)2} -t2 

Yl (r明-r)2 + (2ν/万平一X)2

戸 t (r一川一(2ν亙二幻印{均一件(2vZLー幻2J -t2 

ー か7I1， -r)2+ (2v万二-X)2

ここで，向。一向)寸 (2ν丙ー幻

すなわち，

角材の場合

l，.n，ニ 0.81AO'姐ミ 0.74v瓦ー

円材の場合

ん戸0.63Ao.56 言 0.80νA

-・・ (36)

-・・ (37)

つまり，この刈払機鍬断性能試験に採用した断面積の計算のしやすい fý材の刈払木(鋸断断面が正方

形)の場合と，実際の低木の|析而状態にちかし、円材の刈Jム木(鋸断断而が正円)の場合とでは，その丸鋸

tMによって一挙に刈払鋸断される断面積がたとえ同一断面積であっても，刈払鋸|析中の丸鋸歯の平均切首lj

Kl怖と刈払鋸断断面積 A との関係は，メIJ払木が角材であるか円材であるかによって理論的には多少のち

がいのあるもので，いずれの場合も近似的には比較的簡単な放物線的な関係にあるといってさしっかえな

いようである。

したがって，この刈払機鋸断性能試験の場介のように刈払木に角材を探用したときの平均正味刈払鋸断

トルク九は， (33) , (36) 式から，尖川下jには次式の関係がなりたち，

Tc= o. 741' _1_ • -l!--. v互・ t • -J，ヱ. sinω…................… H ・ H ・-… (38)
η ・σ2 • ..-, Vs 

実際の MJ払鋼所の主うに断面がほぼ円Jf~の刈払木のときの平均正味刈Jム鍬断トルク Tc は， (33)(37)式か
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ら，実用的には次式の|共l係がなりたつとかんがえられる。

1 D /-, Vr T,,= 0.80[' ・一一・ νA ・t ・ユL ・ sinω... ・ H ・-……....・H ・....・ H ・-… (39)
可・σ 2 . .... V. 

5.6. 最大刈払速度と断面積最大刈払速度 (Fig. 39~42) 

著者の考案した刈払機鋸断性能試験装置によれば，刈払木に一定の樹種をえらび，ほぼ肉質の何種類か

の断面積のメIJfム木を，ある刈払機があるエンジン回転数で刈払鋸断しうる最大刈払速度をもとめることが

できるが，これをし、ろし、ろな機種にっし、て同一条何ーで比較試験することにより，それぞれの刈払機のもつ

刈払鋸断能力を比較することができる。

すなわち，小さな断面積の刈払木に士、j しては，し、す、れの刈払機も，エンジン回転数低速の状態で.かな

り高速の刈Jム鋸|析をおこなうことができるが，刈払木の断面積を大きくしてくると，どの刈払機でも，ユ

ンジン回転数を高速にしてこないと，かなりはやし、メIJ払速度では刈払鋸断できなくなり，機種によって

は，この試験装置で与えられる刈払速度 7 -70cmjsecの範囲では， }.IJ払銀断できなくなる。

たとえば，排気容民 50cc クラスのエンジンを装備した刈払機で、は，エンジン回転数を 6， 000 ~ 7, 500 

rpm 程度にあげてくると，断而積 8 x 8cm2 のプナ材でも，かなり高速な刈払速度 40~70cmjsec の範囲で

刈払鋸断できているが，まれに， 7 cmjsec 程度の速度でしか刈払鋸断できなし、ものもある。排気容量 30cc

グラスのエンジンを装備した;l.IJ払機になると，エンジン回転数 6， 000 ~ 7, 500rpm で，断面積 8 x 8cm2 

のプナ材を前者のクラスと同様な刈払速度で刈払鋸断できる機種が半数あまりあるが，半数足らずの機穂

では，この試験装置で与えられる最低の刈払速度 7 cmjsec でも，メIJ払鋸断できなし、。排気容量 20cc クラ

スのエンジンを装備した刈Jム機で，断面積 8 x 8 cm2 のプナ材を刈払鋸断できるものは 1 機種で，ほかは

7 cmjsec 程度のJ-IJ払速度でもまったく }.i片ム鋸断できない。もちろん断面積 9 x 9 cm2 のプナ材になると，

排気容量 50cc グラスのエンジンを装備した刈払機でも，エンジン回転数 6， 500~7 ， 500rpm 程度にあげて

も， 7 ~20cmjsec 税度の刈払速度でしか刈払鋸断できないか，数機種目~66cmjsec 程度のはやし、刈払

1 速度で刈1i1鋸断できるものがあるが，約ーの機態は 7 cmjsec 程度の低迷刈払速度でも刈払鋸断できな
3 

い。排気容量 30cc クラスのエンジンを装備した刈払機で、は，かろうじて 8， 000rpmのエンジン回転数で，

19 cmjsec 程度の刈払迷度で，断面積 9 x 9cm2 のブナ材を刈払鋸断できるものがあるが，ほかはいずれ

も排気容量 20cc グラスのエンジンを装備したメIJ払機とともに，低迷メIj払速度 7 cmjsec でも刈払鋸l析で、き

るものはない。

以 1:のように，かなり大き日の断耐積をもった同一樹磁，ほぼ同一材種の刈払木に士、j して同一白ー径・同

一的数の丸鋸 (10 in, 80枚)を装着させた刈払機各機種のエンジン回転数別最大刈払速度をもとめてみる

と，それぞれの機種を最良の状態に整備し，調子のわるいものは何回も調整をやりなまJし，部品も交換し

てくりかえし試験しても(同一社製エンジンを装備しているものは，もっとも調子のよし、|司ーエンジンを

使用し，丸鋸についても同保な配慮をしたほか，適時切れ味のよさそうな同一直任・同一的数の丸鋸と交

換し，機械提供者側の不注意などによる性能の低下を，できるだけ消去するようにつとめt:) ， 機種相互

の聞に，かなりの刈払鋸断能力の差があることがみとめられた。

いま，これらの比較試験結果のなかから，ブナ角材断面積 A=4 x 4 ~ 9 x 9 cm2 の範 l羽で，それぞれ

の機種について，丸鋸歯周速V.あるいはエンジン回転数N1 月 IJの最大刈払速度 Vr1n聞が数個えられたも

のについて，断面積最大刈払速度 A. Vrm四と V. あるいは N1 との関係をしらべてみると，ほぼ次式
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のような一次的な関係にあることがみとめられる。

A. Vf ,naz = a4+b4 九......・ H ・-…...・ H ・..…......・ H ・..………...・H ・....…… (40)

ここで ， a4, b4 は常数で，たとえば機種によってつぎのような値をとる (Fig.39)。

排気容量 顎昔I1歯車減速比 a4 b4 

50.2cc 1: 1 -5596 119 

50 1: 1 -5394 119 

50 Knap Sack -2160 86 

48.5 1: 1 -11336 199 

48.5 18:23 -9052 183 

40 1 : 1 -1744 58 

36.5 14:21 -3553 114 

35 1 : 1 -2506 78 

35 1: 1 -2388 66 

32.5 1: 1 -2909 86 

24.9 1: 1 -3127 78 

21. 5 17:20 -2480 68 

A ・ Vfmaz=as+bs N1 ..…・・ …… …H ・ H ・...…… H ・ H ・...……・・… H ・ H ・..…・・ (41)

ここで ， a5' bs は?有数で，たとえば機種によってつぎのような値をとる (Fig.40) 。

排気容量 顎部歯車減速比 as bs 

50.2cc 1 : 1 -6691 1. 820 

50 1 : 1 -5045 1. 516 

50 Knap Sack -2160 0.883 

48.5 1 : 1 -11347 2.65 

48.5 18:23 -9208 1. 94 

40 1: 1 -1746 0.769 

36.5 14:21 -3572 1.0 

35 1 : 1 -2506 1. 04 

35 1 : 1 -2402 0.874 

32.5 1 : 1 -5155 1. 596 

24.9 1 : 1 -3170 1. 054 

21. 5 17:20 -2480 0.772 

つまり，ある刈払機の，材質一定・断面積一定の刈払木に対して刈払鋸|折しうる最大刈払鋸断速度は，

与えられるエンジン回転数すなわち丸鋸周速の大小に比例して増減し，またある刈払機を，丸鋸歯周速を

一定にたもって，断面積のことなる材質一定の刈払木を刈払鋸断させた場合の最大刈払鋸断速度は，刈払

木断面積の大小に逆比例して増減する，ということができる。

さらに， Fig.40のようにエンジシ回転数 N1 別に A. Vr 明仰をもとめたものから，あるエンジン回転

数 N1 における機種別の A. Vfm仰のちがいをしるととができるが，とのちがいが，燃料消費など刈払

鋸断性以外のことは加味しない，いわゆる刈払機の純然たる刈払鋸断能力の大小をしめしているとかんが
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えられる。

なおこの図から，エンジン回転数 5， 000 rpm 程度以とでは，排気容量 50cc グラスのエンジンを装備し

頚部歯車減速比 1 : 1 の刈払機が，概して刈払鋸断能力があることをしることができ，刈払木断面積(フ・

ナ角材) 8 x 8 cm2 以上にもなると有利に刈払鋸|新できることをうかがうことができる。 これに対し

て，エンジン回転数 5， 000 rpm 以下では，排気容量 30'"'-'40cc クラスのエンジンを装備したものと，排気

容量 50cc グラスのエンジンを装備したものとの間に差がみられなくなり，逆に排気容量 30-40cc グラス

のエンジンを装備した刈払機の方が多少刈払鋸断能力があるようにうかがわれ， 刈払木断面積(ブナ角

材) 5 x 5 cm2 以下の程度では，十分間に合って刈払鋸断できることが推定される。

さらにふえんすれば，大きな断面積の刈払木のある地ごしらえ用としては，排気容量 50cc グラスのエ

ンジンを装備した刈払機が有利にっかいうる余地があるが，下刈およびノj、さな断面積の刈払木しかない地

ごしらえ用としては，排気容量 30-40cc クラス，場fTによっては 20cc グラスのエンジンを装備した刈払

機を十分っかうことができる，とし、ってさしっかえなかろう。

つぎに，これらの試験でし、ずれの刈払機も，前述したように，最大刈払鋸断速度で刈払鋸断するときは

とくに，刈払鋸断直前のエンジン回転数 N， は，刈払鋸断中の最大切 jlílj長前後のエンジン回転数 N2 まで

低下し，刈払鋸断しおわるときはほぼ直前の状態に復しているが，その刈払鋸断中のエンジン回転数低下
町一N.

率一旦Rーιは，機種によってちがいがあるが， 0.1-0・ 5 のかなり広純聞にわたって低下している。
N ,-N. 

いまこの 1N了旦とA ・ Vr 刷zとの関係をしらべてみると， Fig.41 のように，各機種を通じて，ほぼ二

次的な関係がなりたつ。

( N, -N2 ¥ ,_ (N，ーN2 ¥2 A. Vr 明ax=a6+b6 (...:..!_1:;1¥12 ) +C6 (一一一ー)…H ・ H ・-…H ・ H ・....・ H ・ ...(42)
¥ N , I U ¥ N , I 

ここで，試験した各機種にっし、て平均した係数 a6' b6, C6 の{直を参考までにあげると ， a6 =393, b6 = 

3.70 , C6 =14. 19 で，村:準偏差土750 である。

なお， A ・ Vr削z と T vr ，n四および Pvr剛z との問には， Fig.42 のようにそれぞれ一次的な関

1\7 一一入r

i系があるから，守7i と Tvrm師および Pvr叩との|共l係は前者とおなじく Fiμ1 にみられるよう

にほぼ同様な二次的な ii<;J係がなりたつといってさしっかえないようである。

/町町、， (N,-N2 ¥2 r mux = a'6+ b'6 (一一一':.2_) +C'6 (一一一一) ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ..(43)
¥ N, '.-0¥ N, ' 

x =a'l，ノ6+ b九(旦二主主) +C"6 (N1-:;N2 Y ....・ H ・.....・ H ・...…… (44)¥ N, , • -0 ¥ N, , 
ここで，参考までに，試験した各機種の平均をとった係数 a'6' b'6' C'6; a-"6' b九， C/16 の(直をあげる

と ， a' 6=0.064 , b' 6=0.22, c' 6=0.285，標準偏差士0.022; a"6=0. 748 , b九=1. 61, c"6=2.875， 標準偏

差士0.556 である。

これらの結果は，機種によってその程度にちがし、があるが，刈Jム機が最大刈払速度をだして刈払鋸断し

ているとき，すなわちとくに大きな断面積の刈払木をはやい刈払速度で唱刈払鋸断するときは，高速にfこも

ったエンジン回転数を，その低下率 0.4 前後かそれ以上tこも二次曲線的に大幅に増大させながら低下させ

っつ，全力刈払鋸断しているものであることをしめしてし、る。このことから，林業用刈払機としては，エ

ンジンその他主要部の性質が，とくにねばりのあるものにつくられていることが，きわめて大切な性能の

ひとつであることをしること iJ~できょう。
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5.7. 燃料消費量 (Fig. 43-a~f) 

この試験で，刈払木断面積 4X4~9X

9cm2 のプナ材を，本試験装置で調整され

る刈払速度 7 ~ 70cm/sec の範囲で一挙に

刈払鋸|析するときの正味の刈払鋸断時聞

は，正確な計測をおこなう装置を準備でき

なかったので，ストップウォッチで概略の

検討をしたところでは，メIJ払木断面積が大

きく刈払速度のおそいものでもわずか 2 秒

余で，ふつうは 1 秒以下かせいぜい 1 秒前

後であった。したがって，本試験装置によ

る実際刈払鋸断中の各機種の燃料消費量は

ごくわずかなもので，測定しでも意味がな

かった。

そこで，かわりに，刈払機エンジン単体

。 について，仕様にしたがって調整し，ス

mkg 

。30

Tv, .... 

由。o 2000 30∞ 40∞ 50∞ C，，!!ー
A号明町 月日

Fig.42 断面積最大刈払速度 (A.Vfn問)と最大刈払

速;度時トルグ (TVf 明日〕および同出力 (PVfm四)
Section area.max. brush cutting speed (A・時前脚)

and torqù巴 (TVf 糊必) & hors巴 power (PVf 明郎)

when cutting timb巴r at max. sp巴ed.

ロットル開度をかえてエγヅン回転数を

4, 000 ~ 8, 000 rpm の範囲で一定にたもち

つつ，回転数月IJの運転時間の経過にともな

う燃料消費量を，電磁積算式燃料消費量計

(チェンソーの性能試験に使用のもの)で

測定した。もちろん，長紬部・頭部・刈払

忍部などを全装備して刈払鋸断中のいわゆ

る負荷時の燃料消費量ではなし、が，エンジ

ン調整は性能試験のときと同一にしている

から，実用上は十分参考に値するものとお

もわれる。すなわち，数種のエンジンにつ

いて，回転数別にえられた測定結果はFig.

43-a~f のとおりであるが，いずれの機種

も，ある回転数における燃料消費量 C は，

運転時間 t' によく正比例している。その

比例常数 m の値を機種別にあげればつぎ

のとおりである (Table 9) 。

C 二 mt' …………………(45)

いま，このエンジン別回転数別の単位時

間あたり燃料消費量 Ct' =l (すなわちm)

をつかい，前項でもとめられた，数種の刈
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Table 9. m の値 Valu巴 of m. 

50.2 50 50 48.5 32.5 21. 5 

3, 000 0.059 0.093 0.066 O. 134 0.373 0.108 

4, 000 0.095 O. 151 0.094 0.173 0.308 0.140 

4 , 500 O. 146 

5, 000 0.121 0.176 0.103 O. 189 0.250 0.138 

5, 500 0.221 0.095 

6 , 000 O. 142 0.270 0.209 0.226 O. 151 

6, 500 0.437 O. 135 

7, 000 0.274 0.161 0.562 0.262 0.167 

8, 000 0.390 0.268 1. 295 0.276 0.182 
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払機のエンジン回転数 N1 と断面積最大刈払速度 A ・ V1糊m との関係 (Fig.40) から， エンジシ回転数

N1 !;IJの単位燃料消費量あたり断面積最大刈払速度

4.. V1' ma.� ...!.o _.  ._'- "-? ....... .~iliL C,' 
一一芦与max あるいはその逆数ーととLー

Ct' ・ 1 --- - .--- -~~ A・ Vr 哨師

をもとめてみると， Fig. 44-a, b がえられる。

これから，現用の刈払機とくに 50cc グラスのエンジンを装備したものでは，エンタシ回転数 6， 000rpm

前後に，燃料経済をかんがえた場合の最大刈払鋸断能力があり， 6， 000rpm 前後以上あるいは以下になる

と，この能力は低下することをしるととができるが， 20 ~ 30cc グラスのエシジシを装備したものには，

6， 000rpm 以上 7 ， 000rpm 程度になっても，燃料経済をかんがえた場合の最大刈払鋸断能力が，エシジシ

回転数の増加につれて増大するものがあることをしることができる。

ふえんすれば， 30cc グラスあるいはときに 20cc グラスのエンジンを装備した刈払機でも，現在のよう

なエシジン製作状態でもし 7， 000rpm 前後か，それ以上のエシジシ回転数で、の常用をゆるされるなら，燃

料経済の点をかんがえれば， 50cc グラスのエシジンで燃料消費の多いものを装備した刈払機よりも，場

合によっては有利に，っかうことができることを推測することができょう。

6. おわりに

林業機械の性能試験に関する研究の一貫として， 1 人用肩掛式刈払機の性能についてできるかぎり公正

な比較検討を容易ならしめるため，とくに刈払鋸断性能試験装置を考案試作し，これにより国産二十数機

種の性能比較試験を実施し，この穫の林業機械性能試験法の確立につとめるとともに，あわせて，それら

の構造・機能にも検討をくわえ，現用各機種の構造および性能を総括的に把握し，とんどの機械改良ある

いは機械使用上の参考となりうる知見をとりまとめた。

現用されている国産肩掛式刈払機は，し、ずれも汎用の空冷単気筒 2 サイグルガソリンエンジンを装着し

ていて，排気容量 20~5帆乾燥装備重量約 7~13kg の範囲にあるが，いずれも，そのうち約÷はエ

シジン重量であり，この種の 2 サイグルガソリ γエンジシは，かならずしも刈払機用として設計されたも

のでもなく，木報告の構造解析および性能解析の結果からも，なお今後に軽量高出力化の余地がかなりの

こされていることを指摘するととができる。したがって，刈払機としても，さらに軽量高性能化をはかり

うる余地ものとされており，この種の改良の基礎となる技術的資料を提供してし、るものでもある。

との性能試験を実施してし、る聞にも，メーカ各社で排気容量の小さいエンジシを装着した機種の生産を

あらたにはじめたものの数はかなりに達しているが，とのととは，より軽量化の要求を不断にしつづけて

いる使用者の希望にこたえたものであり，との試験結果の示唆する方向にそったものでもあるということ

ができょう。そのいちじるしい一例として， エシジシに， ダイヤブラム式気化器を装着した排気容量約

20cc の外国製品を採用し， あまつさえハンド、ルや肩掛けパンドなどの付属品をヤっさい排除した， 装備

重量約 5kg の手持式刈払機が市販に供されだしたりしてきてもいるが， もちろん， との種のものは，か

なりの直径の低木の刈払いを主とする地ごしらえには適しているとはいえず，雑草類の刈払いを主とする

下刈用を意図した軽量機とかんがえなければなるまい。すなわち，わたくしたちが刈払機をつかおうとす

る林地条件は，千差万別といってもよい植生におおわれているともいえようから，使用者は，その使用条

件にみあった機種の選択が必要となるととはいうまでもあるまい。
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最近，刈Jム機総生産台数の噌加から，この種の機械の J 1 S規絡化の声もきかれだしている。使用者に

とってもメーカにとっても，この種の機械の最大公約数的に共通している機械要素について，なんらかの

規格統ーがはかられることは，使用する上でもまた製作する上でも，いわゆるムダをなくすことができる

わけで，筆者はよりよき規格統ーがはかられることが一日でもはやし、ことを念願するとともに，本報告

が，使用者およびメーカの両者に，今後のより一層の使用法の改良および機械の改良開発の上で，参考に

供せられ，この種の林業機械の性能がさらに一段と向上されることを期待して摘筆いたしたい。
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Performances of Brush Cutters. 

Sampei YAMAWAKI , Kazuo MIMURA, Osamu 

HIRAMATSU and Masao SHISHlUCHI 

(R駸um�) 

Many kinds of on• man brush cutters, of course Japanes makes , have been widely used in this 

country for not only land clearing before tree planting but also weeding once or twice a 

year for several years after tree planting. It is very interesting to not巴 that though these 

machines were originally developed for forestry use, they are used nowadays broadly for not 

only forestry purposes but also agricultural purposes, that is, mowing of rice plants, grass 

and so on. More than thirty makes ar巴 now placed on the market, and so foresters waver in 

their choice of brush cutters for use in land clearing and weeding. 

Thereupon the senior author plann巴d a series of brush cutting p巴rformance tests of oneｭ

man brush cutters, to find the standard technical features of various brush cutters when 

cutting wood, using the original test 巴quipment having automatic brush cutting mechanism, 

an electric torqu巴 pick-up & indicator, an electric pow邑r indicator, an electric & photoelectric 

tachometer , a brush cutting speed controller, a wood supporter and so on, with facility to 

measure the torque, horse power, revolutions per minute and brush cutting speed when cutting 
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wood at the same condition (Fig. 23-a, b, Fig. 24). 

This report covers new information obtained from these tests, other experiments and checks 

of parts' weight after dismantling, and then gives fundamental data that should prove helpful 
for those seeking means of efficient usage and improvement of those machines from the 

standpoint of forestry machines. 

Contents of this report are as follows: 

1. Introduction 

2. Development process of one-man brush cutter 

3. Construction of shoulder type one-man brush cutter 

3.1. Engine 

3.2. Centrifugal clutch 

3. 3. Long shaft and long shaft case 

3.4. Neck gear box 

3.5. Cutter 

3. 6. Outline of specifications and parts' weight 

4. Brush cutting performance test equipment of one-man brush cutter 

5. Brush cutting performances of shoulder type one-man brush cutters 

5. 1. Section area of brush cut and brush cutting torque & horse power 

5.2. Brush cutting speed and brush cutting torque & hors巴 power

5.3. Peripheral speed of circular saw used for brush cutting and brush cutting torque & 

horse power 

5.4. Reduction gear ratio and brush cutting torque & horse power 

5.5. Formulae of brush cutting torque and others 

5.6. Maximum brush cutting speed and section area • maximum brush cutting sp田d

5.7. Fuel consumption and others 

6. Conclusion 

Construction of shoulder type one-man brush cutters (Fig. 4~22， Table 1 ~8) 

Most engines in brush cutters are designed as the vertical type air-cooled, single cylinder two 
cycle gasoline engines for general purposes, but are set invertedly. Their cylinder blocks are 

castings made of aluminum or die castings. The inner surfaces of them are partly plated with 

chrome, and have a cast iron liner of shrinkage fit to protect them against abrasion. 

Comparing brllsh cutter engines with chain saw engines, the former's unit weight is more 

weighty than the latter's. This fact alone provides plenty of scope for developing lighter ones. 

The stroke bore ratio is from 0.92 to 1. 38 and is bigger than that of chain saw engines 

which are from 0.6 to 0.8. There is room for further development to sp巴ed IIp and power up. 

The number of piston rings generally is two, and the dimensions are as in Table 1. 

Most of the main bearings in engines are ball bearings, not needle bearings only. Bearings 

of piston pin are plain bearings which are in striking contrast to n巴edle bearings being used 

in chain saw engines. 

The cylinder block and crank case are separately cast in general and they are designed to 

be easily dis-assembled or assembled and to be easily utilized for prime movers of various 

small portabl巴 machines.

Section areas of suction, scavenging and exhaust ports are in size directly proportional to the 

magnitude of their piston displacement or actual maximum horse power(see Fig. 6-a, b & 7-a, b). 
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Carburetors are of the float type, of course }apanese makes, but infr巴quently a maker's 

engine has a diaphram司type one in trial. 

Ther巴 is no brush cutter engine equipped with speed control governor. The max. revolution 

per minut巴 of engine when equipped with all attachments in brush cutters, barely reaches 

6, 500~7， 500 r. p. m. under no load. 1t is lower than the speed of the chain saw engine without 

governor. 

It does not always follow that the cooling fan is equipped with a flywheel magneto. Several 

engines have it on th巴 side of power take off at th巴 crank shaft , apart from the flywheel 

magneto. 

�ly a few engines have a rewind starter, a fact that stands out in sharp contrast to all 

chain saw engines which are always equipped with it. 

The volum巴 of fuel tank is within the range of from 540cc to 1,160cc. But, sometimes it is 

within the range of from 600cc to 800cc in engines with 50cc piston displacement, and is about 
1, OOOcc in engin巴s with 30cc or so piston displacement. 

Mufflers of brush cutter engines have in g巴n巴ral a bigger capacity to silence the exhaust 

noise than thos巴 of chain saw engines. Their net volumes are shown in Tabl巴 2 & Fig. 8. 

Centrifugal c1utches can be c1assified broadly into three groups. Most of them ar巴 the type 

of which c1utch shoes are fre巴ly support巴d by coil springs around a block type shoe holder. 

(The senior author calls them the block shoe holder type-on巴 of the c1utch shoe drive type. 

See Fig. 9-a~d.) Sotn巴 of them ar巴 connected to a disc typ巴 shoe holder by the us巴 of links 

and springs on one side of it. (The senior author calls them th巴 disc shoe holder type-one of 

th巴c1utch sho巴 drive type. See Fig. 9-e.) Their dimensions are given in Table 3 & Fig. 10. 

The other type is called the c1utch drum driv巴 type by the senior author, which is used by 

only one maker (Fig. 9-f). 

The transmitting torque (T) and engaging revolutions per minute (No) for the ordinary 

type (block shoe holder type) centrifugal c1utches are calculated from the following formula: 

(", n'" __Jnno 1800 ¥� T=10-3μ n r])1 Fa-2Fos cos( 90 一 ~~V ))  

ニ川町{1 肌10-9W，附Jdめ)

(nno 1800 ¥1 -2Fos cos( 90 ー )J'" ・ …............・ H ・.......... ・・ ・ ・ H ・…・闘

I n '" __j nnO  180 。、I 2 Fos cos( 90 0 -ー一一-)

品二"'1.旧 x 1O-9 W(rムd; --- ・ ・ 陶
where μ: coefficient of friction b巳tween c1utch shoe and c1utch drum 

n : number of c1utch shoes 

ら: inner dia. of c1utch drum 

Fa : centrifugal force acting to a clutch sho巴

Fos : original tension of c1utch spring (Se巴 Fig.ll~13)

W: weight of a clutch shoe 

r]) : a half of inner dia. of clutch drum 

r G : distance between center of clutch and gravity point of clutch shoe 

.::1d : gap between inner surface of clutch drum and outer surface of clutch sho巴

N : operating revolutions per minute 

These calcuIations can be conveniently done by the use of nomographs, shown in Fig. 16ー



刈払機の性能試験(山脇・三村・平松・猪内) ウ
t

。
白

1
ょ
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The transmitting torque (T) and engaging revolutions per minute (No) at the disc shoe 

holder type are calculated from the following formula: 

T=10-3 μ n rpf Fa • 11 • Fos. 12 , 1 
l-~ 13土JLI4 -,,- 13士JL14 J 

=10-3 JLnrp{-上型竺庄市(fG+dd)N211-Fos-i-l …・・・....…(\団
l 13土μ 14 -~~ Is土JL14 J 

=tiiFos  
也 1 1 ・ H ・ H ・"……".・ H ・.....・ H ・-………….......一馳

L 正15>ピfσ 丹'1W(r(

where, /1, 12, 13, & 14 : see Fig. 14. 

These calculations can be done by the use of nomographs, shown in Fig. 16-a, e, c, d. 
Long shafts are made of a round steel rod or a hollow steel tube. The outer diameter of 

them is in the range of from 8 mm  to 12 mm, and their length is in the range of from 1, 213 mm  

to 1, 390 mm. Most of them have 2 or 3 intermediate bearings and only one maker's has none. 

Most long shaft cases are made of heavy-duty aluminum alloy pipe with from 26mm to 

36mm outer dia. , from 1. 5mm to 3. Omm thickness and from 1, 200mm to 1, 390mm length. 

Handles are made of heavy-duty aluminum alloy pipe or carbon steel pipe. Their outer 

diam巴t巴r is mostly 22 mm  or rarely 14, 16 & 19 mm. 

Bending load-deflection curve at several kinds of long shafts & long shaft cases is surveyed 

by the use of cath巴tometer ， under statical load , both when the shaft stops and rotates by the 

help of el巴ctric motor(s田 Fig. 18, 19-a, b, c). The elastic Iimit of them is in load=from llkg 
to 27kg, deflection=from 17mm to 41mm , when the span length equals 800mm at each. 

The composite bending modulus (E) of those which combine long shaft with long shaft case 

and int巴rmediate bearing, is estimated at Table 5, and their dimensions at that time ar� 

shown in the same table. 

Neck gear boxes have a couple of bevel gears of which deflection angles are mostly 120 0 , 

1250 and 1300 in fixed form and are rarely changeable at from 660 to 2280 in variable form. 

The reduction gear ratio at a couple of bevel gears rang巴s from O. 67 to 1. O. Dim巴nsions of 

their bevel gears are estimated in Table 6, provided that they are similarly calculated and 

assuming that only Gleason bevel gear cutting machine is used at each. 

Circular saws used for various brush cutters are equipped with crosscut type teeth, and the 

diameters are 8, 10 and 12 in. generally. Circular saws made in this country (JIS B 4802) are 

thinner than the for巴ign made, and also have a bigger capacity to crosscut timber than the 

foreign made. Many makes of circular saw with 10 in. dia. are broadly used for brush cutting 

in this country. Their dimensions which have been used for this brush cutting performance 

test and the others are shown in Fig. 21. 

Parts' weight in various kinds of brush cutters which are weighed by the use of th巴

weighing instrum巴nt having 2 gr sensitiveness, ar巴 shown in Table-8. Overall dimensions of 

brush cutters and main parts' weight are shown in Fig. 22. From these resu[ts we can see 

that the weight of engine is about a half of the total weight in brush cutters, and the weight 
of long shaft & long shaft case is from 2 to 3 kg. The weight of neck geat boxﾎs fioin 1 to 

2 kg and the weight of handl巴 etc. is about 1 kg or so. The senior author:s opinion, is that 

lighter brush cutter engines will be manufactured step by st巴p ， and that -�ghter brush cutters 

will be developed in the near future. 
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Brush cutting performances of shoulder type 

one-man brush cutter 

In these performanc巴 tests ， the torque (T, To, T c, T ma",)*, horse power (P, Po， 九，

p畑"')林， revolutions per minute of the brush cutter engine (N, N o) , revolutions per minute 

of the circular saw and others required to cut brush wood by many kinds of brush cutters at the 

same condition are measured by the use of the original brush cutting performance test 

equipment, when the section area of wood cut i.e. Beech (moisture content=11. 1~14. 7% 

almost the sam巴 quality) ， revolutions per mﾏnute of circular saw, the brush cutting speed i. 
e. the feeding speed of drcular saw and others are systematically given in various condition. 

* T=To+Tc 

** P=九+九

To & Po : average torqu巴& horse power required to driv巴 the brush cutter 

only under no load 

Tc & Pc : average net torque & horse power required to cut th巴 brush wood by 

the brush cutter 

T & P : average total torque & horse power acting on the brush cutter under load 

Tmà", & P.明邸: max. torque & horse power acting on the brush cutter under load 

(1) The torque (T， れ) for brush cutting when the peripheral speed (九) and the brush 

cutting speed (Vr) of circular saw are constant, increase in proportion to the increase in 
the section area of wood cut (A) as shown in the formula (22) : 

Tニal+bl AI 
ト ..… ...................・ H ・... …・・…H ・ H ・.........・ H ・..…・......・ H ・倒

Tc=b!, A I 

where, ah b1 & b!, are constants, see Fig. 25-a, b , c. 

(2) The torque (T, Tc, 1'，問"') & hors巴 power (P， 九 ， Pm=) for brush cutting when A and 

れ are constant, increase as the brush cutting sp巴ed of circular saw (円) increases as 

shown in formula (23)(24) : 

T or Tc or Tm四=a2+b2 Vr ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・-…...・ H ・.，…...・ H・-……倒

P or Pc or P.叩α"，=a2'+b2' 時・…....・H ・.................・H ・....・ H ・........・ H ・-……・・・凶

wh巴re a2， ゐ， a2' & b2' are constants, see Fig. 26-a~x， Fig, 27-a~e. 

(3) The torque (T, Tc, 1'，刑制) for brush cutting when Vr and A are constant, decrease in 

invers巴 proportion to the incr巴as巴 in Vム as shown in formula (25) : 

T or れ or Tm脚=a8一九日・H ・ H・..…..，・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・........・ H ・-………自由

where aa & ba are constant, see Fig. 28-a~j ， Fig. 29-a~c ， Fig. 30. 

(4) The relation between the reduction g回r ratio of the neck and the brush cutting torque 

1 0 18 & horse power was inspected by comparing different reduction gear ratio i. e. 一一一&
1 23 

of the same brush cutter at th巴 same test condition. From this test , the senior au出or

does 削 think 削 the r巴duction gear 凶o being less than 十 is better than 十 be­

l cause the brush cutter with reduction gear ratio ~ has a bigger capacity to cut the brush 
1 

18 wood than the one with reduction gear ratio 一一一・ See Fig. 31-a~d， Fig. 32 a~c. 
23 

、 llí) . The relation atnong the torque required to cut the brush wood, th巴 dim巴nsion of brush 

cutter, circular , saw & wood cut and other features, may be expressed by th巴 fóllowing

formulae (26)~(35) : 
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EF=nF・・・・ .........................................................................................ω

n=-L ..H ・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・倒
ρ 

F=f'ii t ・ H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・H ・..……...・ H・.....・ H ・.....・H ・..……ω

F 
t=一一…・……H ・ H・…H ・ H ・......・ H ・...… H ・ H・…H ・H ・..…・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・ -ω

'iit 

'ii=会 Psinω 帥

F=f・之主・ 1 ・ t sin 印…・…...・H ・......・ H ・.....・ H ・...・・ H ・ H ・...…...........・ H・-・・帥
Y8 

TC • 1). cr=EF・子 側

Tc=f ・ _1_. D .l・ t. ~ι . sinω …・・・…・・・….....・ H ・-… H ・ H ・-…H ・ H・..…倒
η ・σ2 -- V8 

T=九十九=九+1 ・よ .~.l ・ t ・ 1主・ sinω ・ H ・ H ・...・ H ・・・・ H ・ H ・ ..ω・ω
d 可・σ 2 V. 
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where f: unit cutting resistanc巴 force acting to a cutter tooth of circular saw. 

F: force acting to a cutter which cut the wood. 

EF: total force acting to each cutter which cut the brush w∞d. 

n : the number of cutt巴rs which cut the brush w∞d at the same time. 

l : length of cutter 巴dge circular arc of circular saw which cut the brush wood 

at the same time. 

ρ: pitch of circular saw teeth. 

'ii : average cutting depth of cutter. 

ω: angle which the cutter edge situated at the center of cutter edge circular 

arc cutting the brush w∞d is apart from the rectangular line through the 

center of circular saw against the fe巴ding direction of circular saw. 

t : average spring s巴t of circular saw teeth. 

D : diameter of circular saw. 

v., : peripheral speed of circular saw. 

Vf: feeding speed of circular saw. 

σ: reduction gear ratio of neck. 

η: mechanical efficiency of brush cutter. 

Tc : described above. 

To : do. T : do. 

We can se巴 that 'ii calculated from formula (30) is almost equal the thickness of saw 

dust (Flg.35). 

In the case of cutting wood with either square section as in these t巴sts or round section as 

in the field , 1 increases from 0 to max. and then decreases from max. to 0 continuously 

as shown in Fig. 36, 37. And so，江 we should estimate the torqu巴 required for brush 

cutting by the brush cutter from formulae mentioned above, it is nec色ssary for us to know 

the average length of cutter edge circular arc of cirαllar saw crosscutting off the brush wood 

(ら).In both cases of crosscutting off square section-and round section-wood，仏 is similarly 

expressed by integral calculus as shown in the following formula (36)(37) (See Fig..38) : 

Im=0.81Ao.48 ミ 0.74νつ4------in square section w<∞d--.. ・H・.....…-………帥

Im=0.63AO.56 ミ 0.80にr・h ・ .in round section w∞d …H ・H・-…一一………伺
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Accordingly, formula (33) could be written as follows : 

1 D 一一 」Tc=0.74 f ・一一._-・、/ A ・ t ・ 44-B1nω
ησ 孟砂s

...to crosscut the wood with square section …・…… '(31l)

1 D 一一 Vf 
Tcニ0.80 f' 一一 n ・ νA ・ t ・ 7よ-smω

ησ 孟ル8

・・to crosscut the wood with round s巴ction ………- …・側

(6) The maximum brush cutting speed i. e. the max. feeding speed of circular saw Vr 聞広

and the section area ・ maximum brush cutting speed A ・ Vr 7na'" in various kinds of brush 

cutters by which we can determine what kind of brush cutters hav巴 bigger capacity to cut 

the brush wood, can be obtained from these tests. The relation between A ・ Vr1M'" and Vs, 
A. Vr ma", wood and N, are as follows : (see Fig. 39, 40) 

A ， Vr 明日=ω+b4 Vs … ...・ H・-……………...・H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…...・ H・..…………臼O

A ， Vr 市開=as+bsN， … …… …….. …一 ...・ H ・.... ……・・ '"・ H ・-・………......・ H ・品。

where a4 , b4, as & bs are constants depending upon kinds of brush cutters and others(see 

Page 114) and N, is r巴volution per minute of engine just before starting to crosscut the w∞d. 

Revolution per minute of brush cutter engirie drops from N, to 11ら that is r. p. m. of engine 

when cutting the brush wood at l=max. So, we can see the dropping ratio of engin巴

九T._ I\ヘ
revolution when cutting the brush wood from the following formula :←」五了一一

"'1 

1¥T. .一入T.
In these tests，一示よ of various kinds of brush cutters are ranged from 0.1 to 0.5・ The

入T，-ー入T.
relation betw巴en ~言T "'.  and A. Vf 泊四 TVf 刑問 & Pvr 悦α'" at each will be shown as the 

"'1 

following form : (see Fig. 41) 

I N， -N. 、/配-N. ¥2 
A , Vrma", =a6+ b6( "'¥/" )十C6(~ーーと) ………………・……...・H ・..…・血由

¥ N, /"0 ¥ N, / 
/町一町、 ,f N,-N2 ¥2 Tvfmax=a6'+b6'( "':Vl~ -L "2 )+C6'( 一τ「ー l … …..............・ H ・..... ・…・・ …帥
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where, a6' b6, C6' a6' , b6' , C6' , a6 !1, bﾔ" & C61! ar巴 constant and Tvr mα'" is the brush cutting 

torque at Vrニmax. and Pvr 畑山 is the brush cutting horse power at Vr=max. 

(7) Fuel consumption(C) of various kinds of brush cutter engines under no load, increas巴 in

proportion to the increase of driven tim巴 (t') at any revolution per minut巴 of engine(N,): 
C=mt' . ………・・・・・・…ー・ -…・ー・・ ……・…・・・・・…・・・……・・・・・・……・，・……・……一….(4&

where, m is constant depending upon kinds of engines and engine r巴volution (see Fig. 43-

a~f， Table 9). So, we can s巴e easily the unit fuel consumption (Ct' ~，) of any brush cutter 

at any engine revolution from this result : Ctに， is equal to m. 

Then, the relation b巴tween my  EnginerEVOlution lV1andAf也旦&一企f二-'-at each, 
Ct'~ ， -A. Vr 明間

are shown in Fig. 44-a, b. It. is very interesting to ascertain at what engine revolution 

any brush cutter will苛1ふ巴 its maximum brush cutting capac�y consist巴nt with ecohomizing 
す

in fuel consumpti� from these figures. For example, some brush cutters with 50cc class 

piston displacement have the maximum brush cutting capacity at about 6, 000 r. p. m. engine 

revolution , and in some brush cutters with from 20cc to 30cc piston displac巴ment ， their 

maximum brush cutting capacity is proportional to th巴 increase of engine revolution at 

more than 6, 000 r. p. m. or t , 000 r. p. m., with regard to the economy of fuel. 


